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文序

日頃、仙台市の文化財保護行政に対 しまして多大のご協力をいた

だき、心から感謝いたしてお ります。

昭和63年 7月の高速鉄道南北線の開通は当市にとりまして新 しい

時代への幕開けとなる画期的な事業でありました。この高速鉄道の

建設にあたっては、先人の生活の歴史を物語る多 くの埋蔵文化財の

発掘調査が行われております。本書にまとめました六反田遺跡では、

縄文時代後期の上器捨て場や、平安時代および奈良時代の住居跡な

どが発見され、それらから多量の土器や石器などの貴重な遺物が出

上しております。

発掘調査により得 られた多 くの成果は、仙台の歴史を語る貴重な

歴史遺産 として今後さまざまな場で公開していきたいと考えてお り

ます。

最後になりましたが、調査 と整理にご尽力をいただきました皆様

と、また本書の作成にあた りご助言、ご指導下さいました各位に対

し、心から感謝を申し上げ、序 といたします。

平成 7年 3月

仙台市教育委員会

教育長  〕呼 山 繁



例     言

1 本書は、仙台市高速鉄道建設に伴う遺跡調査報告書の 4冊目であり、六反田遺跡の発掘調

査成果についてまとめたものである。

2 本書の作成に関わつた職員は次のとおりである。

佐藤隆 篠原信彦 吉岡恭平 斎野裕彦 荒井格 主浜光朗 佐藤良文 工藤信一郎

神成浩志 渡部紀

出土遺物の整理、実測作業は主に篠原・吉岡が行った。遺構の整理、原稿執筆、編集は主

に渡部が行い、篠原・吉岡が補佐した。劉片石器の観察は吉岡・荒井・渡部が、分類は吉

岡・渡部が行った。

3 報告書作成にあたり、下記の方々にご指導をいただいた。 (敬称略)

佐々木隆 (仙台市科学館)

4 石器の石材は蟹澤聡史氏 (東北大学)の鑑定されたサンプルをもとに、整理担当職員が肉

眼観察したものである。

5 縄文土器の展開写真は、小川忠博氏撮影のものである。

6 野外調査および整理作業参加者は 属高速鉄道報告書 I』 (1989)に記載している。

7 本遺跡の調査成果については、既に概報として内容の一部が紹介されているが、本書の記

載内容がそれらに優先するものである。

8 調査の諸記録・実測図・写真 。出土遺物等の全資料は仙台市教育委員会が一括保管してい

る。

1 図中の方位は真北を示す。磁北は7° 20′西偏する。

2 遺跡地名表に用いた地形図は、国土地理院発行 1/25000「 仙台西北部」「仙台東北部」「仙

台南西部」「仙台南東部」である。

3 土層の色調の記載には、F新版標準土色帖』 (小山・竹原 1967)を用いた。

4 基本層位の略号として Ll・ L2-・、遺濤内層位の略号として珍1・ 22… を使用する。

5 遺濤の略号は以下のとおりである。

住居跡 SI   土坑 SK   tt SD   河川跡 SR   ピット P

性格不明遺濤 SX

6 遺物登録にあたっては、以下の記号を用いた。

縄文土器 A   弥生土器 B   土師器 (非ロクロ)C

凡



10

土師器 (ロ クロ)・ 赤焼土器 D  須恵器 E   tt G   土製品 P

剰片石器 Ka   礫石器・磨製石斧・石製品 Kc   鉄製品 N

本文中使用の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)の 降下年代は、現在10世紀前半頃と考

えられている (白鳥 :1980)。

剣片石器のうち、定形石器の計測方法は『東北自動車道遺跡調査報告書 I』 (宮城県文化財

調査報告書第52集 :1978)に よる。不定形石器は最大長 。最大幅を計測している。また、

剰片の部位は、主要劉離面を「腹面」、その裏面を「背面」と呼ぶ。

剣片石器の節理面、被熱部分はスクリーン・ トーンで示した。また、微細剣離痕の範囲は

矢印で示した。

礫石器は実測位置での最大長・最大幅と、断面作成位置での厚さを計測している。加工部

位の表現方法は以下の通りである。

剣片石器の表現

礫石器の表現

土製円盤の周縁に磨痕あるものは、

矢印でその範囲を示した。

Ⅲ区の遺物包含層では、右の

ようにグリッドを分割している。

図の縮尺は原則として、遺構を

1/60、 土器 。礫石器を1/3、

剣片石器を2/3と した。
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I 調査に至る経過

調査に至る経過

調査に至る経過

仙台市は古くから東北地方の中枢都市としての役割を担ってきており、平成元年 4月 には政

令指定都市に移行し、現在も発展を続けている。それに伴う都市整備の一環として、昭和63年

7月 より、高速鉄道南北線が運行を開始しており、渋滞のない交通手段として、市民生活に欠

くことのできないものとなっている。

高速鉄道南北線は、仙台駅を中心に南北に長 く、北は泉中央駅から南は富沢駅に至るルート

である。建設工事はその地形によって、山岳 トンネルエ法 。シールドエ法 。開削工法 。高架方

式の 4つの手法が用いられている。

仙台市教育委員会は、高速鉄道建設に先立ち、路線内及びその周辺の分布調査を行った (仙

市教 :1980)。 その結果、北部の台ノ原・瓦山地区で五本町窯跡・堤町窯跡等、南部の富沢。大

野田地区で泉崎浦遺跡・山口遺跡・六反田遺跡。伊古田遺跡等が位置していることが判明した。

特に南部地域は多くの遺跡が分布しており、なおかつ沖積地の特徴として重層的な遺構遺物が

存在するため、周知の遺跡以外にも新たに遺跡が発見される可能性が大きい地域である。その

ため仙台市教育委員会は、開削工法で建設される長町南駅 (旧名称、鍋田駅)以南については

遺跡の発掘調査を行うこととし、仙台市建設局高速鉄道建設本部との協議に入った。そして、

昭和56年 4月 の下ノ内遺跡の調査より本格的な発掘調査を開始し、以後昭和61年の六反田遺跡

の調査をもって、野外調査を終了した (第 1表 。第 2図 )。

一ヽ
ｒ
ｉ

第 1図  遺跡の位置



1 調査に至る経過
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第 2図  全体の調査区配置図



第 1表 調査一覧表
遺跡名 。所在地 時代・種類 調 査 期 間 調査面積 担 当 職 員 工  区 報 書

富沢遺跡

太白区泉

崎 1丁目

・長町南

3丁 目他

泉崎地区

旧石器・縄文～近

世

散布地・水田跡

第 1次 S579 1～ 1211 約800だ 吉岡恭平 泉崎東工区

仙台市文化財調査報

告書第126集

仙台市高速鉄道関係

遺跡調査報告書 I

富沢遺跡 (1989)

中谷地地区

第 1次 S57825～ 1223
第 2次 S58413～ 1227
S59 1  6-1  9

約1850言

約500∬

主浜光朗、高橋勝也、

斎野裕彦、荒井格、

渡辺誠

中谷工区

鳥居原地区

第 二次 S57105～ 1225
S58 2 3-2 12

第 2次 S58413～ 1227
S5935-323

第 3次  S59411～ 628
第 4次  S60410～ 8 9

約1300∬

約1900∬

約750謂

約710nf

斎野、荒井

斎野、荒井、渡辺誠、

篠原信彦、渡辺忠彦

篠原、斎野

篠原、吉嗣、高橋泰

鍋田工区

泉崎浦遺跡

太白区泉崎 1丁目

縄文・古墳・平安・

近世

集落跡・水嗣跡

S57 9 1^ヤ 1225

S58 1  5-2  6
約1200∬ 田中貝」和、吉岡 泉崎東工区

下ノ内浦・ 山口遺跡

太自区富沢 1丁目他

縄文～平安

集落跡 。水田跡

第 1次 S56825～ 1228
第 2次  S58413～ 1223
第 3次  S59411～ 1119

約3000言

吉岡、成瀬茂、主浜、

篠原、千葉仁、斎野、

高橋 (勝 )

泉崎東工区

泉崎正区

六反田遺跡

太自区大野田字五反田・

六反田他

縄文～平安

集落跡

第 1次 S569 7～ 1226
S57 1 6-1 18

第 2次 S609 9～ ■ 28
第 3次 S59411～ ■ 19

約13001f
佐藤隆、荒井、篠原、

吉岡、佐藤良文
本書

下ノ内遺跡

太白区富沢 4丁 目他

縄文～中世

集落跡

第 1次 S56417～ 1226
S57 1  6^ヤ 1 13

第 2次  S57412～ 1225
第 3次  S58413～ 128
第 4次  S59411～ 526

約3700∬

佐藤隆、佐藤裕、篠

原、渡辺 (忠 )、 佐藤

美智雄、吉岡、工藤

哲司、高橋 (勝 )、 鈴

木実

泉崎駅工区

仙台市文化財調査報

告書第136集

仙台市高速鉄道関係

遺跡調査報告書 H
(1990)

伊古田遺跡

太自区大野田字塚田

縄文・古墳～平安

集落跡

第 1次 S58415～ 1227
S5935～ 323

第 2次  S59425～ 811
第 3次  S618 4～ 9 5

約2100す

篠原、佐藤 (美 )、 吉

岡、斎野、荒井、工

藤、千葉、高橋 (勝 )

泉崎駅工区

第193集

仙台市高速鉄道関係

遺跡調査報告書Ш

(1995)

I 調査に至る経過

2 六反田遺跡の調査に至る経過

高速鉄道建設に関わる六反田遺跡の調査は、4度にわたり行った。I～Ⅳ区と呼ぶ (第 3図 )。

I区 高速鉄道用地取得に関係して、遺跡内に民間の共同住宅が建設されるのにともない、昭

和56年 9月 から翌 1月 にかけて調査した。

H区 高速鉄道の開通に合わせて供用される予定の市道「下ノ内・六反田線」の建設にともな

い、昭和60年 9月 から11月 にかけて調査した。

Ⅲ区 市道「下の内・六反田線」の残り部分を、昭和61年 4月 から12月 にかけて調査した。

Ⅳ区 高速鉄道路線に関わる部分を、昭和58年 4月 から6月 にかけて調査した。

(試掘 )

工区名 調査期間 面積 発見遺構 担 当 職 員 遺 跡 名 備 考

泉崎東工区 S574 12～ 7 1 420nギ 竪穴住居跡・水田跡 吉岡、斎野、荒井、高橋 (勝) 富沢・泉崎浦遺跡 本調査へ移行

中谷地工区 S57 6 4-8 11 710nギ 水田跡 吉岡、主浜、高橋 (勝 )

宮沢遺跡

本調査へ移行

中谷地工区 S58525-630 381n2 斎野、荒井

鍋田工区 S57 7  5-10 4 350nギ 本田跡 斎野、荒井 本調査へ移行

泉崎駅工区 S571025-1128 2801n2 篠原、渡辺 (忠 )

泉崎駅工区 S58 4 13´～4 19 85n∵ 篠原、高橋 (勝 )

車庫工区 S571025～ 114 721n2 篠原、渡辺 (忠 )



3 調査要項

遺 跡 名

所 在 地

調査目的

調査面積

調査主体

調査担当

調査期間

調査協力

調査要頂

六反田遺跡 (宮城県登録番号 01189 仙台市登録番号 C-197)

仙台市太白区大野田字五反田

高速鉄道南北線の建設およびそれに関係する諸工事にともなう事前調査

I区約450m2 H区約280m2 Ⅲ区約490m2 Ⅳ区約74m2 合計約1294m2

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係 (昭和61年 4月 より文化財課調査係)

主事 篠原信彦 吉岡恭平 荒井 格 佐藤良文

教諭 佐藤 隆

I区 昭和56年 9月 7日～昭和57年 1月 18日

H区 昭和60年 9月 9日～11月 28日

Ⅲ区 昭和61年 4月 22日～12月 25日

Ⅳ区 昭和58年 4月 22日～ 6月 1日

仙台市交通局高速鉄道建設本部 仙台市建設局道路部

I区

/

□□甲

第 3図  調査区の配置



II 遺跡の立地と環境

H 遺跡の立地と環境

地理的環境

仙台市域の地形は、北西部の丘陵・山地と南東部の海岸平野 (宮城野海岸平野)と に大別さ

れる。海岸平野のうち、広瀬川と名取川にはさまれた低平な地域は郡山低地と呼ばれており、

西縁は地質構造線、長町―利府線で丘陵 。段丘地域と接している。郡山低地は名取・広瀬の両

河川およびその間を流れる魚川の影響を強く受けており、旧河道、自然堤防、後背湿地があち

こちに見られる。

六反田遺跡は」R長町駅の南西約1.6kmに位置する。郡山低地の南部にあたり、魚川の南側に

形成された自然堤防上に立地する。遺跡の構成上壌は、砂、シルトが主体を占める。標高は12

m前後であり、南西から北東にむかいわずかに下がる。調査前の状況は、畑地であった(第 4・

5。 6図 )。

なお、周辺地域を含めた地形環境については、仙台市報告書126集「高速鉄道報告書 I」 (1989)、

同149集「富沢遺跡」 (1991)に 詳しいので参照されたい。

第 4図  遺跡の位置



1 地理的環境

太 平 洋

0      1     2Kn
I   I  I

松本 (1981)を 編集

丸印が地下鉄関連遺跡

第 5図  名取川下流の地形分類図



II 遺跡の立地と環境

Ⅲ
  I

|
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1

ヒ___習線00。
昭和33年 (1958)測図の
都市計画図を再 トレース

第 6図  旧地形図



2 歴史的環境

歴史的環境

六反田遺跡周辺の歴史的環境については、広域的な視点からは「高速鉄道報告書 I」 (1989)

に詳しいので、ここでは近接する遺跡を中心に簡単に述べたい (第 7図 )。

当遺跡周辺における最古の人類の足跡は、青乗山遺跡、山田上ノ台遺跡、北前遺跡で発見さ

れた前期旧石器時代にさかのぼる。 3遺跡とも段丘上に位置するが、当地の北 l kmに位置する

富沢遺跡 (6)30次調査地点では、後期旧石器時代の石器や生活跡が樹木などに共に発見され、

低地にも当時の人間違が進出していたことがうかがえる。

縄文時代は、早期前葉以降の生活跡が下ノ内浦遺跡 (4)、 山口遺跡 (5)を はじめとして残さ

れているが、特に中期から後期にかけての痕跡が濃厚であり、上野遺跡 (17)、 北前遺跡、山田

上ノ台遺跡、下ノ内遺跡 (2)、 下ノ内浦遺跡、山口遺跡、大野田遺跡 (11)、 伊古田遺跡 (3)な

どから多くの遺構遺物が発見されている。弥生時代になると当遺跡北側の富沢遺跡では、後背

湿地という地形的特質を生かして水田が営まれた。特に、中期桝形囲式期の水田が各地点で検

出される傾向にある。下ノ内浦遺跡からは石庖丁を副葬した墓墳が発見されている。古墳時代

には、五反田古墳 (8)、 春日社古墳 (9)を はじめとする多くの円墳が築かれ、大野田古墳群を

形成する。その多くは埴輪を伴うものであり、おおむね 5～ 6世紀に築かれたものである。古

墳時代の水田跡は、富沢遺跡の北部で特に良好に残されている。 7世紀中頃には、北東約 2 km

に郡山遺跡 (28)が成立する。この遺跡は、名取郡もしくは陸奥国関連の国家的施設と考えられ、

この遺跡の成立をもって当地域は律令体制に組み込まれたと考えられよう。平安時代になると

遺跡数が増える傾向にあり、集落跡、水田跡共に各所で発見される。特筆される点は、富沢遺

跡において真北方向の畦畔が109m前後の間隔で検出されることから、条里型土地割の存在が

確認されることである。現在確認し得るのは魚川以北であり、六反田遺跡周辺では確認されて

いない。中世の遺構は近年明らかになりつつある。北側の下ノ内遺跡からは濤跡や多くの柱穴

が発見されている。南東500mに位置する王ノ壇遺跡 (10)か らは、堀で囲まれた屋敷跡が発見

され、鎌倉～室町時代のものと考えられている。西 l kmに は富沢館跡 (16)が あり、室町時代の

ものとされている。富沢遺跡では、水田跡と共に建物跡も見つかつている。近世の当地域は名

取郡北方大野田村となり、安永元年 (1772年)完成の「封内風上記」によれば、戸口45戸、神

社 2、 観音堂 1、 王壇と称す古壇が 1と されている。明治22年には西多賀村となり、昭和 7年

に仙台市に編入された。それまでの水田、畑地といった歴史的な景観に変化が生じたのは昭和

51年に魚川の流量調整のための新魚川が完成したことと、昭和48年以降、富沢地区の区画整理

事業が行われてからである。政令指定都市仙台にとっては南の副都心と位置付けられており、

今後は都市整備が進んでいく地域である。



H 遺跡の立地と環境
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No 遺  跡 名 立  地 時 代 No 遺  跡 名 立   地 時 代

1 六反田遺跡 自然堤 防 生。古墳・奈良・平安 富沢館跡 中 世

2 下ノ内遺跡 自然堤防 〔(中～晩)・弥生・盲墳・奈艮・平安・中世 17 上野遺跡 段 丘 縄文 (中 )・奈 良・平安

3 伊古田遺跡 自然堤防 縄文 (後・晩 )。古墳・奈良・平安 山田条里遺轄 段 丘 縄 文・奈 良・平 安・近世

下 ノ内浦遺跡 自然堤防 縄文(早・前・後)・弥生・奈良・平安 船渡前遺跡 段 丘 縄文・弥生・奈良・平安
5 山 口遺跡 縄文(早～晩)・弥生・古墳・奈良・平安・中世 三神峯遺跡 段 丘 縄文 (早。前 )

6 宮 沢遺跡 後背湿地 旧石器 (後 )。縄文～近世 芦 ノロ遺 lb」 段 丘 縄 文・古墳・平安

泉崎浦遺跡 縄文 (後 )・弥生・古墳・平安・近世 裏町古墳 段 丘 古 墳

8 五 反 田古墳 自然堤 防 古 墳 土手内遺跡 丘 陵 縄 文・弥 生・奈 良・平安

9 大野 田古墳群 自然堤防 古 墳 茂ケ崎城跡 中世

王 ノ壇遺跡 自然堤防 縄文(後 )・弥生・古墳・奈良・平安・中世 愛宕山横穴群 丘 陵斜面 古墳 (末 )・ 奈 良

大野 田遺跡 自然堤防 縄文 (後)・古墳・平安 。中世 長町駅東遺跡 古墳・奈 良・平 安

元袋遺跡 自然堤防 弥生。平安・中世・近世 西台畑遺跡 自然堤 防 縄 文 (後 )・ 弥 生・古墳
13 長町清水遺跡 自然堤 防 古墳 ? 郡 山遺跡

14 教塚古墳 後背湿地 古 墳 北 目城跡 自然堤 防 自文 (後 )・ 弥 生・中世・近世

金 岡八幡 古墳 後背湿地 古 墳 南小泉遺跡

第 7図  周辺の遺跡分布図



3 これまでの調査成果

これまでの調査成果

六反田遺跡はこれまでに数次にわたる調査が行われており、貴重な成果が上がっている。こ

こでは、これまでの調査と周辺地区の状況を簡単にまとめたい (第 6・ 8図 )。

A 昭和51年 (1976)か ら53年にかけて民間社宅建設にともない調査された。今回の調査区の

南東に隣接する。奈良・平安時代の住居跡・濤跡・小濤状遺構群、古墳の周濤、木棺墓、石棺墓、

縄文時代後期初頭の遺物包含層 。土坑、縄文中期中葉の住居跡などが発見された。縄文時代の

土坑から炭化したクルミが多量に出土している (田中 :1981)。

B 昭和58年 (1983)に、大野田小学校給食棟建設に伴い調査された。今回の調査区の北東部

に位置する (田中 :1984)。

C 昭和59年 (1984)に、民間社宅建設にともない調査された。今回の調査区の南に隣接する。

奈良・平安時代の住居跡・小濤状遺構群・掘立柱建物跡、縄文時代後期初頭の遺物包含層・土坑・

柱穴列、中期末葉の住居跡などが発見された。縄文時代の遺構の土壌を水洗選別 した結果、献

水産魚類の骨が検出された (佐藤 :1987)。

D 本書にまとめた高速鉄道関連の調査である。

/く
/  ＼

∨
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Ⅲ  I区の調査成果

調査区は共同住宅の規模に合わせて、50m× 9mの長方形に設定した。対象面積は約450m2で

ある。耕作土を重機で除去したところ北側約 4割が改修前の気川の旧流路であったため、それ

以外の部分を調査対象とした。

地区設定にあたっては調査区の南西隅を基点とし、調査区の方向に合わせて 3m× 3mの

グリッドを設定した。グリッド名は南北方向のアルファベット、東西方向のアラビア数字の組

み合せで呼称した (A-1・ B-2・・・ )。 また、 1・ 2ラ インとG・ Hラ インの交点を基点

とし、そこからのF巨離数でも記述した (N3E4・ S5E3・ ・・)。 グリッドの方向は真北より約

40°東偏している (第 9・ 10図 )。 図中の国土座標軸は現地で測量したものではなく、都市計画図

より写したものである。

調査は昭和56年 (1981)9月 4日 より開始した。最上層の濤などの調査後、下層に掘 り進ん

だ。10月 2日 にはS11住居跡が検出された。11月 上旬には掘立柱建物跡、濤跡などを調査した。

11月下旬からは古代以前の層の調査を進め、12層を中心として縄文土器、石器が出土した。12

月26日 に一時中断、翌 1月 6日 に再開、礫層を検出し1月 18日 に終了した。

1

2

3

4

S21  S18

1 1

/輌
S15  S12  s 9

1 1 1
N「 l N「4N〔7舅30

III

調査の方法と経過

I区の調査成果

＼x=J的
L6Sド 千

N3N6Xド
Y2Y5Nド

9～ H層上面

置□ 1♂ □

第10図 グ I,ッ ド酉己置



3 3層上面の遺構と遺物

2 基本層序 悌11図 )

確認された層序は、14層に大別された。

1層 暗褐色シル ト 耕作上であり、厚さ20cm程で全面に広がる。

2層 褐色シルト 厚さ10～15cmで、全体に分布する。

3層 褐色シルト 厚さ10～ 15cln、 酸化鉄層。上面で濤跡、土坑が検出された。

4層  3層 に細分されるシルト層で、上層がにぶい責褐色、下層が褐色である。厚さは全体で

30～50cmあ る。 4c層は部分的である。 4a層上面で竪穴住居跡が検出された。

5層 褐色砂質シルト 厚さ10～20cmで、全体に分布する。粗砂を含む。

6層 黒褐色粘土質シルト 厚さ10cm程で、部分的である。上面で濤跡、掘立柱建物跡などが

検出された。

7層 にぶい黄褐色粘土質シルト 厚さ10～ 30cmで、全体に分布する。

8層 褐色シルト 厚さ30cm程で、全体に分布する。

9層 暗褐色シルト 厚さ20cm程で、全体に分布する。炭を含む9a層 とそうでない 9b層 に

分かれ、 9b層 は部分的である。 9a層 の層下面は乱れている。

10層 黄褐色砂質シルト 厚さ45cm程で、全体に分布する。

■層 褐色シルト 厚さ20cm程で、災、焼土を含む。 2層に細分され、下層に多く炭を含む。

12層 暗褐色粘土質シルト 厚さ10～20cm程で、炭を多量に含む。縄文土器・石器が多く出土

する。前回の調査や、Ⅲ区で確認された縄文時代後期初頭の遺物包含層に対応する層と考えら

れる。

13層 暗褐色粘土質シルト 厚さ10～ 15cm程で、全体に分布する。縄文土器。石器が出土する。

14層 褐色粗砂 厚さlm程で、全体に分布する。その下は標高8.2m前後で砂礫層に移行す

る。

3 3層上面の遺構と遺物

3層上面からは土坑 3、 濤跡 2、 ピット3が検出された (第 12図 )。

SKl土坑 (第13図 )

G-2グ リッドに位置する。ピット1・ 2よ り新しい。120× 100cmの楕円形で深さ25cm、 北

半分が一段下がり深さ40cmである。堆積土は 1層で、灰白色砂質シルトと明黄褐色上が混在し

ている。遺物は出土しなかった。



Ⅲ  I区の調査成果

バ

SK2土坑 (第13図 )

G-3グ リッドに位置する。SD l濤跡より新しい。70× 50cmの精円形で、深さ15cmである。

堆積上は 1層で、褐灰色砂質シルトと明黄褐色上が混在している。遺物は出土しなかった。

SK3土坑 (第 13図 )

K-3グ リッドに位置する。撹乱等により全形を把握していない。250× 120cmの不整形で、
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3 3層上面の遺構と遺物

|   |
E3    E6

5m

床面は凹凸があり、30～55cmの深さである。堆積

土は 3層に分けられ、砂を含む。非ロクロ土師器邪、

陶器椀が出上している。陶器は近現代のものと考

えられる。図化できるものはない。

SDl,謝跡 (第13・ 19図 )

調査区をほぼ縦断し、ゆるやかに東へ曲がる。

長さ34.5m、 幅95～ 120cmで ある。深さは40～ 50cm

だが底面のレベルは11.lmでほぼ平坦である。断

面形は南端で半円形、中央から北にかけては逆台

形である。堆積土はシル トを中心とした薄い層が

重なっており、底面近くに薄い砂層がある。非ロ

クロ土師器不 。甕、ロクロ土師器不 。高台不、赤

焼土器不、須恵器不・甕が出上している。図示で

きるものはない。

SD2溝跡 (第13図 )

C-3・ 4グ リッドに位置する。北西―南東方

向で、調査区外に伸びる。長さ 2・ 3m、 幅10～ 15

cln、 深さ l cm程である。遺物は出上しなかった。

ビット (第12図・第 2表 )

ピットは 3個検出された。いずれも柱痕跡は見

られない。 Pl・ 2は SKlよ り古い。Plよ り

非ロクロ土師器甕が出上している。

小結

遺構に伴う遺物がなく、各遺構の所属時期は不

明である。 SKl・ 2は堆積上がブロック状に混

在したシル ト層の単層という特徴を持つ。これは、

周辺の遺跡の最上層において発見される土坑に類

似しており(例 :富沢遺跡30次調査 2a・ 2b層検

出土坑、同35次調査 3層検出土坑など)、 近世～現

代の水田耕作に伴う遺構である可能性が高い。

―
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第12図 3層上面の遺構配置図



番号 長径 短径 深さ(cI「 , 土 色 上 性 番号 長径 短径 にさに印 上 色 土
′
陛

ユ (24) 褐色 7 5YR4/4 シルト(?) 3 暗褐色  10YR3/3 シル ト
黒褐色 7 5YR3/2 シル ト
褐色  10YR4/4 シル ト

2 褐色 7 5YR4/6 シルト(?)

第 2表 3層上面のビット計測表

SDl

本
~雌
今 E3

◎ 岸 116m岸■6mド116m為

寸 /R
日

H I区 の調査成果

為

S2

酔rl16mΣ
l16m

0         2m  tT

遺 構 層位 上 色 土 性 備 考

SDl

1

2

3

4

5

6

7

睡  10YR3/4
褐灰色 10YR5/1
灰黄褐色 10YR4/2
褐灰色 10YR4/1
明黄褐色 10YR6/6
褐灰色 10YR4/1
黒縄色 10YR3/2

粘土質シルト
シルト
シ,レ ト
砂質シルト
砂
粘土質シルト
粘土質シルト

色

色
色

色

か
　

色

自
白

自
白

細
　

自

ミスをわずかに含む
ミスを含む
ミス・炭を含む
ミスわずかに含む

ミスを含む

①
②
③
④
◎
一∪
①

にぶい黄褐色 10YR5/3
灰黄褐色 10YR5/2
灰黄褐色 10YR4/2
灰積胞  10YR6/1
灰責褐色 10YR5/2
灰黄褐色 10YR5/2
にぶい黄橙色 10YR6/4

シ,ン ト

砂質シルト

粘土質シルト

粘土質ンルト
ンルト

粘土質シルト

砂

自色パミス・炭をわずかに含む
白色パミス・炭をわずかに含む

白色パミスをわずかに含む

白色パミスをわずかに含む

炭を多量に含む

粗い

SKl 灰白色 10YR8/1 砂質シルト 明黄褐色上が斑点状に混じる

SK2 1 褐灰色 10YR6/1 砂質シルト 明黄褐色 (10YR6/8)シルトと混在

SK3
1

2

3

褐色 10YR4/4
睡  10YR3/4
にぶい黄褐色 10YR5/4

砂質シルト

リ質シルト
シルト

砂を多く含む

砂を多く含む

砂をわずかに含む

第13図   3層上面の遺構



4 4a層 上面の遺構 と遺物

4a層上面の遺構と遺物

4a層上面からは竪穴住居跡が 1軒検出されている (第 14図 )。

S11住居跡 (第15・ 16図 )

〔位置〕BoC-2～ 4グ リッドに位置する。
〔平面形・規模〕南北3.4m、 東西3.7mの方形である。

〔堆積土〕11層に分けられる。自然堆積の状況である。

〔壁〕基本層を壁とする。約60cmあ り、非常に急角度で立ち上がる。

〔床〕基本層を床面とする。ほぼ平坦である。

〔ピット〕南東部にピットが 1個検出された。35× 30cmの楕円形で、深さ15cmである。

〔カマド〕南東隅に位置する。燃焼部は幅60cm、 長さ50cmである。残存状況は悪いが、粘上に

より袖が作られているようである。中央に長さ21cmの石製支脚が残っている。煙道は長さlm、

幅30cmであり、先端部は径40cm、 深さ30c14の ピット状にくばむ。

〔出土遺物〕北東隅の床面より上師器甕が出土している (第16図 1)。 ロクロ使用のもので、体

下半部にはヘラケズリが施される。また、堆積土より須恵器甕の底部が出上している(2)。

〔小結〕床面出土遺物の特徴から、平安時代の住居跡と考えられる。

S9-―

E13      E16

第14図 4a層上面の遺構配置図



I区の調査成果

Ⅲ

〕        50cm

―

        (1/30)

～

n5m為 ド  名  8

名  o

亀  岸Ю8m

XPl

層位 土 色 土 性 備 考

堆積土

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

ｍ

褐色 10YR4/4
褐色 10YR4/6
褐色 10YR4/4
にぶい黄褐色  10YR5/4
にぶい黄褐色 10YR5/4
褐色 10YR4/4
褐色 10YR4/4
にぶい黄褐色 10YR5/4
暗褐色 10YR3/4
摩褐色  10YR3/4
にぶい黄褐色 10YR4/3

砂質シル ト
ンル ト
シル ト
ンル ト
シル ト
シルト
シルト
ンフレト
シル ト
ンル ト
シル ト

マンガン粒・ パ ミスを含む
パミスを含む

マンガン粒 を含む
マンガン粒を含む

カマド

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

灰褐色 5YR4/2
暗赤褐色 2 5YR3/3
褐色 10YR4/4
明赤褐色 5YR5/8
明赤褐色 5YR5/8
暗赤褐色 2 5YR3/3
褐色 7 5YR4/4
褐色 7 5YR4/4
褐色 7 5YR4/4
褐色 10YR4/4
褐色 10YR4/4

ンル ト

粘土

粘土

粘土

粘上

粘土

粘土質シル ト

粘土質シル ト

粘土質シル ト

粘土質シル ト

粘土質シル ト

焼けている、粘性強い

堅 く焼けている

堅 く焼けている

焼けておりもろい

暗褐色上を含む

粘性強い

ピット ユ 褐色 7 5YR4/6 シル ト質粘土 粘性強ヤ

第15図   S11住 居跡



5 6層上面の遺構と遺物

第16図

6層上面の遺構と遺物

0                        10cm
1

S11出土遺物

6層上面からは掘立柱建物跡 1、 濤跡 7、 ピット16が検出された (第17図 )。

SBl建物跡 (第 18図 )

C・ DoE-1・ 2グ リッドに位置する。SD8よ り新しい。梁行 1間 (317cm)、 桁行 2間

以上 (383硼以上)の東西棟である。主軸方向はN71°Wである。柱穴は一辺40～50硼の方形で深

さ35～40cmである。いずれも径20～30cmの柱痕跡が認められる。遺物は出上しなかった。

SD3溝跡 (第 19・ 20図 )

I・ J-3・ 4グ リッドに位置し、SD5よ り新しい。長さ3.2m、 幅1.lm、 深さ40餌で、底

は丸みを帯びる。堆積土は粘土質シルトが主体で、 6層 に大別される。非ロクロ土師器甕が出

上している。図示できるものはない。

SD4溝跡 (第 19。 20図 )

E～H-3・ 4グ リッドに位置し、SD8か ら分岐している。長さ9.5m、 幅140～ 160cm、 深

さ25cmである。断面形は皿状である。堆積土は砂で、 2層に分けられる。非ロクロ土師器甕が

出上している。図示できるものはない。

Ⅲ

1 2

層位 床面直上 層位 6層

口径 底径 1器高 残存 1登録 口径 底径 1器高 1残存 1登録

192 85 25 7 1 Dl 13 1/4

外面 デ

リ

ナ

ズ
ロ

ケ
ロ
ヘ

半
半
上
下 外面

体 :平行タタキ、ベラク

底 :ナ デ (一部タタキ)
内面
+華 :昇多
ロナデ

内面 ナ デ

(単位cln)
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6層上面の遺構配置図

III I区の調査成果

SD5溝跡 (第 19図 )

F～ I-3・ 4グ リッドに位置し、SD8か ら

分岐している。長さ6.5m、 幅90～140cm、 深さ10cm

である。非ロクロ土師器甕、須恵器甕が出土して

いる。図示できるものはない。

SD7溝跡 (第 19・ 20図 )

A・ B-1・ 2グ リッドに位置し、SD8よ り

新しい。長さ4.5m、 幅110～ 180cm、 深さ15cmであ

る。堆積土は暗褐色の細砂 1層である。

SD8溝跡 (第 19。 20図 )

調査区のほぼ西端に沿う。長さ22m、 幅 3m以

上、深さ50cmで ある。底面は平坦であり、西に向

かって下がるようである。堆積土は砂質シルトお

よび砂で構成される。

SD9溝跡 (第 19・ 20図 )

C・ D-3・ 4グ リッドに位置する。長さ3.4m、

幅90～ 150cm、 深さ10cmで ある。非ロクロ土師器甕

が出上している。図示できるものはない。

S D10溝跡 (第19図 )

A・ B-3グ リッドに位置する。長さ1.6m、 幅
20cm、 深さは 5 cmである。遺物は出土しなかった。

ビット (第 19図・第 3表 )

ピットは16個検出されたが、柱痕跡を持つもの

はない。建物跡を構成するかどうかは分析できな

かった。 P23よ り非ロクロ土師器甕が出土してい

る。

小結

6層上面の各遺構からは時期決定遺物が出上し

ておらず、その所属時期は不明である。但し、上

層との関係から、平安時代かそれ以前の遺構と考

えられる。

第17図



5 6層上面の遺構と遺物

第 3表  6層上面のビット計測表

番号 長径 短径 深さ (cm) 土 色 土 性 番号 長径 短径 深 さ lcm) 土 色 土
′
性

10 褐色 7 5YR4/4 砂質ンル ト 褐色 7 5YR4/4 シル ト
掲色 7 5YR4/4 粘土質シル ト13 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト

14 褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト 褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト

褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト15 褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト

褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト 褐色 7 5YR4/3 シル ト
褐色 7 5YR4/4 砂質シル ト
褐色 7 5YR4/4 粘土質シルト

17 褐色 7 5YR4/3 粘土質シル ト
18 16 暗灰黄色 25Y5/2 シル ト
19 12 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト

16 8
褐色 7 5YR4/4 シル ト
褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト21 (不明 )

19
禍色 7 5YR4/4 シアレト
褐色 7 5YR4/4 粘土質ンル ト

34 褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト
27 22 黄褐色 10YR5/6

窪
ョ
咀

＆

卜

　

”
一

守
∝
　

下”
ω
　
卜
Ｅ
ヨ

層 位 土 色 土
′
陛 備 考

Pl

1 にぶい黄橙色 10YR6/4 砂

2 暗褐色 10YR3/J 砂質 シル ト ヾミス を含 む

3 褐色 10YR4/4 粗 砂 炭を含む

褐色 10YR4/4 炭を含む

P2

5 褐色 10YR4/4 砂質 シル ト

6 にぶ い黄褐色  10YR4/3 ミヾスをわずかに含む

7 褐色 10YR4/6 シフレト 炭 をわずか に含 む

P3

8 褐色 10YR4/4 粘土質 シル ト 粗砂 をわずか に含 む

9 褐角  7 5YR4/3 粘上質 シル ト

10 褐色  7 5YR4/4 粘土質シル ト 炭 を含 む

P4

福角  10YR4/4 シル ト

12 暗褐 色  10YR3/4
13 福色  10YR4/4 ングレト

P5

14 にぶ い黄褐色  10YR4/3 炭 をわずか に含 む

15 賠福 往  10YR3/4 砂質 シル ト

暗灰責色  25Y5/2 砂質 シル ト

P6

17 暗福色 10YR3/4 砂質 シル ト

黄褐色 10YR5/6 シアレト

福色 10YR4/6 ンル ト

第18図 SBl建物跡
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第19図   3層・ 6層上面の遺構配置図
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第20図 6層上面の遺構

7層上面の遺構 と遺物

SK4土坑 (第21図 )

K・ L-3グ リッドに位置する。旧魚川に切られており形状は不明である。残存長2.7m、 幅120

cm、 深さ40cmで ある。底面はほぼ平坦である。堆積土は4層 に分かれ、上層が粘土質シル ト、

下層が砂質シルトである。遺物は出上しなかった。

ビット (第21図・第 4表 )

A・ B-1・ 2グ リッドに位置する。10個が散在しており、建物を構成するものはない。

第 4表  7層上面のビット計測表

SD9

S D7・ 8 0                2m

土 色

10YR4/4 粘土質シル ト

2aと の境 に黒褐色粘土質 ンル ト
褐色 7 5YR4/4
7 5YR4/3 粘土質ンル ト 砂 をわずか に含 む

粘上質 ンル ト

褐色 7 5YR4/6 砂 をわずか に含 む

6 褐色 7 5YR4/6
砂 自色パ ミスを多量に含む

砂 白色パ ミスを少量含む、礫を含む

SD7 暗褐色 10YR3/4 粗砂を含む

SD8
褐色 10YR4/4 砂質 ンル ト

砂質シル ト 砂を含む

褐色 10YR4/6 粗砂 を多量 に含 む

砂質ンル ト?

番号 長径 短径 深さ (側 ) 土 色 土 性 番号 長径 短径 深 さ (cm) 土 色 土 性

褐色 7 5YR4/4 粘土賓シル ト 褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト
14 褐色 7 5YR4/3 粘土質シル ト 14 褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト

褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト 13 褐色 7 5YR4/3 粘土質シルト
31 18 褐色 7 5YR4/3 粘土質シルト 褐色 7 5YR4/3 粘上質シル ト
32 17 褐色 7 5YR4/4 粘上質シル ト 褐色 7 5YR4/4 粘上膏シル ト



7 10層上面の遺構と遺物

略 _2m

S18

+E3

10層上面の遺構と遺物

土坑 2、 ピット2が検出された (第22図 )。

SK5土坑 (第23図 )

D・ E-3グ リッドに位置する。105× 90clnの橋円形で、深さ45cmである。すり鉢状にくばむ。

堆積土は粘土質シルトを主体とし、 6層に分かれる。遺物は出土しなかった。

SK6土坑 (第23図 )

H・ I-3グ リッドに位置する。調査区外に伸び、全形は不明である。長さ3.5m、 幅2.2m、

深さ15cm、 西側の一部がくばみ、深さ30clnである。堆積土は2層 に分かれる。遺物は出上しな

かった。

ビット (第23図・第 5表 )

D-2グ リッド、F-2グ リッドに各 1個検出された。

礫群 (第23図 )

C-2グ リッドに位置する。70× 40cmの範囲に 4個の礫がまとまって検出された。長さ25～30

cmの細長い礫である。下部に掘り込みは確認されなかった。

３２
◎

３．
◎

２８
◎

３７
∂

３６
０

３４
◎
　
　
３５
０

３３
◎

３０
◎

２９
◎

層位 土 色 土   ′性 備 考

1 暗褐色 7 5YR3/4 粘土質シル ト 炭をわずかに含む

2 褐色 7 5YR4/4 粘 土 質 シル ト

褐色 7_5YR4/4 砂質シル ト

4 褐色 7 5YR4/6 砂質シル ト

第21図  7層上面の遺構



III I区の調査成果

第 5表  10層上面のビット計測表
番号 長 径 短径 深さ (cm) 土  色 ・ 土  牲 番 号 長 径 短 径 深 さ (cm) 土   色  ・ 土   性

褐色 10YR4/6 粘土質シルト 褐色 7 5YR4/6 粘土質シル ト

E6-―

0                2m
L=E=E===E=士 ===IこI=工=」 (1/60)

|

第22図 10層上面の遺構配置図

0              2m
~              (1/150)

(1/200)

戸診恥2

０
ブ

P38

E平⑬ Ｐ３９
◎

Ｓ６
十

層 位 土 色 土   性 備 考

SK5

1 暗褐色  10YR3/4 粘 土 質 シル ト 炭 を少 量 含 む

2 R雪瑠目ね宣  10YR3/3 粘 土 質 シル ト 炭 を多 量 に含 む

暗 褐 色  10YR3/4 粘 土 質 シル ト 炭 を少 量 含 む

4 種]t室  7 5YR4/4 粘 上 質 シル ト 炭 を少 量 含 む

5 褐色  10YR4/6 粘上 質 シル ト 炭 をわ ず か に含 む

6 責褐 色  10YR5/8 砂 賃 シル ト

SK6 1 褐色  7_5YR4/4
2 瑠巨tζ   10YR4/4 粘 土 質 シル ト

10層上面の遺構



8 ■層上面の遺構と遺物

8 11層上面の遺構と遺物

11層上面からは土坑 6、 ピット1が検出された。11層の地形は南から北へゆるやかに傾斜し

ている (第24図 )。

SK7上坑 (第25図 )

F-2・ 3グ リッドに位置する。径80cmの 円形で、深さ10cmである。底面は平坦である。堆

積土は褐色砂質シルト1層である。遺物は出上しなかった。

SK8土坑 (第25図 )

H-3グ リッドに位置する。一部調査区外に伸びるが、110× 60cmの楕円形で深さ30cmである。

断面形はすり鉢状である。堆積土は褐色砂質シル ト1層である。遺物は出上しなかった。

SK9土坑 (第25図 )

E・ F-3グ リッドに位置する。一部調査区外に伸び、長さ160cm、 幅80cm以上である。深さ

は110cmで、底面は平坦である。堆積土は褐色砂質シルト1層である。遺物は出上しなかった。

S K10土坑 (第25図 )

B-2・ 3グ リッドに位置する。150X150cmの 不整形で、深さ16cm、 最深部で25cmである。

底面はほぼ平坦で、中央部がくばむ。堆積土は責褐色砂 1層である。遺物は出上しなかった。

S Kll上坑 (第25図 )

H-3グ リッドに位置する。130× 90cmの不整楕円形で、深さ10cm、 最深部で20cmで ある。底

面は東半分が一段下がる。堆積土は褐色砂質シル ト1層である。遺物は出上しなかった。

S K13土坑 (第25図 )

B-3グ リッドに位置する。80× 50cmの 楕円形で、深さ 5 cmである。底面は傾斜 している。

堆積土は不明である。遺物は出上しなかった。

第 6表  11層上面のビット計測表

番号 長径 短径 深さ (cm) 土   色  ・ 土   性 番号 長径 短径 深さ (cm) 上   色  ・  土   性
暗褐色 7 5YR3/4 粘土質シル ト
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11層上面の遺構配置図
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第25図  ■層上面の遺構

11～ 13層上面の遺構と遺物

尿 を わ ず か に 含 む

砂

11～ 13層のいずれかの層に帰属すると考えられる遺構である。土坑 4が検出された (第26図 )。



9 11～ 13層上面の遺構と遺物

S K12土坑 (第27図 )

I-3グ リッドに位置する。S K15よ り新しい。100× 55cmの細長い不整形で、深さ20cmで あ

る。底面は平坦である。堆積土は黄褐色砂質シル ト1層である。遺物は出上しなかった。

S K14土坑 (第27図 )

F-2グ リッドに位置する。■0× 60cmの楕円形で、深さ17cmである。堆積土は明黄褐色シル

ト1層である。遺物は出上しなかった。

S K15上坑 (第27図 )

I-3グ リッドに位置する。 S K12よ り古い。80× 60cmの楕円形で、深さ17cmで、北半分が

一段下がり深さ30cmである。堆積土は 2層に分かれる。遺物は出上しなかった。

S K16上坑 (第27図 )

H-3グ リッドに位置する。調査区外に伸びており、長さ120cln、 幅55cm以上の精円形と推定

される。深さは15cmで、北側で一段下がり、深さ20cmである。堆積土は不明である。遺物は出

土しなかった。

S9
|

11～ 13層上面の遺構配置図
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だ

(1/200)

0                               2rn

層 位 土 色 土   性 備 考

S K12 1 責褐色  10YR5/6 砂買シル ト

S K14 1 明 責 禍 色  10YR6/6 シル ト にぶ い責 梱 色 上 を含 む

S K15
1 瑠gttζ  7 5YR4/4 秒 賓 シル ト 灰 褐色 上 を含 む

2 沼屠迄室  7 5YR4/4 シル ト 灰 褐 色 土・ 黒 色 上 を含 む

11～ 13層上面の遺構



Ⅲ I区の調査成果

10 基本層出土遺物 い29～42図 )

3層出土遺物 非ロクロ土師器甕、赤焼土器不、須恵器甕が出土している。

4層出土遺物  (第29・ 39図)非ロクロ土師器不・甕、ロクロ土師器不、赤焼土器不、須恵器

不 。甕、平瓦、石製品が出土している。29-1は平瓦の側縁部の破片である。粘土板の合わせ

目痕と模骨痕が観察されることから、粘土板桶巻き作りのものである。凹面には布目痕、凸面

はナデが施される。39-1は石製紡錘車の破片である。周縁にケズリ痕が残る。

5層出土遺物 (第 29・ 30図) 非ロクロ土師器邪 。甕 。壷、赤焼土器邦、須恵器甕、刀子が出

土している。古代の上器の出土量は最も多い。29-2・ 3は土師器好である。体部は丸みを持

ち、日縁部が外反する。 2は平底である。古墳時代中期のものと考えられる。 4は須恵器甕で

ある。刀子は l cm程度の小破片である。30-1は縄文土器である。

6層出土遺物 (第 30。 38図) 非ロクロ土師器郷・甕、縄文土器、弥生土器、剣片石器が出土

している。30-2は縄文後期中～後葉の上器である。30-3は弥生時代後半の上器と考えられ

る。38-1は有茎の石鏃である。

7層出土遺物 (第30図)縄文土器が出上しいる(30-4～ 14)。 14は後期中葉の注口土器である。

8層出土遺物 (第 30・ 38図) 縄文土器 (30-15～ 24)、 剣片石器 (38-3・ 4)が出上してい

る。15は晩期、16は後期後葉、17・ 18は後期中葉の上器である。23は堀之内 2式である。

9層 (第31図) 縄文土器が出上している (31-1・ 2)。 1は十腰内 1式と考えられる。

10層 (第 31・ 38図)縄 文土器 (31-3～ 8)、 剣片石器 (38-5～ 7)が出土している。 7は

口縁部に撚糸圧痕を持つ後期前棄の上器である。 8は突起を一つ持つ鉢型の上器であり、後期

前～中葉のものと考えられる。

11～ 13層 (第31～ 36・ 38～42図) 縄文時代後期初頭の上器、石器、土製品が12層を中心に出

A   B

■～13層

上器片出土点数の分布

8 4 6

l

12層

l

279 ユ



10 基本層出土遺物

土している。上器片の点数の概数を第28図に示したが、B～Eグリッドの南側 (Ⅲ区寄り)力ゞ

比較的多い。31-9は約13m離れたШ区出土土器と接合している。33-1は体部にフラビ手文

を持つ深鉢型土器である。41-1は 12層出上の蛇紋岩製の大形磨製石斧である。

層位不明 (第 37・ 41・ 42図) 7～ 13層出土と推定される縄文土器、土製品、礫石器、石製品
がある。37-1は後期前葉の壷型土器である。2・ 3は十腰内1式 と考えられる。41-8は 11～13層

出土と考えられる、岩偶の胴部片である。腰部に段を持ち、股部に三角形の切り込みがある。

衣服を表現したものであろうか。同じ石材による岩偶は昭和59年度調査区からも出土している。

H まとめ

I区からは竪穴住居跡 (平安時代)、 濤跡、土坑、ピット、縄文時代後期の遺物包含層が検出

された。

基本層出土遺物から、 6層より上は古墳時代以降の堆積層と考えられる。 4b層上面が平安

時代の遺構検出面である。11～ 13層 に縄文時代後期初頭の遺物が多く含まれており、なかでも

12層が昭和51～ 53・ 59年度調査の 9層や、Ⅲ区の 9b層に相当する遺物包含層である。ただし、

遺物出土量および遺構の数は南の調査区に比べて少ない。 I区は縄文時代の遺構や遺物の集中

部からは、ややはずれているようである。

0                        10om

番号 層位 地区 種  類 口径 底径 器高 残存 特 徴 登録

ユ 4層 G4 平瓦 凹 :糸切 り痕、布 目痕、模骨痕、ナデ 凸 :ナデ Gユ

2 5層 K3 土師器郷 70 国内外 :ヘ ラミガキ 体外 :ヘ ラケズ リ、ヘラミガキ 体内 :ヘ ラミガキ
J3グ リッ ト出上片 と図上復元

C5

3 5層 K3 土師器不 151 外 :マ メツ 内 :ナ デ C2

5層 須恵器甕 頸内外 :ロ クロナデ 体外 :平行タタキ 体内 :オ サエ

1～ 5層出土土器
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Ш I区の調査成果
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洵
Ｈ
叫裁
一一

0                         10cm

7耀雪

6層
E2 回唇・体部 :RL縄 文 口縁部 iRL撚 糸圧痕

H2 縄文、沈線
K3 LR縄 文、沈線

８
一
7層 8層 A558

沈 線

Ｈ
一

B3 口径 3 7cn、 高1 7cm

5～ 8層出土土器



10 基本層出土遺物

執

用

甲上轟
．
■
．

Λ
Ｋ
町

9

0                         10cm

層位 地 区 特 徴 登録 層位 地区 特 徴 登録

1
9層
E3 RL縄文、沈線 A551 6 A3 沈線、東」突 A546

2 13 沈線 A552 10層 G2 RL撚 糸圧痕、 RL縄文 A548
3

10層

沈線 内面 :沈線 A547 8 口径13 3cm底径6 8cm器高10cm 突起 A435
4 G3 R撚糸文 A550 9 11層 R撚糸文、沈線 IIIttB16と 接合 内面に炭化物 A29

5 E3 LR縄文、沈線 A549

第31図  9～ 11層出土土器



III I区の調査成果

0                        10cm

M

Ｆ

‐

鶴
〔
日
口
Ｈ
Ｈ
田
Ｈ
四
１２

輛

、

層 位 地 区 特 徴 登 録 層 位 地 区 特 徴 登 録

1 突起 、 円孔、 R撚糸文、沈線 ′ゝ498 13 F3 LR縄 文 (0段多条 ?)、 沈線 A517
2 刺 突 ′ゝ510 A2 網 目状撚糸文、沈線 A495

隆 線 Fヽ 515 LR紹 文、沈線 A500
4 C2 隆線 、 RL縄 文 A501 E3 沈 線 A526
5 C3 刺突、沈線 A514 17 11層 C3 LR縄 文 、沈線 A507
6 11層 A3 R撚糸文 A496 R撚糸文、沈線 A499
7 LR縄 文、沈線、刺 突 A516 19 H3 沈線、刺突、 LR縄 文 ? A519

E2 LR縄 文、沈線 A511 E2 隆線、縄文 ? A513
G3 LR縄 文 A518 21 E2 網 目状撚糸文 (R)、 沈線 A509

10 C3 LR縄 文、沈線 A506 C3 LR縄 文 A505
E2 縄文 、沈線 A512 12層 B3 LR縄 文、隆線 、 沈線 A414

12 A3 R撚糸文 ?、 沈線 A497

第32図  ■・ 12層出土土器



10 基本層出上遺物

'                          10om

層位 地 区 口径 底径 器高 特 徴 登録

1 12層 C3 27 4cm 12 2cm 50 2cm 突起 4単位 口縁 :隆線、刺突 体部 :LR縄 文、沈線、束1突 下半罫変色 A27

12層出土土器 (2)



10

H I区 の調査成果
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哺

一一一一狂一一崩一一・・

ぱみ
一沖
■
干
，

日
Ｈ

川

Ч

攀

川
日
Ｈ
Ｈ
日
日
日
日
日
Ч

ｌ４

■
麟

軽葬
:

地 区 特 徴 登  録 地 区 特 徴 登  録
1 国径 35 2cm突 起 4単 位 LR縄 文 、沈線、刺突 A46 G3 LR縄文、沈練 A481
2 隆線 11 H3 LR縄文、沈線 A488
3 82 隆線 12 LR縄文、沈線
4 D2 LR縄文、沈線 G3 RL縄文、沈線 A483
5 LR縄文、沈線 A454 14 LR縄文、沈線 A472
6 F3 LR縄文、沈線 炭化物付着 A476 15 C2 LR縄文、沈線 A461
H3 Rし縄文、沈線、刺突 A489 H2 RL縄文、沈線 A484

8 LR縄文、沈線、東I突 A463 17 」 3 LR縄文、沈線 A493
3 縄文、沈線 A494 18 RL縄文、沈線 A491

第34図  12層出土土器 (3)



10 基本層出土遺物

8

み

肉

判

日
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!熱鰯 :基F

,筆輩警

3ユ

∩

Ｈ

田

一

0                       1ocm

∩
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牝

特 徴 登 録 地 区 特 徴 登  録
l C3 A462 G3 RL縄 文 、 隆線 A479
2 C8 沈 線 A492 C2 隆 緑 A502
3 C3 LR縄 文 、沈 線 A460 突 起 、 東‖突 A482
4 D3 LR縄 文 、沈 線 A508 F3 隆 線 A478
5 A2 LR縄 文 、沈 線 A450 G3 R撚 糸 文 、 隆線 P1534

6 E2 R撚 糸文 、沈 線 A52電 D2 LR縄 文 、 隆線 A503
7 D3 撚糸文 (R)、 沈線 A467 D3 網 目状 撚 糸 文 (R)、 隆線 A466
8 B2 R綴文、沈線 A442 C2 LR縄 文 、 隆線 A456
9 H3 栗J突 A486 A3 し R 曇線 ♂、451

F3 し縄 文 、刺 突 ♂【529 H3 R :線 A540
C3 刺 突 、 沈線 A459 D3 LR焔 A521
E3 網 目状 撚 糸文 (R)、 沈線 A471 C3 L縄文 A468

1 F3 網 目状 撚 糸文 (R)、 沈線 A477 C3 LR縄文 A469
B8 口縁部肥 厚 A453 LR縄 文 、結 節 A490
B3 口繰 蔀 肥 厚 A455 E3 沈 線 A470
H3 RL紹 文 、隆綴 A487

12層出土上器 (4)



Ⅲ I区の調査成果
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0                       10cm

層 位 地 区 特 徴 登  録 特 徴 登  録
1 B3 RL縄 文 A441 15

'3
A536

2 E2 縄 文 A523 H3 縄文 ?、 沈線  内面 :炭化物付着 A545
3 F2 RL籟 支 A474 17 G3 刺 突、沈線 、 LR縄 文 A533

B3 網 目状 撚 糸文 (R) A452 F2 隆 線 A527
5 12層

「

3 網 日状 撚 糸文 (R, A475 H3 LR蘊 文、沈線 、東‖突 A541
6 3 RL縄 文 A485 F3 隆 練

F3 A528 13層 H3 隆 線

8 D3 L撚糸文 A465 A542
9 G2 3 A538

G2 LR縄 文 、緒節 回転 A532
3層 H3 RL績 支 、沈縦 、刺 突 A537 H3 LR縄 文、刺突 A539
G2 L Rtt「 A532 G3 網 目状撚 糸文 (R) A535
H 単

A525 1
12層 C3 底径 13cm A473

東 ?、 沈 線

第36図  12・ 13層出土土器



10 基本層出土遺物

寄:警逮壌望韓|!ギ生鞠す喜
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0                         1ocm
Lコ
=コ=コ=ユ=土=正=====匡」 (1/3)

地 区 特 徴 登 録 地 区 特 徴 登  録

不明 底径4 3cm最 大径8 6cm 隆線、沈線、粛」突 底径 つcm RL縄 文、沈線
J3 LR縄文、沈線 底径10cm LR縄文
J3 (同上 ) 不明 口径12 2cm底 径5 6cn器 高 7 cm LR縄 文 網代痕
底径6 4ctt LR縄 文 口径24 4cm底 径9 6cn器 高32 6cal ミ撚糸文

網目状撚糸文(R) 不明 口径25 3cm底 径■cm器 高29 2cm RL縄 文

第37図 層位不明土器



Ⅲ I区の調査成果
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o                   5cm
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洲

）
10

事位 地 区 分  類 長 (ndl) 幅 (al) た計(ml) 重 (質 ) 石 材 特 徴 登 録

1 6層 A2 石鏃 H 12 を賃良尭 Ka1764
2 E2 子窪族II 47 04 玉髄 先端 と基部 を欠 く Ka1758
3 8層 F3 不ぞ形石器IB 57 7 12 5 瑳質頁岩 Ka1759
4 D3 不足形石器Ⅵ 珪質頁岩 Ka1760
5 E2 石鏃 H 30 07 珪質頁岩 基部 を欠 く、アスファル ト付着 Ka1751
6 10層 C3 不定形石器IB 32 4 舜冒百岩 Ka1752
7 C3 不定形石器■ 12 7 え Ka1753
8

12層

C 不定形石器VI 61 避 被 熱 Ka1726
9 13 ty信ご 112 黒曜岩 Ka1725

D3 不定形石器Vl 3γ 125 珪質頁岩 Ka1729
H3 12 6 7 瑳質頁岩 2対の作業面 (90つ Ka1727

第38図 剣片石器



10 基本層出土遺物
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層 位 地 区 分   類 損監 (cm) 確目 (cm) 厚   (cln) 匡g ( 備    考 登  録

1 4層 E2 紡錘車 径 (5 0 7 良 岩 破椙、周縁にケズリ痕 Kc271

2
■ 層
13 3 凹十磨十敲 11 1 8 5 安 山岩 岳軸 片端 に誰打痕 Kc242

3 G3 石錘 5 1 1 6 組粒石英安 山岩質凝灰岩 対称 に打 ち欠 き Kc257

D3 lB 凹浅 11 9 775 安 山岩 2「面 Kc238

5 凹 深 11 4 75 3 4 320 安 山岩 2面 Kc233

6 12層 F2 290 安 山岩 2面 Kc235

7 lA 凹 深 石葵密 山岩管凝 灰岩 4面 Kc234

8 F3 7 凹 +敲 12 6 62 山 岩 長軸両端 に敲打痕 Kc244

3 2 四 十磨 11 4 1面、 片 面 は 凹 み の み Kc240

第39図  4～ 12層出土礫石器



Ⅲ I区 の調査成果

層位 地 区 分 類 長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重 (質 ) 石 材 備 考 登 録

1 F2 7 凹十敲 81 安山岩 長軸片端に敲打痕 Kc243

2 D3 2 凹 +磨 108 安山岩 2面 Kc239

3 F3 5 凹十磨十ザラ ■ 9 78 安山培 2面 Kc246

E3 4 凹 +磨 十タタキ十ザ ラ 132 66 42 砂岩 長軸片端に敲打痕 Kc245

5 2層 G2 13敲 245 安山岩 長軸片端に敲打痕 Kc251

6 G2 9 磨 79 石英安山岩 2面 Kc247

13敲 45 細粒石英安山岩質凝灰培 長軸片端 に敲打痕 Kc256

8 B3 石製円盤 44 10 32 3 安山岩 Kc259

9 石製円盤 17 安山岩 Kc260

第40図  12層 出土礫石器
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III I区の調査成果

0                       10cm

第41図観察表
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分 類 長 (cm) に言(cm) 厚 (cm)

12層
蛇紋岩 劣イとして いる Kc223

A2 石製 円盤 安 山岩 破 損 Kc258
3
13層
H3 磨製石斧
lA 凹深 5 2 2 2 細紅石英セ Kc236

5

不 明

575 安 山岩 長軸両端 に敲打痕 Kc241
D3 石 続 網粒石英安 山岩賃現

石葵安 山岩管海 灰岩

破損、 ケズ リ痕 あ り Kc172
7 不 明 lB 凹浅 3 2

3 6 2 0 178 細粒石英安 山岩質凝 灰尭 1部、 ケズ リ痕 あ り Kc221
13層 Kc255

∩
∀
Ｄ
Ｉ

番号 地区・層位 長さ×幅×厚mm 重 営 特 徴 登録 番号 地区 。層位 長さ×幅 ×厚 mロ 重 g 特 徴 登録

1 層 24× 23× 7 57 撚糸文 L P198 E2 12層 38× 34× 8 P196
2 層 23× 23X65 42 撚糸文 ? P187 C2 12層 38× 43× 8 P194
3 C3 1層 31× 315× 9 11 1 網目状撚糸文 P185 F2 12層 44× 44× 7 176 縄文 LR?、 沈線 P197
C3 層 32X40× 9 撚糸文不明 P B3 12層 44× 445× 9 23 7 縄文 LR、 沈線 P192

5 E3 層 355× 35X6 119 P J3 12層 42× 42× 75 19 沈線 P195
6 1層 395× 42× 75 195 縄文 LR P D2 12層 515× 48× 95 縄文 LR P200
7 1層 43× 47× 75 197 P C3 12層 495× 52× 115 12 9 縄文不明、隆線 P237
8 C3 1層 445× 425× 11 25 2 P G3 12層 53× 55× 10 P193
9 K2 1層 435× 495X95 25 9 縄文 LR、 沈線 P D3 13層 33X275× 7 紹文 LR? P202
C2 1層 52× 53X13 42 3 P186 E2 13層 335× 335× 75 12 2 縄文 LR P201
D2 12層 31X325X8 縄文不明 P199 E2 13層 415× 41× 75 縄文 LR P203
B3 12層 325× 37× 12 15 4 縄文不明、隆線

刺突

P191 26× 26X8 61 縄文 RL P204

土製円盤第42図



1 調査の方法 L経過

Ⅳ H区 の調査成果

調査の方法と経過

Ⅱ区は市道「下ノ内・六反田線」の建設に伴う調査区の北半分にあたる。対象面積は約780m2

であるが、埋設管を避けたり共同住宅の出入口を確保したりしたため、実際の調査区の面積は

約280m2と なった。

地区設定にあたっては、調査区の方向に合わせた任意の基準線を設定し、3× 3mの グリッ

ドを設定した。グリッドの名称は、南北軸のアラビア数字、東西軸のアルファベットの組み合

せとした °(A-1・ B-3-・ )。 グリッド基準線は真北から約27°東偏する (第43図 )。 (図中

の国土座標軸は現地で測量したものではなく、都市計画図より写したものである。)

調査は昭和60年 (1985)9月 9日 より開始した。盛土・表上を重機を用いて除去したところ、

西端で改修以前の旧魚川が検出された。表土下の濤・ ピット等の調査の後、10月 8日 には古代

の住居跡が検出された。10月 中旬以降は下層の掘り下げを続け、少量ながら弥生時代の遺物が

出上した。11月 に入り縄文時代の河川跡の調査を行い、■月28日 にすべての作業を終了した。

X=-198 34km

ぶ 7
略/

Y=3 72km

10m
(1/400)

第43図  グリッド酉己置図

基本層序 悌4個 )

基本層序は、上から2～ 5番目の 4～ 7層は I区 と同一の層であり、層名を I区 と同じにし

ている。 8層以下は I区と対応していない。

1層 表土 (盛土を含む)50～60cmで調査区全体を覆う。
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Ⅳ H区の調査成果

4層  3層 に細分されるが、主に褐色粘土質シル トである。層厚は平均25c14で、厚いところで

は50cmに及ぶ。上面より竪穴住居跡、濤跡、ピットが検出される。

5層 責褐色細砂 厚さ10～20cmで調査区全体に分布する。
6層 黒褐色粘土質シル ト 厚さ10cm程で、分布しない部分もある。上面より濤跡、ピットが

検出される。

7層 にぶい黄褐色シルト 厚さ15～20cmで、調査区全体に分布する。

8層 黒褐色シル ト 厚さ15cm程で、調査区北側に分布し、 4層に細分される。
9層 にぶい責褐色細砂 厚さ20cm程で、北側の一部に分布する。
10層 にぶい責褐色砂質シル ト 厚さ15cm程で、南側にのみ分布する。
11層 にぶい責褐色細砂・砂質シルト 河川跡に落ち込むように分布し、厚さ最大80cmである。
2層に細分され、下層に炭を含む。

12層 にぶい黄褐色砂質シルト 厚さ15cm程で河川跡はこの層を切っている。12層以下の層は

南端部にのみ分布している。

13層 にぶい黄褐色粘土質シル ト 厚さ15～ 20硼である。
14層 責褐色粘土質シルト 厚さ60～ 100cmで、 3層に細分される。
15層 にぶい黄褐色粘土質シルト 厚さ50cmで、粘性により2層に分かれる。
16～20層 にぶい責褐色の粘土質シルトおよび砂質シル トで、北へ傾斜している。
河ザII跡堆積土 色調は主ににぶい黄褐色であり、壁際にシルト質の上が分布し、大部分は粗砂
で構成される。

3 4a層 上面の遺構と遺物

SDl溝跡 (第47図 )

C-7・ 8グ リッドに位置する。両端を旧魚川と撹乱により破壊され、北東・南西方向に伸

びる。長さ 3m、 幅 lm、 深さ10cmである。堆積土は 2層に分かれる。堆積土より非ロクロ土

師器イ・甕、赤焼土器不が出土しているが、いずれも小破片で図示できない。

SD3溝跡 (第47図 )

B・ C・ D-12グ リッドに位置する。北西・南東方向に伸びる。小さく蛇行している。長さ

5.5m、 幅50～90cm、 深さ60～90cmで、底面は北西方向に下がる。壁は急角度であり、一部オー

バーハングする。堆積土は5層に分かれ、上層が砂である。堆積土より非ロクロ土師器不・甕、

ロクロ土師器邦・高台不 (第46図 )、 赤焼土器イが出土している。



3 4a層上面の遺構と遺物
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第45図  4a・ 4b層上面の遺構配置図

２

　

　

一
　

　

　

１

　

　

一

4a層上面 4b層上面

鵬
排
爾
代
ヽ
く
山
く
光
ぺ
＜
７

。。拓O尋狗Ⅲ

。さ核ェ主

1日 無 ナII



小結

4a層 の遺構からはロクロ使用の上師器が出土している。ま

た、 I区 4層から平安時代の住居跡が検出されていることから、

これらの遺構は平安時代かそれ以降に位置づけられよう。

Ⅳ H区 の調査成果

0                          1ocln

SD3出土遺物

は

二 110m

SDl

C

B

4b層上面の遺構と遺物

4b層上面からは竪穴住居跡 1、 濤跡 1、 ピット120、 性格不明遺構 1が検出された。上面の

地形は、北に向かいゆるやかに傾斜している (第45図 )。

S11住居跡 (第 48・ 49図 )

〔位置〕C・ D-12・ 13グ リッドに位置する。東。南壁と煙道のみ検出され、他は調査区外に

伸びる。南壁をSD3により壊されている。
〔規模〕東壁2m、 南壁2.8mのみ残る。

〔堆積土〕5層に分かれる。主に暗褐色のシルトで、炭を多く含んでいる。

層位 土 色 土  性 備 考

SDl 褐色 10YR4/4 砂 灰自色土を含む

2 褐色 10YR4/4 砂質シル ト 酸化鉄を多く含む

SD3

1 にぶい責色  25Y6/3 細砂

2 責褐色 25Y5/3 細砂 褐色土ブロックを含む

3 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 黄褐色細砂ブロックを含む

4 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 暗褐色土プロックを含む

5 褐色 10YR4/4 砂質シル ト

第47図  4a層 上面の遺構



4 4b層 上面の遺構と遺物

〔壁〕壁高は東壁で約30側、南壁で約40cmである。

〔床面〕掘り方埋上を床面とし、ほば平坦である。南壁下に周濤がある。幅15～20cm、 深さ5

cmである。

〔ピット〕南東隅にピットがあり、周濤に接する。40cm四方の方形で、深さ15cm、 底面はほば

平坦である。

〔カマド〕煙道の一部が検出された。長さ180m、 幅30cm、 深さ15cmで、先端部が深さ30cmの ピッ

ト状にくぼむ。

〔出土遺物〕堆積土出土遺物 土師器邦 (第49図 7、 8)。 甕 (9)、 高台不 (ロ クロ)、 赤焼土

器不、須恵器郭が出上している。 床面出土遺物 土師器郷 (1、 4)・甕 が出土している。
1は外面に段を持つ。 4は大型の不である。 ビット出土遺物 底面より上師器邪 (2、 3)が

重なって出上している。 2は外面に段を持ち、 3は段を持たない。 掘り方出土遺物 土師器

不 (5、 6)・ 奏が出上している。

(小結〕住居に伴う遺物の特徴は、六反田遺跡昭和59年度 6号住居跡や郡山遺跡H期官衛に伴

う土器群などに類似しており、 7世紀未から8世紀初頭頃のものと考えられる。

SD2溝跡 (第 50・ 51図 )

A～ C-3・ 9グ リッドに位置する。ピット1よ り古い。北西・南東方向に伸びる。長さ6.2

喜Ю9m 与  岸Ю9m

は
9  1o

o                                      2m

ヂ

為

遺物出土状況

ゴシックは

基本層

S11住居跡



Ⅳ H区の調査成果

第48図  S11住 居跡土層観察表

層 位 土 色 傭 考

暗褐色 10YR3/3 ングレト 焼土・炭を含む

暗褐色 10YR3/3 炭を多 く含む

3 暗褐色 10YR3/3 炭を多 く含む

暗褐色 iOYR3/4 炭を含む

黒褐色  loYR2/3 焼土・炭を多 く含む

暗褐色 10YR3/4 焼土・炭を含む

黒色  7 5YR2/1 シル ト 焼けている

褐 色 7 5YR4/3 焼土・ 炭を含む

暗褐 色  7 5YR3/3 焼 土 ・炭・ 黒色土を含む

10 黒褐色 7 5YR3/2 ンルト 炭 を含 む

ソ  デ 褐色  10YR4/4 黄褐色上 を含む

暗褐 色  10YR3/3 シル ト 焼 土・ 炭 を含 む

々 グ

0                          10cln

|‖ ||

番号 種  類 層位 口径 底径 器 高 残存 特 徴 登録

I 上師器雰 床面 154 1/4> 口外 :ヨ ヨナデ 体外 :ヘ ラケズ リ 内 :ヘラミガキ、黒色処理
2 土師器不 ピット底面 日外 ヨコナデ 体外 :ヘ ラケズリ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 C10
3 土師器不 ピット底面 45 日外 :ヨ コナデ 体外 :ヘ ラケズ リ 内 :ヘラミガキ、黒色処理
4 土師器不 床面 110 1/4> 日外 :ヨ コナデ 体外 iヘ ラケズ リ 内 :ヘラミガキ、黒色処理 C12
5 土師器邦 掘 り方 1/4> 日外 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 体外 :ヘ ラケズ リ、ヘラミガキ

内 :ヘ ラミガキ、黒色処理
C14

6 土師器不 掘 り方 1/4> 口外 :ヨ ヨナデ、ナデ 体外 :ヘ ラケズリ 内 :ヘラミガキ、黒色処理 C15
7 土師器不 3層 154 1/4> 日外 :ヨ コナデ 体外 :ヘ ラケズ リ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理
8 土師器不 堆積土 1/4> 日外 :ヨ コナデ 体外 :ヘラケズ リ 内 :ヘラ がキ、黒色処理 C17
9 土師器葵 1・ 2層 25 8 国内外 :ヨ コナデ 体外 :ヘ ラケズリ 体内 :ヘラナデ

第49図 S11出上遺物



4 4b層上面の遺構と遺物

m、 幅80～ 110cm、 深さは東端が浅 く8 cm程、西側が12～19cmである。西寄りの底面が下がって

おり、最深部で42硼である。底面のレベルは東西であまり差はない。堆積土は 5層に分かれ、

砂および砂質シルトが主体である。堆積土より非ロクロ土師器雰・甕、ロクロ土師器郷 (第51

図 1)、 赤焼土器不、須恵器邦 (2)が出上している。

SXl性格不明遺構 (第50図 )

B-9。 10グ リッドに位置する。長さ2.5m、 幅90cmの長楕円形である。深さは17cm程で、ほ

ぼ平坦であり、北よりの底面に深さ28cmの ピットがある。堆積土は 2層に分かれる。遺物は出

上しなかった。

ビット (第 52・ 53図、第 7表 )

ピットは120個検出された。柱痕跡を持つものはない。建物跡を構成するかどうか確認できな

ド lo 9m

SD2

ド lo 9m

0                                  2rn

＼ ==引 登堵

第50図   4b層 上面の遺構

‖ 0                         10cln
I

層 位 土 色 土   性 備 考

3D2

1 にぶい赤褐色 5 YR5/3 砂質 シル ト 明褐色上 を含 む

2 灰 褐 色  7 5YR5/2 砂質 シル ト 酸化鉄 。マンガン粒 を含 む

灰黄褐色  10YR5/2 砂質 シル ト 酸化鉄・ 褐 灰色上 を含 む

にぶ い責色  25Y6/3 砂 にぶ い赤褐色上 を含 む

にぶ い責橋色  10YR4/3 シル ト 酸化鉄 を含 む

SXl
1 にぶ い責褐色  10YR5/4 シル ト 縄色・ 灰 白色上 を含 む

2 褐色 10YR4/4 粘土質 シル ト 黒褐色土 を含 む

番 号 種 類 層 位 口 径 底 径 器 高 残 存 特 徴 登 録

ユ 土 師 器 不 5燥雪 8 2 1/4> 体 外 EIク ロ ナ デ  体 内 黒 色 処 理  底 :回転 糸 切 り D2
2 須 恵 器 郭 堆 積 土 7 0 1/4> 体 内外 :ロ ク ロナ デ 底 :回転 糸切 り E4

第51図  SD2出 土遺物



lV I騒り調査成果
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4 4b層 上面の遺構と遺物

96

かった。 P28・ 31・ 37・ 38・ 43・ 51よ り、

非ロクロ土師器不 (内黒)、 P74・ 37・ 51

より非ロクロ土師器甕、 P37よ り須恵器

重が出上している。

小結

4b層の遺構はロクロ土師器を伴って

いないことと、S11出上の上器群の特

徴から、おおよそ古墳時代後期頃に所属

するものと考えられる。
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第53図 4b層上面のビット (2)

0                       2m

―

                    (1/100)



Ⅳ H区 の調査成果

第 7表   4b層 上面のピット計測表
番号 長 径 短径 深 さ 色 土 性 番号 長径 短径 深 さ 土 色 土

(不明 ) 協色 10YR4/4 ンルト (?)
(不明 ) 黒褐色 10YR2/3 ン,レ ト (?)
灰褐色 7 5YR4/2 シル ト 9 黒褐色  10YR2/3 シル ト (?)

(15) (9) 灰福色 7 5YR4/2 シルⅢ 38 暗褐色 iOYR3/3 ンル ト (?)
灰褐色 7 5YR4/2 シル ト にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト (?)
灰福色 7 5YR4/2 ンルト 黒褐色 10YR2/3 ンル ト (?)
灰編色 7 5YR4/2 シル ト 32 褐色 10YR4/4 シルト(?)

28 灰禍色 7 5YR4/2 シル ト におい黄褐色 10YR4/3 シルト(?)
灰褐色 7 5YR4/2 シル ト にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト (?)
暗褐色 7 5YR3/3 シルト (?)
鵜缶 ユOYR4/4 シアレト イ?)

暗褐色 10YR3/4 ンル ト (?)

20 灰褐色 7 5YR4/2 シルト 褐色 10YR4/4 シルト (?)

暗福色10YR3/3 粘上質ンル ト34 灰褐色 7 5YR4/2 シルト

褐色 7 5YR4/3 シル ト 褐色 10YR4/6 シルト (?)
灰福色 7 5YR4/2 ンルト 褐色 10YR4/4 ンルト (?)
灰褐色 7 5YR4/2 シル ト 20 褐色 10YR4/4 砂質ンル ト
灰褐色 7 5YR4/2 シル ト 褐色 10YR4/4 シルト (?)
灰褐色 7 5YR4/2 シル ト にぶい責褐色 10YR4/3 シル ト (?)
灰栂色 7 6YR4/2 シル ト 暗褐色  10YR3/3 ンル ト (?)
褐色 7 5YR4/3 シルト 褐色 10YR4/4 ンルト (
にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト (?)

蟹驀雹
色
総予鷺完シ好
～
|:|}脇

(9) 暗褐色 10YR3/4 砂質シル

10 褐色 10YR4/4 シルト (?
褐色 7 5YR4/3 シル ヽ にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト (?)
褐色 7 5YR4/3 ンル ト 褐色 10YR4/4 ンルト (?)

褐色 10YR4/4 シルト 偶色 7 5YR4/3 シルト (?)
褐色 10YR4/4 シルト 褐色 7 5YR4/3 シルト (?)
褐色 10YR4/4 ンル ト 暗褐色 10YR3/4 ンル ト (?)
灰褐色 7 5YR4/2 シル ト 8 にぶい黄禍色 ユOYR4/3 シル ト (?)
灰褐色 7 5YR4/2 シル ト (12) にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質シルト

(9) 暗褐色 10YR3/3 ンルト (?) 褐色 10YR4/4 砂質シル ト
にぶい黄橙色 10YR6/3 砂質シルト 23 (不明 )

暗褐色 10YR3/3 シル ト (?) 暗褐色 75Yミ 3/4 シル ト (?)
暗福色 ユOYR3/3 ンルト (?) 93 20 暗褐色 10YR3/4 ングレト (?)

暗褐色 10YR3/4 ンルト (?) 暗褐色 10YR3/4 砂質シル ト
暗褐色 10YR3/4 シルト (?) 福色 7 5YR4/3 砂質ンル ト
暗褐色 10YR3/4 シルト (?) 96 褐色 10YR4/4 砂質シル ト
暗褐色 10YR3/4 ンル ト (?) 暗禍色 10YR3/3 シルト (?)

褐色 iOYR4/4 粘土
37 (不明 ) 暗褐色 10YR3/4 粘土質ンル ト

(不明 ) 暗福色 10YR3/4 砂質ンル ト
者褐色 10YR3/3 ンル ト (?) 撮色 10YR4/4 粘土質シル ト

にぶい黄福色 10YR5/4 粘上質ンル ト
暗褐色 OYR3/4 シルト(?) 暗褐色 10YR3/3 シル ト (?)
暗褐色 OYR3/3 ンルト (?) Ю2 暗福色 7 5YR3/3 シル ト (?)
暗褐色 OYR3/3 シルト (?) 暗褐色 10YR3/3 シルト (?)
暗褐色 OYR3/3 ングレト (?) 暗褐色  10YR3/4 砂質ンル ト
暗褐色 OYR3/3 シアレト (?) にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質シル ト
暗褐色 OYR3/3 シルト(?) 褐色 10YR4/4 砂質シル ト

と0 暗褐色 10YR3/3 ンルト (?) 福色 7 5YR4/3 ンルト (?)
暗褐色 10YR3/3 ンル ト (?) 25 にぶい黄褐色 とOYR4/3 砂質シル Ⅲ
暗福色 10YR3/4 ンルト (?) (71) にぶい黄褐色 IOYR4/3 砂質シル ト
灰黄福色 10YR5/2 シルト (?) にぶい黄福色 10YR5/4 砂質ンル ト
にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質ンルト 暗褐色 7 5YR3/3 砂質ンル ト
にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質シルト 暗褐色 10YR3/4 砂質シルト

暗褐色 10YR3/3 ンル ト (?) 暗福色  10YR3/3 シル ト (?)
6 黒褐色 10YR2/3 シル ト (?) 褐色 7 5YR4/3 砂質シルト
暗福色 10YR3/3 シルト (?) 暗褐色 10YR3/3 ンル ト (?)

6 褐色 ンフレト (?) にぶい黄褐色 10YR5/3 シル ト (?)
褐色 10YR4/4 ンル ト (?) 暗福色 10YR3/3 シルト (?)
におい黄褐色 10YR4/3 シルト(?) 褐色 7 5YR4/3

褐色

暗福色

10YR4/4 砂質シルト
10YR3/3 務土質シルト 暗褐色 7 5YR3/3 シルト (?)

8 褐色  10YR4/4 シル ト (?)

単位 (cm)



5 6層上面の遺構と遺物

5 6層上面の遺構と遺物

6層上面からは濤跡 2、 性格不明遺構 2、 ピット89が検出された。上面の地形は北西部がわ

ずかに下がる (第54図 )。

SD4溝跡 (第55図 )

B～D-9～ 12グ リッドに位置する。北東・南西方向に伸びる。長さ9.5m、 幅80～130cmで あ

る。壁は途中に段を持つ。深さは15～20cmであり、底面のレベルはほぼ同一である。堆積土は

4層に分かれ、粘土質シルトが主体である。堆積土より、非ロクロ土師器高不 (第56図 )・甕が

出上している。高邦は口縁部が外反気味に直立し、脚部が太い。

SD5濶跡 (第55図 )

B-1卜 12グ リッドに位置する。北東・南西方向に伸び、SD4と平行する。長さ2.8m、 幅

45～60cmである。底面はほぼ平坦で、深さ15cm程である。堆積上は 2層に分かれる。遺物は出

土しなかった。

SX2性格不明遺構 (第55図 )

A・ B-9グ リッドに位置する。120× 70cmの不整形で、深さ20cmで ある。堆積土は 2層 に分

かれる。遺物は出上しなかった。

SX3性格不明遺構 (第55図 )

B-8・ 9グ リッドに位置する。215× 80cmの細長い不整形で、東半が濤状である。底面は北

端が深くなり、深さは20～25cmで ある。堆積土は 2層に分かれる。遺物は出土しなかった。

ビット (第54図、第 8表 )

89個検出された。柱痕跡をもつものはない。また、建物跡を構成するかどうかは確認できな

かった。 P190よ り非ロクロ土師器甕が出土している。

小結

6層の遺構からは非ロクロ土師器が出上しており、なかでもSD4出上高不はS11の土器

群と時期的にあまり差がないと考えられる。 6層の遺構も4層 と同じく古墳時代後期頃の可能

ザ
性がある。



Ⅳ H区の調査成果

を
聰
畿

202o  147

189り 188  140

192

@

191

ガ
亀70 ・ 10 74m          sx2

坤mぷ蝿閉

1069m

0207

δ
30

eW9

‐８６
路

Ю

.儀鶴m  鏡 1路

δ 鰤魯鼠也1れ
・1064m          172 .1068m

怨1“
dデ
9=

⊂:箭
()134   -

―

                      (1/100)



5 6層上面の遺構と遺物

酔 !108m

キ
SD4

P154

へご・

ド 109m

は
輸m

P131

為  1  ドЮ9m

0                                   2rn

SX2

層 位 土 色 土  性 備 考

,D4

褐色 10YR4/4 炭 。白色パスミを少量含む

暗褐色 10YR3/3 粘土質 シル ト 酸化鉄・炭を少量含む

3 暗褐色  10YR3/4 粘上質シル ト 酸化鉄・ 炭を少量含む

にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト 酸化鉄・ 粘土ノロックを少量含む

,D5 褐色 10YR4/4 酸化鉄・ 炭を少量含む

にぶい黄褐色 loYR5/4 酸化鉄・炭わずかに、細砂 を含む

'X2

1 にぶい黄褐色 10YR5/3 酸化鉄を多 く含む

灰黄褐色 10YR4/2 粘土質シル ト 酸化鉄・ マンガンを含む

SX3
にない黄褐色 10YR4/3 酸化鉄 。マンガンを多 く含む

灰黄褐色 10YR5/2 砂質シル ト 酸化鉄を多 く含む

第55図 6層上面の遺構



IV H区の調査成果

0                          1ocln

第56図  SD4出 土遺物

第 8表 6層上面のビット計測表

種  類 底径 器高 残存

土師器高イ

特徴
イ部外 :ヨ ヨナデ、ナア、ヘラミガキ 内 :ヘラミガキ、黒色処理
脚部外 :ヘラクズリ、ナデ、ヨコナデ 内 :ナ デ

(単位cm)

醤号 長径 短径 深 さ 上 色 上 番号 長径 短径 深 さ 土 色 性

暗褐色 10YR3/3 シル ト 褐色 IOYR4/4 ンル ト
褐色 10YR4/4 砂質ンルト 暗褐色 10YR3/4 粘土質シルト
掲色 iOYR4/4 砂質シルト 偶色 10YR4/4 ンルト
褐色 loYR4/4 砂質シル ト におい黄褐色 10YR4/3 ンルト
協色 10YR4/4 シルト 暗褐色 IoYR3/4 シル ト
にぶい黄褐色 10YR4/3 シルト 掲色 10YR4/4 ンルト
灰黄禍色 10YR4/2 粘土質シル| 暗褐色 10YR4/4 ンル ト
褐色 10YR4/4 シ,レ ト
暗褐色 10YR3/4 粘■質ンルト

褐色 10YR4/4 シル ト

暗褐色 10YR3/4 ングレト にぶい黄掲色 10YR4/3 粘上質シル
褐色 10YR4/4 ンル ト (9) にぶい黄褐色 loYR5/3 砂質ンルト
にぶい黄褐色 10YR5/3 ンル ト 16 褐色 10YR4/4 粘上質シルト

112 褐色 iOYR4/4 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル Ⅲ
にぶい黄褐色 10YR5/3 ンルト 褐色 10YR4/4
暗褐色 IOYR3/3 褐色 10YR4/4 粘上質シルト
におい黄褐色 ユOYR4/3 粘土質ンルト 暗褐色 10YR3/3 ンルト
にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト にぶい黄褐色 loYR4/8 シル ト
にぶい黄褐色 10YR4/3 粘上質シルト にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト
にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質ンルト 偶色 10YR4/4 粘土質シルト
にぶい黄褐色 10YR4/3 粘■質シルト 褐色 10YR4/4 ンルト
縄色 10YR4/4 ンルト にぶい黄褐色 iOYR5/8 砂質シルト
縄色 10YR4/4 シル ト 縄色 10YR4/4 ンルト
にない黄褐色 10YR5/3 粘上 褐色 10YR4/4 ンルト

にぶい黄褐色 loYR5/3 砂質ンルトにぶい黄褐色 10YR4/3 ンル

10 におい黄褐色 10YR4/3 シルト 褐色 ユOYR4/4 シアレト
褐色 10YR4/4 ンル ト にぶい黄褐色 iOYR5/3 砂質シル ト
にぶい黄褐色 iOYR4/3 ンル ト 褐色 10YR4/4 ンル ト
褐色 10YR4/4 シルト 褐色 10YR4/4 シ,レ ト
にぶい黄褐色 iOYR4/3 ンルト 褐色 10YR4/4 シ,レ ト
にぶい黄褐色 10YR4/3 シルト にぶい黄褐色 ユOYR4/3 ンルト
褐色 10YR4/4 にぶい黄褐色 IOYR4/3 シルト
褐色 loYR4/4 シル ト 褐色 10YR4/4 シル ト
褐色 10YR4/4 褐色 loYR4/4 シル ト
褐色 10YR4/4 シル ト にぶい黄褐色 loYR4/3 シル ト
褐色 10YR4/4 シルト 褐色 二〇YR4/4 シル ト
褐色 10YR4/4 ンルト 褐色 10YR4/4 ンルト
にぶい黄褐色 iOYR4/3 粘上質シルト にぶい黄褐色 10YR4/3 ンルト
にぶい黄福色 10YR4/3 粘土質シルト にぶい黄褐色 10YR4/3 シルト
にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シルト 褐色  10YR4/4 ンル ト
暗褐色 10YR3/3 シル ヽ 褐色  loYR4/4 シル ト

0 縄色 10YR4/4 シル ト にぶい黄褐色 loYR4/3 シル ト
掲色 10YR4/4 シル ト (23) 褐色 10YR4/4 シル Ⅲ
掲色 iOYR4/4 シルト 褐色 10YR4/4 シルト
にぶい黄褐色 10YR4/3 シル 褐色 10YR4/4 ンルⅢ
褐色 10YR4/4 ンル ト 褐色 10YR4/4 シルト
褐色 loYR4/4 シル ト

(単位cm)



6 7層上面の遺構と遺物

7層上面の遺構と遺物

7層上面からは性格不明遺構 9、 ピット3が検出されている。上面の地形はほば平坦である

(第57図 )。 いずれも遺構に伴う遺物はない。

SX4性格不明遺構 (第58図 )

C-8グ リッドに位置する。150× 105cmの不整楕円形で、底面は皿状であり、深さ10cmであ
る。堆積土は黒褐色シル トで、 2層に分かれる。

SX5性格不明遺構 (第58図 )

C-8グ リッドに位置する。東半分がSD2に より切られている。長さ140cm以上、幅140cm

の精円形と見られる。底面は皿状にくぼみ、深さ10cmで ある。堆積土は 2層に分かれる。遺物

は出上しなかった。

SX6性格不明遺構 (第58図 )

C-9・ 10グ リッドに位置する。一部がSD4に より切られ、160× 110cmの不整楕円形であ

る。底面は平坦で、深さは 5 clnで ある。

SX7性格不明遺構 (第58図 )

B-9。 10グ リッドに位置し、SX9よ り新しい。210× 125cmの不整楕円形である。底面は

平坦で、南に向かいやや下がる。深さは 5 clnである。

SX8性格不明遺構 (第58図 )

C-10グ リッドに位置する。SD4に切られ全形は不明である。135× 110cm以上である。底

面は平坦で、深さ 5 cmである。

SX9性格不明遺構 (第58図 )
| ゼ  1 博  IИ

D

C

B

A

偽潔戸
試8

θ:9
・106m

S X10

106m

7層上面の遺構配置図

(1/20o)



Ⅳ H区の調査成果

B・ C-loグ リッドに位置する。SX7に切られる。190× 170cmの楕円形で、底面は凹凸が
あり、深さ15cmである。堆積土は2層に分かれる。

S X10性格不明遺構 (第58図 )

B-11・ 12グ リッドに位置する。一部のみ検出した。長さ140cm、 幅90cmの濤状で、底面は皿

状で深さ 5 cmである。

SXH性格不明遺構 (第58図 )
B-7グ リッドに位置する。平面形が弧状であり、最大長170硼、幅70cmである。底面はほぼ

±10
南lm

V SX6 土

　

＼
ゝ

■B9

「Aコ

濤

為         辞1107m

×

為h与  嚇＼

惧

為       ド珀7m

〈ジ待せ

■    卜Ю7m
×

名   SX7  ド 108m

当 2｀入尊 A臨 肺

0                                   2rn

sx9    望毎

層位 土 色 備 考

SX4 黒褐色 iOYR3/1 酸化鉄・ マンガンを含む、炭を多 く含む

黒掲色 10YR2/3 炭をわずかに含む

SX5 酸化鉄 。マンガンを含む、炭を多く含む

におい責褐色 10YR4/3 粘土質ンル ト 炭をわずかに含む

黒褐色 7 5YR3/2 酸化鉄・ マンガン・炭・礫を含む

にぶい黄褐色 10YR4/3 ン,レ ト マンガン・炭・ 礫 を含む

7層上面の遺構



7 9層上面の遺構と遺物

平坦で、深さ 5 cmで ある。底面中央より、炭化物が出上した。

S X12性格不明遺構 (第58図 )

C-8グ リッドに位置する。90× 70cmの不整橋円形で、深さ 8 cmで ある。

ビット (第57図・第 9表 )

北端部で、ピットが 3個検出された。いずれも柱痕跡は確認されなかった。

9層上面の遺構と遺物

9層上面からは、性格不明遺構 5が検出された (第59図 )。

S X13・ 16性格不明遺構 (第61図 )
14

B・ C-12～ 14グ リッドに位置する。 2つの遺構は隣

接しており、同一と推定される。長さ6.5m、 幅1.1～ 1.7

mの濤状である。底面は中央部と南端部がくばむ他はほ  13

ば平坦で、深さは北半で15cm、 南半で 6～ 12cmで ある。  ~

S X14陛格不明遺構 (第61図)             12

B-9・ 10グ リッドに位置する。半月形をしており、  一
長さ280cm、 幅110cmである。西狽Jが深くなり、最深部で  11
55cmで ある。

S X15性格不明遺構 (第60・ 61図 )

BoC-9～ 12グ リッドに位置する。北東 。南西方向

の濤状である。長さ 7m、 幅1.05～ 3.2mで ある。底面は

一部が大きくくばんでおり、深さは平均 6 cm、 最深部で

22cmで ある。堆積土より弥生土器 (第60図 1)・縄文土器

(2)が出上している。 1は この遺構の他に基本層 8層か

ら出上していることから、本来は 8層 に包含される遺物

であろう。弥生土器の甕で、頸部に横長の列点文をもち、

o                          5rn
(1/200)

9層上面の遺構配置図

縄文後期後棄の上器

第59図

第 9表  7層上面のビット計測表

番号 長径 短径 深 さ 土  色 ・ 土  性 番号 長径 短径 深 さ 土  色 。 上  性
13 灰黄褐色 10YR4/2 粘土質シル ト 27 12 褐色 7 5YR4/3 粘上質シル ト

暗褐色 10YR3/4 粘土質シル ト

(単位cm)

体部にはLR縄文が施文される。弥生中期頃のものと考えられる。 2は、



Ⅳ H区の調査成果

と考えられる。

S X17性格不明遺構 (第61図 )

C・ D-12・ 13グ リッドに位置する。本来の形は不明で、180× ■Ocmの大きさである。底面

は一部がピット状にくばむ。深さは10cm程で、最深部で23cmである。

鰯 拳
＼
1-2

1‐

lt(::i:!サ庁
2

0                         10cm

特 徴 登録 特 徴 登録

ユ 口唇・体部 :LR縄文 頸部 :刺突 Bl 沈線、刺突 A573

S X15出土遺物

14a層上面の遺構

SD6溝跡 (第61図 )

B-4グ リッドに位置し、旧魚川に切られており、ごく一部のみ検出された。長さ110cm、
90cmで、底面は凹凸があり、深さ10～15cmである。遺物は出土しなかった。



7 9層上面の遺構と遺物

104mど当

北 10

＼

Ю3m名

＼
Ю3m亀 岸

±9 ■B9

s X16

与

^は

な は ほ ≦

▲ 105m

S X16

札3

SD6

第61図

o                     2m

9・ 14a層上面の遺構

ドヽあ

S X13



層位 土 色 土  牲 備 考

S X13

黒褐色 10YR3/2 粘i質 シル ト 炭・パミス多く、赤灰色土含む

暗褐色 10YR3/3 砂質シル ト 炭・パミス多く、赤灰土・砂を含む

にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質ンル ト 炭・パミスを多く含む

S X14

福色 iOYR4/4 砂質シル ト 細礫を多く含む

にぶい黄褐色 ユOYR4/3 粘土質ンル ト 細際をわずかに含む

縄色 10YR4/4 粗砂 細礫を含む

にない黄褐色 iOYR4/3 砂質ンル ト 細礫をわずかに含む

tSt 10YR4/4 r■i17

掲色 iOYR4/4 細砂

褐色 iOYR4/4 細砂

にぶい黄褐色 ユOYR4/3 粗砂

S X16

黒褐色 7 5YR3/1 炭・ 細際を含む

黒褐色 10YR3/1 砂質ンル ト 炭をわずかに含む

暗褐色 7 5YR3/3 砂質ンル ト 炭・細～小礫を含む

褐色 7 5YR4/3 粗砂

S X17
黒褐色 7 5YR3/2 炭・褐色細砂を含む

禍色 7 5YR4/3 炭を含む

SD6
にぶい黄褐色 loYR4/3 炭を多 く含む

におい黄褐色 10Y烹 5/4 酸化鉄を多 く含む

第61図  9・ 14a層上面の遺構

Ⅳ H区 の調査成果

河 )II跡 (第62～64図 )

12層上面で河川動が検出された。グリッド4ラ イン以北全てが河川跡で、南岸のみ検出され

ている。河川の方向は東西方向で、旧魚川に平行するようである。標高 8mま で掘り下げたが

粗砂層が続いており、 トレンチが狭まったため河床礫は検出できなかった。

出土遺物 (第63図)縄文後期から晩期にかけての上器が出上している。 1～ 4は後期前半のも

のと考えられる。 5～ 14は後期後葉の上器 と考えられる。 6～ 8は入 り組み文が描かれる。

11～ 14は壷と考えられる。15～ 38・ 64-1は晩期の上器である。晩期中葉を中心とした資料で

ある。沈線文を主体 とする23～28は大洞C2式の中でも新しい段階と考えておきたい。

D

C

B

A

0                  10m
トーーー
「
―――
「
―~¬~~~¬~~~→ (1/500)

河 川 跡 (12層 上面)

河

'II跡



10 基本層出土遺物

10 基本層出土遺物 彿65図 )

4層 非ロクロ土師器不 (内黒含む)。 甕、須恵器不。甕・重がある。いずれも小破片である。

5層 非ロクロ土師器邪 (内黒含む)。 甕、須恵器不・甕・蓋がある。いずれも小破片である。

6層 (第65図 1・ 2) 非ロクロ土師器不 (内黒含む)・甕、須恵器甕、弥生土器が出上してい

る。 1は口縁部外面に交互刺突文が三段施されている。 2は甕の体部だが、RL縄文が施文さ

れており、靱痕が認められる (2-2)。 6層出土資料は、弥生後期のものと考えられる。

8層 (第65図 3) 弥生土器が出上している。 3は台部で、脚外面に沈線文が施されている。

弥生前期頃のものと考えられる。

15層 礫石器 (凹石)が出上している。また、14。 15層から縄文土器が出土している (4～ 9・

14)。 6は太い沈線で弧状の文様が描かれる。 7は隆線による文様が描かれている。 6・ 7は中

期後葉から後期前葉に位置づけられよう。

19層 (第65図10～12) 縄文土器が出土している。10は沈線と刺突、11は口縁部に平行する沈

線文が描かれている。後期の上器と考えられる。

層位不明 (第65図13)突起を持つ口縁部で、後期前半のものと考えられる。

11 まとめ

OH区からは各層より住居跡、濤跡、ピットなどが検出されたが、遺構に伴う遺物が少なく、

多くはその所属時期が不明である。

04b層 上面から竪穴住居跡が 1棟検出された。所属時期は 7世紀末～ 8世紀初頭頃と考えら

れる。

06層 と8層 は弥生時代の堆積層と考えられる。出土遺物から、 6層が弥生後期頃、 8層が弥

生前期頃と考えられる。

014層以下は縄文時代の堆積層である。堆積時期は後期頃と考えられる。

012層上面で河川跡が発見された。堆積土に含まれる遺物は、縄文晩期中葉頃のものもあるた

め、その頃には埋没過程にあったことがうかがわれる。河ナIIが 14層より上層であることと堆積

上の遺物の所属時期から、河川の機能していたのは、縄文後期後半頃と考えられる。

OI・ Ⅲ区にある縄文後期初頭の遺物包含層は、この地点までは伸びていないことが確認され

た。
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0                           10cm

1ギプ鋼9麹比

特 徴 登 録 特 徴 登 録

と RL撚 糸圧痕 A574 沈線 、 LR縄 文 A591
2 RL撚 糸圧痕 A574 21 沈 線 A594
3 沈線 、 RL縄 文 A582 LR縄 文 A606
沈線、縄文 ノゝ578 突起、沈線、刻 目、縄文、内面に炭化物付着 A583

5 瘤状貼付 、沈線 A577 沈 線 A610
6 瘤状貼付 、沈線、 区画内 に組 沈線充壊 A576 突起、沈線 A613
瘤状貼付 、沈線 、 LR縄 文 A579 沈 線 A588

8 沈線 、縄文、刺 突 A580 27 沈 線 A598
9 沈 線 A618 沈 線 A599
10 沈 線 A617 沈線 、 RL縄 文 A587
11 縦長貼付、沈線、 RL縄 文 A604 口唇 沈線 、沈線 、 LR縄 文 A612
12 沈線 、縄 文、隆線 A603 口唇刻 日、沈線 A615
13 沈 線 A581 口唇亥」目、沈線、 LR縄文 A609
14 LR縄 文、沈線 A602 口唇亥」日、沈線、 LR縄文 A585
15 沈 線 A590 口唇刻 目、羽状紹 文 (LR、 RL) A611
16 沈 線 A597 口唇亥」目、沈線 、刻 目、縄 文 A589
17 沈線 、縄 文 A592 突起、沈線、刻 目 A601
沈線、縄文 (?) A598 口唇亥」目、 沈線、 亥」日、 RL縄文 A586
沈線、 LR紹 文 A595 突起 、沈線、刻 日、 RL縄 文 A584

第63図  河川跡出土遺物 (1)



10 基本層出土遺物

■奈譲ri、す髯妻才争
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２
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Ｈ
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Ｈ日
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判
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o                          10cm

河川跡出土遺物 (2)

0                         10cm

蕉翻

特 徴 登 録 符 徴 登 録

1 波状 口縁 、 国唇 沈線 、沈線 A608 3 LR紹文 A607
LR縄文 A614 4 LR縄 文 A605

地区 。層位 特 徴 登 録 地区・層位 特 徴 登  録
1 B3 6層 交互刺突文 9 14・ 15層 網代痕 (1本超え 2本潜 り 1本送 り) A624
2 6層 LR縄文 概痕 10 C 19層 沈線、縄文、刺突 A623
3 8層 沈線 を1 C 19層 沈線、 LR縄文 A622
Bl 14・ 15層 R撚糸文 A619 12 C 19層 RL縄文 A620

5 Bl 14・ 15層 沈線 A621 13 突起、東」突、刻目 A616
6 Bl 14・ 15眉 沈線 A596 14 B 14・ 15層 38× 45× lcm 2後  R撚糸文
Bl 14。 15層 隆線 A575 15 C 19層 41× 37X09cm 17 211 縄文 P239

8 Bl 14・ 15層 LR縄文、沈線 A600

基本層出土遺物
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調査の方法と経過

V Ⅲ区の調査成果

Ⅲ区の調査成果

市道「下の内・六反田」線の建設に伴い、南半分の約

900m2を対象とし、約490m2の調査区を設定した。

地区設定にあたっては調査区の方向に合わせた任意の

基準線を設定し、3× 3mのグリッドを設定した。基準

線の方向は真北から49°東偏する。グリッドの名称は長軸

方向のアラビア数字と短軸方向のアルファベットの組み

合せとした (第66図 )。 図中の国土座標軸は現地で測量し

たものではなく、都市計画図より写したものである。

調査は昭和61年 (1986)4月 22日 より開始した。 5月

に入り古代の小濤状遺構群、住居跡、掘立柱建物跡など

が検出されたが、遺構の切り合いが著しく、検出作業は

難しかった。 8月 5日 には東北南部を中心とする記録的

な集中豪雨に襲われ、調査区が水没する被害に見舞われ

た。 9月 以降は縄文時代の包含層の調査に入 り、土坑や

配石遺構などが検出され、多量の遺物が出上した。11月

に調査区南端で縄文時代の住居跡の一部が検出されたた

め、急きょ調査範囲を拡張した。調査は12月 25日 をもっ

て終了した。

グリッド配置図



2 基本層序

2 基本層序 い6個 )

基本層序は11層まで確認された。

1層 盛土、表土 厚さ35cmで、調査区全体を覆う。 lc層は旧水田作上であり、上面より濤

跡が検出される。

2層 上層の水田作土に伴う酸化鉄集積層。厚さ 5 cm。 上面より上坑が検出されている。

3層 灰黄褐色シル ト 厚さ10cm。

4層 にぶい責褐色粘土質シル ト 4a層 は厚さ 5 cm程でマンガンを多量に含み、4b層 は 5

～10cmでマンガンは少ない。4c層は厚さ35cmである。4c層上面で小濤状遺構が検出された。

5層 黒褐色粘土質シルト 厚さ7～ 10cmで、上面より小濤状遺構、住居跡、掘立柱建物跡、

土坑などが検出された。

6層 にぶい責褐色粘土質シル ト 厚さ20～30cmである。

7層 黄褐色砂質シルトの 7a層 と、褐色シル トの 7b層 に別れる。a層は 5～ 8 cm、 b層は

10～20cmで ある。

8層 黄褐色砂質シルト 厚さ10～ 15cmで、部分的である。層の下面は乱れる。

9層  9a(褐色粘土質シルト)、 9a-2(に ぶい黄褐色粘土質シルト)、 9b(黒色粘土質シ

ル ト)に細分される。炭、縄文土器、石器を多量に含んでいる。厚さは 9a・ 9b層それぞれ15

cm程度である。各層の上面より縄文時代の遺構が検出されている。

10層 にぶい責褐色粘土 厚さ20cmである。上面から縄文時代の遺構が検出されている。

11層 黄褐色粘土質シルト、にぶい黄褐色砂、砂礫層など一様ではない。BoC-13・ 14グ リッ

ドは砂礫層が盛り上がっている。

1～ 4層はほぼ水平に堆積しており、 5層以下は起伏が目立ちはじめる。

3 4a層 以降の遺構と遺物

4a層 より上位で検出された遺構は土坑 4、 濤跡 1である。検出層は異なるが 4a層上面で

調査されたので一括して取り扱う。4a層上面の地形は標高11.7～ 11.8mで、ほぼ平坦である

(第68図 )。

SDl溝跡 (第 68・ 69図 )

lc層上面で検出された。調査区を縦断する。幅約 lm、 深さは15cmで、底面は丸みを持つ。

底面のレベルは北東部がやや下がっている。堆積土は 3層に分かれシル トが主体である。底面
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4 4b層上面の遺構と遺物

には酸化鉄集積層がある。堆積土より、近世かと考えられる陶器 2点、青磁 1点、非ロクロ土

師器不 。甕が出上している。第71図 1は、堆積土出上の須恵器不底部片で、底部は回転糸切 り

である。

SKl上坑 (第69図 )

lc層～ 4a層上面で検出された。C-5グ リッドに位置し、SK2よ り新しい。140× 100

釦の長方形で、深さ30cm、 底面は平坦である。堆積土は 2層に別れるが、プロック状に混在し

たシルト層である。

SK2土坑 (第69図 )

lc層～ 4a層上面で検出された。C-5グ リッドに位置している。125× 60cmの長方形で、

深さ30cm、 底面は平坦で、南端がさらに10cm程 くばむ。

堆積土はSKlの 1層に似ており、ブロック状に混在した層である。

SK3上坑 (第69図 )

2層上面で検出された。 C・ D-9グ リッドに位置する。半分は調査区外であり、長さ80cm

以上、幅85cmの長方形と見られる。深さは50cmで、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層に分

かれるが、いずれもブロック状に混在した層である。

SK4土坑 (第69図 )

2層上面で検出された。半分は調査区外であり、長さ95cm以上、幅100cmの長方形と見られる。

断面計はすり鉢状である。堆積土は2層に分かれるが、いずれもブロック状に混在した層であ

る。近世かと考えられる陶磁器が 1点出土している。

小結

1・ 2層検出のSDl、 SK4は陶磁器を伴っていることから、近世以降に位置付けられよ

う。SK3も SK4に隣接し、堆積土が類似することから同様に考えたい。SKl・ 2は検出

層位が 1～ 4a層 と確定できないが、堆積上がSK3・ 4同様のブロック状に混在したシル ト

層なので、 2層から掘り込まれている可能性が高い。なお、SKl～ 4は I区 3層検出土坑に

類似している。

4 4b層 上面の遺構と遺物

4b層上面では、濤跡 1が検出されている。上面の地形は標高11.6～ 11.7mで、ほぼ平坦で

ある (第68図 )。

SD2溝跡 (第68・ 70図 )



V H区の調査成果

１
／

D

C

B

A

+

+ ュ

D

C

B

A

十

7  1  8  1  9  1  10  1  
・
  1  12  1  13  1  14  1  15  1  16  1  17  1  18  1  19

4a層上面以降の遺構 (標高は4a層上面)

1  2  1  3  1  4  1  5  1  6  1  7  1  8  1  9  1  10  1  ・   1  12  1  13  1  14  1  15  1  16  1  17  1  18  1  19

4b層上面の遺構

１
／

・11 68m               ll'lm

'1174�   ___     ■■獲亜

・ユ169m    ~   ・1162れ ・H ttmど
 ____11・甲印:~    |・距戸

~~―
ミ

・11.57m      l1 57�

・117m              ・■.64m   _      ・

第68図  4層の遺構



!だ
H熟

1当Σ
・・腑 計
ヘ

V Ш区の調査成果

岸生118mド118m→
1

SKl
SK2

0                     2m

SK4 SK3

選 構 層位 土 色 土   性 備 考

SDよ

1 灰黄色    25Y7/2 ンル ト 酸化鉄を含む

2 暗灰黄色   25Y5/2 粘土質シル ト 酸化鉄を少量含む

3 灰黄色    25Y6/2 底面に酸化欽が集積

SKl
1 灰黄色    25Y7/2 褐色上 と混在

2 にぶい黄褐色  10YR5/4 褐色土を含む

SK2 1 灰黄色    25Y7/2 ン州/ト 褐色土・橙色上 と混在

SK3
1 暗灰黄色   25Y5/2 ンルト 褐色土・圏釘ヒ鉄と混在、マンガンを含む

褐色  10YR4/4 粘土質シル ト 暗灰黄色上を斑状に含む

SK迪
褐色     10YR4/4 婚灰黄色土・酸化鉄 と混在

2 禍色     10YR4/4 粘土質シル ト 暗灰黄色土・酸化鉄を少量含む

第69図  4a層 以降の遺構

調査区の西端を縦断する。幅1.3～2.4mで、深さ30～45cm、 断面計はゆるいV字形である。

底面のレベルは北東方向に向かいやや下がっている。堆積土はおおむね 5層程度に分かれるが、

場所によって少しずつ違っている。底面に厚さ 5 cm程の砂層があり、その直上層と共に灰白色

火山灰をブロック状に含んでいる。堆積土よリロクロ土師器不 。甕、非ロクロ土師器邪・甕、

赤焼土器郭が、底面よリロクロ土師器邪、非ロクロ土師器不・甕が出上している。第71図 2は

須恵器郷、 3は須恵器甕の口縁部である。また、下層の遺物と考えられる礫石器が出上してい

る。

遺構の所属時期は、底面からロクロ土師器が出土し、なおかつ層中に10世紀前半に降下した

とされる灰白色火山灰が二次堆積していることから、平安時代と考えられる。



5 4C層 上面の遺構 と遺物

ヽ   1 正 シ

娃
1

0                          10cm

第70図 SD2溝跡

層位 土 色 土  牲 備 考

1 黒褐色    25Y3/2 炭・ 白色粒子を含む

2 暗灰責色   25Y4/2 ンル ト 浅黄色土 (に ごった火山灰層)を 含む
3 黒福色    25Y3/2 黒色粒子・ 火山灰粒子を含む

4 褐色      10YR4/6 砂 火山灰を含む

5 暗灰黄色   25Y4/2 シル ト

6 褐色      10YR4/4 シル ト 酸化鉄・ マンガン・ 火山灰・焼土・灰色粘上を含む

7 にぶい黄福色 10YR5/3 6層同様だが、焼土は含まなヤ

8 貢褐色    10YR5/6 シル ト 7層同様、浅黄色火山灰プロックを含む

9 褐色      10YR4/6 II1/・ 火山灰を含む

暗灰黄色   25Y4/2 粘土質シル ト 酸化鉄を多 く含む

番 号 遺 構 種 類 口 径 辰 径 器 高 媛 存 特 徴 登 録

1 SDl 須 煮 器 ラ 1/4> 体内外 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り E ll

2 SD2 i怒手
'

1/4> コ クロナ デ E13

3 SD2 器 甕 4> 外 :渡状 沈 絞  内 :ロ クロナ デ E12

第71図  SDl・ 2出上遺物

4c層上面の遺構と遺物

4c層からは土坑 2、 濤跡 2、 小濤状遺構群、ピット34が検出された。上面の地形は、標高

11.2～ 11.5mで、北東部がやや下がっている (第72図 )。

SK5土坑 (第 73図 )

A-12グ リッドに位置する。小濤状遺構群より新しい。一部が調査区外であり、長軸■Ocm、

短軸80cm以上の楕円形と見られる。深さは10硼で、底面はほぼ平坦である。堆積土はにぶい黄

褐色シル ト1層である。

SK6上坑 (第 73図 )

B-11グ リッドに位置する。小濤状遺構群より新しい。長さ200帥、幅70cmの不整長方形で、

深さ 6 cm程である。底面は平坦で、北半分がやや下がる。堆積土はにぶい責褐色粘土質シルト

1層である。



V Ⅲ区の調査成果
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V Ⅲ区の調査成果

SD5・ 6濤跡 (第73図 )

BoC-15～ 18グ リッドに位置する。SD6が古 く、SD5は SD6が埋没した後に、斜め
に合流し同じ流路を流れている。

SD5は幅60～100cm、 深さ40cmである。堆積土は粘土質シル トで、2層に分かれる。SD6
は幅110～ 200cmで、深さ60cmである。堆積土は粘土質シル トで、 2層に分かれる。両方とも底

面のレベル差はほとんどなく、流れた方向は不明である。SD5堆積土から非ロクロ土師器甕、
SD6堆積土から非ロクロ土師器邦 (内黒)・ 甕、底面より非ロクロ土師器甕が出上している。
これらの濤は昭和51～53年調査時のB北区およびBハイ区の 1号濤と同一と考えられる。

Ｘ
ド

∵モ
為  1  ドwm

に
SK6

ド 114m

0                                  2rn

(1/60)

北屹ヽ
滋 土
十

為

北H

遺 構 層位 土 色 土   性 備 考

SK5 1 にぶい黄褐色 10YR5/3 シル ト 黒色小粒子を含む

SK6 1 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘上質シル ト 白色砂を含む

SD5
1 褐色     10YR4/4 粘土質シル ト マンガン・灰黄褐色粘上を含む

2 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト 混入物 1層 より多ヤ

SD6
3 暗褐色    10YR3/4 粘上質シル ト マンガン粒を少量含む
4 暗褐色    10YR3/4 粘土質シル ト 黄色砂を含む

第73図 SK5。 6、 SD5。 6



4C層上面の遺構と遺物
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第74図 4C層上面の小溝状遺構群 (1)



V 皿区の調査成果

小溝状遺構群 (第74・ 75図・第10表 )

調査区の南端の 1～ 5グ リッドと、中央部

の 8～ 15グ リッドにある。方向はいずれもほ

ば東西方向である。

南のものは6条あり、幅20～32cm(平均28

cm)、 深さ5～ 8 cm(平均 6 cm)で ある。ほぼ

東西方向で、濤どうしの間隔は不均等である。

中央のものは26条あり、幅 15～45cm(平均

26cm)、 深さ4～■cm(平均 6 cm)である。ほ

ぼ東西方向で、方向のやや異なるものがあり

切り合いもあることから、数時期に分けられ

る可能性がある。濤どうしの間隔が等間隔に

なるものもある。濤中の堆積土はどちらの群

も基本層 4b層である。遺物は非ロクロ土師

器甕の体部片が少量出上している。

ビット (第 74・ 75図 。第11表 )

ピットは34個検出された。深さは20cm近い

ものもあるが柱痕跡を持つものはなく、建物

跡を構成するものは確認できなかった。

小結

4c層の遺構の所属時期は、SD6底面よ

り非ロクロ土師器甕が出上していること、 4

b層 に平安時代の遺構があること、下層の 5

層に奈良時代の遺構があることから、奈良時

代から平安時代にかけての時期に所属すると

~Q/10°
考えられる。

第75図 4C層上面の小溝状遺構群 (2)



6 5層上面の遺構と遺物

6 5層上面の遺構と遺物

5層上面では、竪穴住居跡 1、 掘立柱建物跡 1、 土坑 1、 小濤状遺構群、ピットが検出され

た。上面の地形は、標高11.24～ 11.4mで、北東部がやや下がる。

S11住居跡 (第76～78図 )

〔位置〕A～ C-2～ 5グ リッドに位置する。

〔重複〕河ヽ濤状遺構群の一部を切り、一部に切られる。また、カマド煙道が 2本あり、貼り床

の下から柱床が見つかつたことから、建て替えられているようである。

〔平面形 。規模〕南東隅部は電柱があつたため調査できなかった。南北5.8m、 東西5.9mの方

形である。

第10表   4C層 上面の小濤状遺構群計測表
警| 幅 深 さ 土 色 土 性 幅 深 さ 土  色 ・ 土  性
1 5 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 3 にぶい黄褐色 OYR5/3 シアレト
2 15 6 にぶい美褐色 10YR5/4 ンル ト 6 にぶい黄褐色 OYR5/3 シアレト
3 37

26

8

8

にぶい黄褐色 10YR5/4 ンル ト
枝濤 6 にぶい黄褐色 YR5/3 ンル 深 12cnの穴有

5 黄褐色  10YR5/4 5 にぶい黄褐色 OYR5/3 ンルト
5 8 黄褐色 10YR4/3 5 にぶい黄褐色 OYR5/3 シアレト
6 7 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル 7 にぶい黄褐色 OYR5/3 シアレト
7 7 ヤこぶヤゝ黄褐色 10YR5/4 シアレ 8 にぶい黄褐色 OYR5/3 シ,レ ト

7

6

(不明 )

枝濤9

7 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル 5 (不明 )

9 に ぶ 黄褐色 10YR5/4 シル 5 にぶい黄褐色 10YR5/3 ンル
8 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル 5 にぶい責褐色 10YR5/3 シル

27 6 に ぶ 黄褐色  10YR5/4 6 ぶい黄褐色 10YR4/3 シル
8 黄褐色  10YR4/3 5 にぶい黄褐色 10YR5/3 シル
11

5

にぶい黄褐色 10YR5/3 ンル ト
枝濤

31 21

6 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル
7 にぶい黄褐色 10YR5/3 シル ト (単位 cm)

第11表  4C層 上面のビット計測表

番号 長径 短径 深さ(cm) 土 色 土 '性 番号 長径 短径 深 さ lcm) 土 色 土 性

1 8 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 11 にぶい黄褐色 10YR5/4 ンル ト

2 9 にぶい黄褐色 10YR5/4 シアレト (不明 )

3 1こぶ立ゝ黄褐色 10YR5/4 シ,レ ト 10 (不明 )

19 (不明 ) 17 (不明 )

5 8 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 8 (不明 )

6 8 不明 ) 11 (不明 )

8 にぶい責褐色 10YR5/ ンアレト 9 (不明 )

8 11 にぶい黄褐色 10YR5/ ンアレト (不明 )

9 (5) にぶい黄褐色 10YR5/ ンアレト 8 8 (不明 )

10 8 にぶい黄褐色 10YR5/ 27 8 5 (不明 )

11 15 (不明 6 8 (不明 )

12 10 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 8 11 黒褐色 10YR3/2 シル ト

13 6 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 15 黒褐色 10YR3/2 シル ト

14 10 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 黒禍色 10YR3/2 シル ト

15 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 16 黒褐色 10YR3/2 シル ト

16 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 10 (不明 )

17 (22) にぶい黄褐色 10YR5/4 シルト (不明 )



V Ⅲ区の調査成果

〔堆積土〕8層に分かれる。上部の 1・ 2層はシルトで、その下は粘土質シルトである。埋没

の途中で小濤状遺構群が掘り込まれている。

(壁〕基本層を壁とする。急角度で立上り、高さは周濤底から約40cmで ある。

〔床面〕貼り床を施す。深さ10～20cmの掘り方があり、埋土の最上部に暗褐色粘土質シルトを

貼っている。東壁付近には見られない。

〔周濤〕カマド部以外の壁下に周濤がめぐる。幅約40cm、 深さ15～20cmで、断面「UJ字形であ

る。

〔柱穴〕床面よりいくつかのピットが検出されているが、配置状況と深さから、 Pl、 P2、

P6の 3個が主柱穴と考えられる。調査できなかった吉巨分にもう1個あり、 4本柱であったと

考えられる(第76図 )。 また、貼り床の下で検出されたP15、 P19、 P20も 同様に建て替え前の

主柱穴と考えられる (第 77図 )。

〔カマド〕北壁中央に設けられる。燃焼部は破壊されており、煙道のみ 2本残っている。西側

のものは (1号煙道)長さ180cm、 幅45酬で、先端に向かい深くなり最深部で80cmである。東側

のものは (2号煙道)長さ220硼、幅40cm、 底面は45側の深さで平坦に進み、先端部が70cmの深

さで急激に落ち込み、奥壁は垂直に立ち上がる。堆積土より土師器甕の下半部が出土した。柱

穴との位置関係から煙道 1が古く、煙道 2が新しいと考えられる。

〔貯蔵穴状ピット〕P3、 P5がこれにあたると考えられる。いずれも径65cm程の円形で、P

3は深さ15m、 P5は深さ10伽である。P3は焼上を多量に含む。

〔出土遺物〕堆積土出土遺物 非ロクロ土師器邪 (第78図 3)・甕、ロクロ土師器甕、須恵器不

(7)・甕 (9。 10)が出上している。 床面出土遺物 非ロクロ土師器不 (1・ 2・ 4)。甕 (5)、

須恵器邪 (8)、 鉄製品(11)が出上している。 1・ 2の土師器不は、体部外面に段を持たないも

のである。4は大型の不である。11は刀子と考えられる。 煙道2出土遺物 土師器甕の下半

部(6)が出土している。 ビット出上遺物 非ロクロ土師器邪・甕が出上している。

〔小結〕遺構の所属時期は、床面出土土師器の特徴から、奈良時代と考えられる。

SBl建物跡 (第79図 )

B～D-5～ 7グ リッドに位置する。小濤状遺構群より新しい。(昭和51年のAハイ区3の調

査では小濤状遺構群が新しいとされており、矛盾が生じている。今後、周辺部の調査での検討

が必要である。)竪穴住居跡との関係は、住居跡堆積土より掘り込まれる小濤状遺構群をこの建

物跡が切っているので、住居跡より新しいことが分る。

建物跡は梁行 2間、桁行 3間の東西棟である。南北4.28m、 東西5.58mである。柱穴掘り方

は長さ80～ 100cm、 幅60cmの長方形で、深さは50cm程である。柱痕跡は径20硼程の円形で、全て

の柱穴で確認されている。掘り方底面で別の柱痕跡が検出されている。



5層上面の遺構と遺物
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第76図 S11住居跡 (1)



V III区の調査成果

名 2 P19   ドニ11 lm

上 2

0                                   2rn

S11住居跡 (2)

掘り方埋土より、非ロクロ土師器邦 (内黒)。甕、柱痕跡より非ロクロ土師器不 (内黒)が出

上しているが、細片で図示できない。また、劉片石器が出上している。

遺構の所属時期は、出土土器の特徴と検出層位から、奈良時代と考えられる。また、掘 り方

底面に別の柱痕跡があることから、建て替えられたと考えられる。
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6 5層上面の遺構と遺物

番号 土 色 土   性 備 考

S11
堆積上

| にぶい黄褐色 10YR5/4 マンガン・焼上・黄灰色上を斑状に含む

2a 褐色 10YR4/4 シル ト 炭・焼土・黄色上をブロック状に多量に含む

2b 褐色 10YR4/4 シフレト マンガン・焼土・ 炭を含む

3 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘上質シル ト 炭・焼土 。黄色砂を含む

にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト 炭・焼上を含む

5 黄 llE色  10YR4/4 粘土質 シル ト 焼上を多量に含む

褐色 10YR4/4 粘土質 シル ト 焼土・黄色砂を含む

黄褐色 10YR5/6 粘土質シル ト 焼土・褐色上を含む

明褐色 5YR5/6 焼上

貼  床 9 暗褐色 10YR4/3 濫土質シル ト 明黄褐色砂・灰黄褐色粘上を含む、焼土を含む

掘 り 方

10 褐色 10YR4/4 粘土質ンル ト 細砂 と粘土を含む

11 暗褐色  10YR3/4 粘土質シル ト 細砂 と粘上を含む

12 暗褐色 7 5YR3/4 ンル ト質粘土 焼土を多 く含む、細砂 と粘土を含む

13 暗褐色 7 5YR4/6 ンル ト質粘土 焼上をブロック状に含む、細砂 と粘土を含む

煙道 1

堆積土

14 褐色 10YR4/4 焼上をわずかに含む

15a 褐色 7 5YR4/3 焼土ブロックを含む

褐色 7 5YR4/3 ンル ト 焼土を多量に含む、灰を含む

16 暗褐色 7 5YR3/4 粘土質シル ト 焼土ブロック・灰を多量に含む

褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト 焼上を少量含む

褐色 7 5YR4/4 粘土質シル ト 焼土を17aよ り多 く含む

掲色 7 5YR4/4 粘土質シル ト 焼土ブロックを含む

褐色 7 5YR4/3 粘土質シル ト 焼土プロックを含む

褐色 10YR4/4 シル ト質粘土 焼上をわずかに含む

褐色 10YR4/6 粘上 灰黄褐色粘上 と混在、焼土をわずかに含む

褐色 10YR4/4 粘土 灰黄褐色粘上を含む、焼上をわずかに含む

褐色 10YR4/4 シル ト 灰黄褐色粘土・黄褐色砂を含む

褐色 10YR4/4 シ,レ ト 焼土を多 く含む

煙道 2

堆積土

1 褐色 10YR4/4 シアレト マンガン・炭・ 自色粒・焼上を含む

2 褐色 10YR4/4 シル ト 細砂 。炭・焼土を含む

3 暗褐色 10YR3/4 ンル ト マンガン・炭 。焼上を含む

にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト 焼土を多量に含む

5 黒褐色 10YR3/1 焼土

6 にぶい黄褐色 10YR4/3 炭・焼上を多量に含む

7 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質 シル ト 焼土を多量に含む

8 褐色  10YR4/4 粘土質 シル ト 焼土を含む

9 褐色 10YR4/4 焼上を少量含む

にぶい黄褐色 10YR4/3 粘上 焼上を含む

煙道掘り方 にぶい黄褐色 10YR4/5 シル ト

Pl

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質 シル ト 炭を含む

2 褐色  10YR4/4 粘土質シル ト 黄色砂を含む

3 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 褐色上を斑点状に含む

4 褐色 10YR4/4 シアレⅢ 褐色土・炭を含む

5 褐色 10YR4/4 褐色上を含む

P15

6 褐色 10YR4/4 ,レ ト マンガン・ 酸化鉄を少量含む

7 褐色 10YR4/4 粘上

8 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土 凝灰岩粒・ マンガン・炭をわずかに含む

P2
1 褐色 10YR4/4 粘土質 シル ト 粘性強い、黄色砂を含む

2 にぶい黄褐色 10YR4/3 褐色上を斑状に含む

P3
1 褐色 10YR4/4 粘土質シル 焼上を多 く、炭・ 白色粒を含む

2 褐色 10YR4/4 粘土質シル 焼土・ 炭を少量含む

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル 粘性強い、炭・ 明黄褐色土を含む

2 褐色 10YR4/6 粘土質シル にぶい黄褐色土 と混在

3 にぶい黄褐色 loYR5/4 砂質シル ト

1 美褐色  10YR5/6 灰黄褐色粘土 。明黄褐色砂を斑点状に含む

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト 灰黄褐色粘土・明黄褐色砂をブロック状に含む

3 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質 シル ト 上記の他に、炭 。焼上ブロックを含む

褐色 10YR4/4 粘土 灰黄褐色粘上を多く含む、細砂・炭を含む

1 褐色 10YR4/4 粘上質シル ト 焼土ブロック・ 炭を多量に含む

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト 焼土プロック・ 炭を含む

3 ぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質 シル ト 焼上を少量含む

4 暗禍色 10YR3/4 粘土質 シル ト 灰黄褐色粘土 。明黄褐色砂 と混在

5 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 上記 と粘土 。砂 とわずかの炭を含む

6 褐色 10YR4/4 粘土賓 シル ト 層の粘土・砂を含む

7 褐色 10YR4/4 粘土 層の粘土・砂を含む

8 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土 層の粘土・砂を含む

9 にぶい黄褐色 10YR5/6 粘土質シル ト 層の粘上 。砂を含む

第77図  S11堆 積土



V Ⅲ区の調査成果
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番号 種  類 層  位 口 径 底 径 器  高 残 存 特 徴 登 録
土師器第 床面直 と 日外 :ヘラミガ■ 体外 :ベ ラクズリ 内 :ヘラミガキ、黒色処理 C27
土師器イ 床面直上 1/4 日外 :ヨ ヨナデ 体外 :ヘ ラケズ リ 内 〔ヘラミガキ、黒色処理
土師器14N 8層 1/4 体外 :ヘ ラケズ リ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理 C25
土師器不 床面直上 V

内空丈写:券至、鴛毯処建
ラケズリ、ヘラミガキ 体～底外:ヘラクズリ

土師器墾 床面直上 底 ユ 国内外 :ヨ ヨナデ 体～底外 :ヘラケズリ 体～底内 :ヘラナデ
土師器甕 煙道 2 底 1 体外 :ハ ケメ、ナデ 体内 :ベラナデ、ナデ 底 :本葉痕 C22
須恵器郵 検出面 体～底外 :回転ヘラタズ 内 :ロ クロナデ

須恵器イ 床面直上 1/4> 体内外 :ロ クロナデ 底 :回転ヘラケズリ
須恵器墾 堆積上 1/4> 頸外 :ロ クロナデ 体外 :平行タタキ
須恵器奏 堆積土 1/4> 体外 i平行タタキ 体内 :オ サエ
刀子 床面直上 長 O cm、 幅 1 2cm、 厚0 6cm 基部か

第78図 S11出 土遺物 (単位cm)



6 5層上面の遺構 と遺物
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名

だ
o                                   2rn

層位 土 色 土 性 備 考 層位 土 色 土 性 備 考

暗褐色 10YR3/3 にぶい黄褐色 10YR4/3 焼土を含む

にぶい黄褐色 10Yミ 4/3 灰費色褐上を含む 暗褐色 10YR3/3 粘上質シルト

褐色 10YR4/4 焼土を含む にぶい黄褐色 10YR4/3

にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質ンル ト 焼上を含む 褐色 10YR4/4

灰黄褐色 10YR4/2 粘土質シル 酸化鉄・廃上を含む 暗褐色 10YR3/3

暗褐色 10YR3/4 焼上を多く含む にぶい黄褐色 iOYR4/3

灰黄褐色 IOYR5/2 粘土質ンル ト 酸化鉄・焼上を含む にぶい黄褐色 10YR5/4

にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト 院上を含む にぶい黄褐色 10YR4/3 灰黄褐色土を含む

にぶい黄禍色 10YR4/3 褐色 10YR4/4 粘土

暗褐色 10YR3/3 炭・焼上を含む におい黄褐色 10YR4/3 粘土質ンル ト

にぶい黄褐色 10YR3/3 焼上を含む 掲色 10YR4/4

にぶい黄褐色  10YR4/3 粘土質シル 暗褐色 10YR3/3 炭を少量含む

にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト 褐色上を含む 掲色 10YR4/4 粘土質ンルト

にぶい黄褐色 10YR4/3 焼土を少量含む にぶい黄縄色 10YR4/3 粘 上

暗褐色 10YR3/3 焼上を少量含む

第79図 SBl建 物跡



SK7土 坑 (第80図 )

A・ B-4・ 5グ リッドに位置する。 SI

l堆積土上面で検出され、小濤状遺構群より

古い。135× 110cmの 長方形で、深さ22側、底

面はほぼ平坦である。堆積土はにぶい黄褐色

シル ト1層である。遺物は出土しなかった。

V III区の調査成果

0                                      2rn
i

SK7土抗

層 位 土 色 ±     4 考

1 にぶ い貴褐 色  10YR4/3 シル ト E上を少量含む

・I126m WS早 2,

―

                   (1/100)

第81図 5層上面の小溝状遺構群 (1)



5層上面の遺構と遺物
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5層上面の小溝状遺構群 (2)第82図
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第83図  5層上面の小溝状遺構群 (3)
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第84図  小溝状遺構群の変遷 (1)



V III区 の調査成果
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第85図  小溝状遺構群の変遷 (2)



6 5層上面の遺構と遺物

小溝状遺構群 (第81～86図・第12表 )

16グ リッド以西の全域で検出された。他の遺構との関係は、竪穴住居跡より古いものと新しい

ものがあり、掘立柱建物跡より古い。

濤の方向は大きく2方向に分かれており、さらに切り合い関係から4つの群を想定した (第

84・ 85図 )。

A群は東西方向のもので、真北より約60～80度西に傾 く。切り合い関係から見て、一番古い。

濤幅は19～42cm(平均28cm)、 深さは6～13cm(平均 9硼)である。

B群は南北方向のもので、真北から約10～20度東に傾 く。切り合い関係から見て、中間に位

置する。また竪穴住居跡より古いものと、新しいものとを含んでおり、さらに時期は細分され

第12表  5層 上面の小溝状遺構群計測表
番号 群 幅 深 さ 土 色 土

″
陛 番号 群 幅 深 さ 土  色 ・ 土  性

33 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 73 C 10 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト
D 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト A 8 暗褐色 10YR3/3 シルト
C にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 75 B 8 褐色 10YR4/4 シル ト
D 8 褐色 10YR4/4 シ,レ ト B 11 暗褐色 10YR3/4 ンフレト

D にぶい黄褐色 10YR4/3 ンルト 77 B 9 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト
C 11 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト D 7 褐色 10YR4/4 シアレト

C tl にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト D 6 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト

C 8 イこぶヤゝ黄褐色 10YR4/3 シアレト D にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト
41 14 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト D 6 褐色 10YR4/4 シル ト
42 10 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト D 7 褐色  10YR4/4 シル ト

12 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト D 27 にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト
44 C 37 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト A 9 (不明 )

45 6 にぶい黄穏色 10YR4/3 ンル ト A 10 暗褐色 10YR3/3 シルト
C 11 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト C 11 不明 )

47 C 8 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト D 11 不明 )

C 10 褐色 10YR4/4 シルト D 11 不明 )

A 褐色 10YR4/4 シル ト B 9 不明 )

50 C にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト A 12 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト
51 B 31

35

38

11

17

30

褐色 10YR4/4 シル ト
SI内
SI】ヒ

A 6 不明 )

A 12 暗褐色 10YR3/3 ンル ト
A 12 褐色 10YR4/4 シル ト

B 39

33

36

26

9

10

26

8

褐色 10YR4/4 粘土質シル ト
SI内
SI】ヒ

北端

B にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト
B 禍色 10YR4/4 シアレト

10 (不明 )

A 6 (不明 )

C 褐色 10YR4/4 シルト B 34 8 褐色 10YR4/4 シル ト
A 9 褐色 10YR4/4 シル ト A 6 (不明 )

B 9 にぶい貢褐色 10YR4/3 シル ト A 8 (不明 )

B 11 褐色 10YR4/4 シルト A 12 福色 10YR4/4 シル ト
B 11 暗褐色 10YR3/4 ンル ト A (不明 )

A 9 褐色 10YR4/4 シル ト 35 (不明 )

A 10 暗瑠尉色  10YR3/4 シアレト 8 35 9 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト
C 8 1こぶい黄褐色 10YR4/3 シルト A 10 (不明 )

A 7 暗褐色 10YR3/4 シル ト D 9 (不明 )

C 11 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト D 7 (不明 )

C 9 褐色 10YR4/4 ンル ト C 10 (不明 )

B 11 褐色 10YR4/4 シルト D 7 (不明 )

C 8 髄  10YR4/4 シフレト D 32 ′ (不明 )

D 7 にぶい黄襦色  10YR4/3 シル ト 出 D 34 10 (不明 )

B 37

54

18

32

暗褐色 10YR3/4 シル ト
S II務

阻2 C 6 (不明 )

C 24

30

10

2

(不明 )

SI内 の西半D 27 11 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト
A 暗褐色  10YR3/4 シル ト 6 1不明 )

71 D 27 8 褐色 10YR4/4 シル ト D 7 (不明 )

C 10 にぶい黄施れ  10YR4/3 シル ト

(単位cm)



V Ⅲ区の調査成果

よう。濤幅は18～54cm(平均33cm)、 深さは4～32cm(平均12cm)である。住居跡の堆積土より

掘り込まれる濤は、住居外よりも住居内の方が深くなる。

C群は東西方向のもので、真北より約60～80度西に傾く。切り合い関係から見て、一番新し

い。濤幅は23～ 45cm(平均32cm)、 深さは 2～14cm(平均10cm)で ある。D群はその他のもので

ある。

濤の断面形はU字形をしている。堆積土は基本層 4c層である。出土遺物は、非ロクロ土師

器の不 (内黒)・甕、須恵器奏があるが、いずれも小片である。第86図 1は小濤40出上の上師器

邦である。体部外面に軽い段を持つ。 2は小濤47出上の須恵器甕の口縁部である。他に、劉片

石器と礫石器が出上している。

遺構の所属時期は、検出層位、出土遺物、切り合い関係から、古墳時代後期から奈良時代頃

と考えられる。

ビット (第81～ 83・ 86図、第13表 )

107個のピットが検出された。小濤状遺構群より新しいものと古いものとがある。柱痕跡の検

出されたものはなく、建物跡を構成するかどうか、分析し得なかった。第86図 3は ピット53出

上の須恵器高台邪である。ピット37か らは礫石器、ピット61か らは劉片石器が出上している。

0                        10cm

番号 遺 構 種  類 口径 底径 器高 残存 特 徴 登録

1 小溝No40 土師器不 1/4> 日外 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 体外 :ヘ ラケズリ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理
2 小溝No47 須恵器奏 1/4> 内外 :ロ クロナデ E10

3 須恵器高台然 70 内外 :ロ クロナデ E17

第86図  小溝・ビット出土遺物

6層上面の遺構と遺物

(単位cln)

6層上面からは濤跡 1、 ピットが検出されている。上面の地形は、北東方向にやや下がって

いる。

SD3溝跡 (第87・ 89図 )

A～ D-13～ 15グ リッドに位置する。南北方向に伸び、調査区にはその南端部が位置するよ



7 6層上面の遺構と遺物

第13表  5層 上面のビット計測表

うである。幅2.5～ 4m、 深さは16cm程で底面の傾斜はほとんどない。底面の所々がピット状に

くばんでいる。堆積土は 4層 に分かれ、粘土および粘土質シルトが堆積する。堆積土より非ロ

クロ土師器不 (内黒と非内黒)。 甕の小破片が出土している。

ピット (第87～89図、第14表 )

番号 長径 酪 深さにm) 土  色 ・ 土  性 番号 ミ径 豆径 深 さ (cn) 土  色 ・ 土  性
9 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 褐色 10YR4/4 シル ト

にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 暗褐色 10YR3/3 シル ト
16 9 にぶい黄福色 10YR4/3 シル ト 10 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト

7 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト

70 8 イこぶヤゝ黄褐色 10YR4/3 シアレト 暗褐色 10YR3/4 シル ト
8 掲色 10YR4/4 シル ト 8 にぶい責褐色 10YR4/3 粘土質シル ト
10 褐色 10YR4/4 シル ト 褐色 10YR4/4 シノント

11 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 12 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト

10 にぶい黄梱色 10YR4/6 シルト にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シルト

18 11 褐色 10YR4/4 シルト Ю0 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト

8 褐色 10YR4/4 シルト 48 9 褐色 10YR4/4 シル ト
12 褐色 10YR4/4 シル ト 褐色 10YR4/4 粘土質シアレト

褐色 10YR4/4 シル ト 5 暗褐色 10YR3/3 粘上質シル ト
13 暗褐色 10YR3/4 ンルト 暗褐色  10YR3/3 シル ト

13 灰黄褐色 10YR5/2 シル ト にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト

51 を2 ぶい黄褐色 OYR4/3 シアレト 7 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト
8 にぶい黄褐色 OYR4/3 シアント にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト
11 にぶい貢褐色 OYR4/3 粘土質ンルト 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト

34 14 にぶい黄褐色 OYR4/3 シルト にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト
55 黄褐色 10YR4/3 シル ト にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト

14 黄褐色 OYR5/4 シルト 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト

57 18 9 ぶい黄褐色 OYR4/3 ンルト 112 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト

灰黄褐色 10YR5/2 粘土質シル ト 8 暗褐色 10YR3/3 シル ト
9 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 16 12 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト
10 褐色 10YR4/4 ■7 (不明 )

44 褐色 10YR4/4 シル | 1,1 (不明 )

36 14 にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト 不明 )

褐色 10YR4/4 シル ト 不明 )

1こぶい黄褐色 10YR4/3 シルト 21 不明 )

12 14 褐色 10YR4/4 シルト 14 8 不明 )

67 28 13 褐色 10YR4/4 シル ト 1拓 24 (不明 )

褐色 10YR4/4 粘土質ンル ト 177 9 不明 )

19 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 8 不明 )

24 にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト 9 不明 )

褐色 10YR4/4 シルト 14 不明 )

1こぶい黄褐色 10YR4/3 シアレト 8 不明 )

73 9 暗褐色 10YR3/3 粘土質ンル ト 19 不明 )

にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト (5) 不明 )

(21) 視色 10YR4/4 粘土質シル | 9 不明 )

14 8 褐色 10YR4/4 シル ト 14 不明 )

77 22 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 不明 )

9 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト 不明 )

にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 7 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト
にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト 9 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト
にぶい黄褐色 10YR5/3 粘土質シル ト 7 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト
にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト 17 黒褐色 10YR2/3 シアレト

にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 8 にぶい貢褐色 10YR4/3 シル ト
7 にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 17 黒褐色 10YR2/3 ンル ト
にぶい黄褐色 10YR4/3 粘上質シル ト 12 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト
にぶい黄褐色 10YR4/3 シフレト 7 褐色 10YR4/4 シル ト
にぶい黄褐色 10YR4/3 シル ト 7 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト

にぶい黄褐色 10YR4/3 ンル ト 14 褐色 10YR4/4 粘上質シル ト
1 (11) 暗褐色 10YR3/4 シル ト 15 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質ンル ト

16 褐角 10YR4/4 粘上宵シル ト
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7 6層上面の遺構と遺物

A～ D-9～ 15グ リッドから51個検出された。SD3よ り新しい。柱痕跡の確認されたもの

はない。その中でピット116か ら一括土器が出土している。P l16は B15グ リッドに位置し、113×

80cmの精円形で、壁の一部が張り出している。深さ55側で、底面はくばむ。堆積土上部に縄文

土器の下半部の破片がまとまっていた。88-1は器高の高い深鉢型土器で、胴部がゆるやかに

ぶくらむ。下部には隆帯を巡らし、外面にはLR縄文が施文されている。このピットからは他

に象J片石器が出上している (88-2・ 3)。

小結

SD3は出土遺物から古代の遺構と考えられ、P l16は縄文時代の遺構と考えられる。このこ

とから、 6層上面の遺構は所属時期にかなり幅を持っている。

洗)

9    .  ―聟辞。

分  類 文 様 の 特 徴 登 録

I 深鉢 体上部 :LR紹 文 体下部 :隆線 底 :網代痕 A130

層位 分類 長mm 幅mm たヌmm 重 質 石   材 登  録 層位 分類 長 mal 幅 EIIn 厚mm 重 更 石  材 竪 録

2 堆積上 不定形IB 51 5 12 5 畦質頁岩 Ka174 3 堆積土 不烹形VI 珪質頁岩 Ka173

第88図 ピット116出土遺物
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第89図

6層上面のビット計測表

SD3・ ピット116

層位 土 色 土  ′l■ 備 考

SD3

| 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭を含む

2 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト 酸化鉄・ 炭を含む、 1層上 を斑状に含む
3 黒褐色 10YR3/2 粘上 にぶい黄褐色粘上を斑状に含む

4 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土 酸化鉄を含む

ピット

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 シアレト 酸化鉄・ マンガンを含む

2 褐色 10YR4/4 シフレト 黄褐色細砂・炭・際を含む

3 暗褐色 10YR3/3 シル ト 炭を含む

黒褐色 10YR2/2 粘土質シル ト 炭を多量に含む

5 にぶい黄褐色 10YR4/3 炭 。自色小粒子を含む

番号 長径 短径 深さ (cm) 上 色 土 性 番号 長径 短 径 深 さ lcm) 土 色 土 性

(断面図参照 ) にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シルト
褐色 10YR4/4 粘土質シルト 暗禍色 10YR3/3 粘土質シルト
暗褐色 10YR3/3 粘土質ンルト にぶい黄褐色 10YR4/3 ンルト
褐色 10YR4/4 ンルト にぶい黄褐色 loYR4/8 粘上質シルト
褐色 10YR4/4 ンルト 暗褐色 10YR3/3 ンルト
褐色 10Y黒 4/4 粘土質シル 褐色 ユOYR4/4 シルト
禍色 10YR4/4 粘上質シル にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シルト
褐色 10YR4/4 シル ト にぶい黄褐色 IOYR4/3 粘土質シル
褐色 10YR4/4 粘上質ンルト 褐色 10YR4/4 粘上質ンルト
にぶい黄褐色 loYR5/3 粘上質ンルト 褐色 loYR4/4 粘上質シルト
にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シルト 褐色 10YR4/4 粘土質ンル ト
褐色 iOYR4/4 粘土質シルト 暗褐色 10YR3/3 粘上質シル ト
褐色 10YR4/4 粘上質ンルト にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シルト
にぶい黄褐色 10YR4/3 粘上質ンルト 暗褐色 10YR3/3 粘土質シルト
褐色 10YR4/4 粘上質シルト にぶい黄褐色 10YR4/3 シルト
褐色 ユoYR4/4 ンルト にぶい黄褐色 10YR4/3 粘上質シルト
褐色 iOYR4/4 シル ト 暗褐色 10YR3/4 シル ト
掲色 10YR4/4 粘土質ンルト 髄  10YR4/4 シルト
褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 縄色 10YR4/4 粘土質シルト
褐色 10YR4/4 粘上質シルト 褐色 10YR4/4 シル ト
にぶい黄褐色 10YR4/8 粘土質シルト にぶい黄禍色 10YR4/3 粘土質シルト
福色 ,OYR4/4 粘土質シル ト 黄福色 10YR4/4 粘上質シル
におい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シルト
暗褐色 10YR3/3 ングレト 褐色 10YR4/4 粘土質シルト
褐色 10YR4/4 粘土質シルト にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト
褐色 10YR4/4 粘土/●fン ル 褐色 10YR4/4 粘土質シルト
格色 iOYR4/4 粘土質シル ト 褐色 10YR4/4 粘土質ンル ト



9 8層上面の遺構と遺物

7層上面の遺構と遺物

7層上面からは土坑が 1基検出された (第90図 )。 S K23土坑はA・ B-17グ リッドに位置す

る。一部を欠くが、155× 110cmの楕円形で、深さ20cm、 底面は北側がやや高い。堆積土は 4層

に分かれ、粘土質シルトが主体である。出土遺物はないが、検出層位から縄文時代の遺構 と考

えられる。
七V  A a.  4μ

o                                      2m

第90図

8層上面の遺構 と遺物

S K23土抗

8層上面からは竪穴遺構 1、 土坑 1、 ピットが検出されている (第91図 )。

S13竪穴遺構 (第91・ 93図 )

A・ B―■グリッドに位置する。調査区壁際にあり全形不明だが、2.2m四方の方形 と見られ

る。深さは30cm程で、壁の傾斜はゆるやかである。堆積土は暗褐色 (7.5YR3/4)粘上である。

底面に施設はなく、堆積土と底面の境も明瞭でなかったので人為的なものかどうか疑間である

が、堆積土から多くの上器や石器が出上している(93図 )。 1は深鉢型土器の口縁部で、隆線に

より文様が区画され、隆線の一部が鎖状になる。 2は網目状撚糸文が施文される。石器は石鏃

(5)、 石錐 (6)、 不定形石器 (7・ 8)、 礫石器 (3・ 4)、 剣片がある。

S K26土坑 (第92図 )

BoC-15。 16グリッドに位置する。長さ100cm、 幅55cmの不整形で、東半がピット状に深く

なり、深さ40cmで ある。

ビット (第 91・ 93図 。第15表 )

A～C-11～14グ リッドより15個検出されている。柱痕跡は確認されなかった。

層位 土 色 土              

′
陛 備 考

1 暗褐色     10YR3/4 粘上質 シル ト 明黄褐色細砂・ 炭 を含 む

2 褐色     10YR4/4 粘土質 シル ト 明黄褐色細砂・ 焼土 を含 む

3 にぶ い黄褐色  10YR5/4 粘上質 シル ト 明責褐色 ffB砂・ 炭 を含 む

責褐色     10YR5/8 ングレト



V Ⅲ区の調査成果

第15表 8層上面のビット計測表
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番号 長径 短径 深さ(cm) 土 色 土 性 番号 長径 短径 上 上 性

にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シルト にない黄褐色 10YR5/4 粘土質シルト
褐色 10YR4/4 粘主質ンルト 褐色 10YR4/4 粘士
によい黄褐色 iOYRS/4 粘土質シルト にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土

黄灰色 2 5YR4/1 粘土23 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘土

によい黄掲色 10YR5/4 粘土 にぶい黄褐色 iOYR4/3 粘土
にぶい黄褐色 10YR4/8 粘土 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト
褐色 iOYR4/4 粘土質ンルト 暗掲色 10YR3/3 粘土質シルト
によい黄褐色 10YR5/4 粘土 射

第91図  8層 上面の遺構



9 8層上面の遺構と遺物

∧

層 位 土 色 土   '陛 備 考

l 褐色    7 5YR4/4 シル ト 炭・ 籍 土 を含 む

2 褐色    10YR4/6 シル ト をわず か に含 む

3 責褐 色   10YR5/6 粘 ■ 督 シル ト 土をわずかに含む

4 明 音 褐 角  10YR6/8 粘 土 質 シル ト

責 橋 色   10YR5/8 粘 土 質 シル ト

第92図   S K26土抗

30

0                        10Cm

①
ａ
国

①

遺構 分類 特 徴 権合 登録 遺構 分類 特 徴 登録

1 S13 深鉢 隆線、刺突、 RL縄文、沈線 1 A246 2 S13 深鉢 網目状撚糸文 R A222

遺構 分   類 長cm 幅cln 厚cm 重 質 石 材 登録 遺構 分  類 長cm 幅cm 厚cm 重 Я 石  材 登録

S13 7類  凹 +敲 27 安山岩 Kcl17 4 P212 IB類  凹浅 55 29 安山岩 Kc75

4o                  5cm
L=コ==========」 (%)

遺構 分  類 長mr 幅mm 厚 mm 重 営 石 材 登 録 遺構 分  類 長mm 幅mm 厚 In d 重 g 石 材 登 録

5 S13 石鏃 IA 10 珪質頁岩 Ka41 7 S13 不定形石器 IA 15 0 164 75 1 7 黒曜岩 Ka44

6 S13 石錐 17 0 62 19 瑳質貢岩 Ka42 8 S13 不宇形石器 IB 44 6 12 3 珪質買岩 Ka43

第93図  Si3出 土遺物
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V Ⅲ区の調査成果

10 9a層上面の遺構と遺物

縄文時代後期の遺物包含層の上面から、土坑 3、 埋設土器 1、 ピット8が検出されている(第

94図 )。

SK8土坑 (第 95～97図 )

A・ B-7・ 8グ リッドに位置する。150× 110cmの楕円形で、深さは40cmである。堆積土は

5層 に分かれ、上層は乱れている。堆積土中より多くの遺物が出上している(第96・ 97図 )。 96-

1は底部から直線的に外傾し、口縁部が屈曲する器形の深鉢である。 4単位の突起を持ち、突

起と頸部が環状につながる。体部にはワラビ手文と蛇行沈線文が施される。 2は体部がぶくら

み口縁部がのびる器形と考えられる。97-1は石錐の基部で、端部を欠く。2は不定形石器で、

剣片の周縁全体に二次加工が施される。他に象J片が出上している。

SK9土坑 (第95図 )

B・ C-3・ 4グ リッドに位置する。南部が調査区外であるが、長さ250cm以上、幅140cmの

不整形の上坑である。底面には、凹凸がある。堆積土は 1層である。底面から磨製石斧が出土

している (第97図 3)。 石斧は基部を欠くものである。

S Kll土坑 (第95図 )

C-6。 7グ リッドに位置する。80× 55cmの楕円形で、底面は凹凸があり、最深部で20cmで

ある。堆積土は 1層である。

5号埋設土器 (第98図 )

七 8

■     ド 107m

北 7
南lm

酔と109m

0                                      21a

遺 構 層位 土 色 土  性 備 考

SK8

1 褐色 10YR4/4 シル ト 炭・焼土・礫・マンガン粒を含む

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 シル ト 炭・ 焼土・礫をわずかに含む

3 褐色 10YR4/4 シル ト 炭 。焼土・ 礫をわずかに含む

4 暗褐色 10YR3/4 砂質シル ト 炭・焼土・ 礫をわずかに含む

5 褐色 10YR4/4 砂質シル ト 炭 。焼上・ 礫をわずかに含む

SK9 1 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭・酸イ隆失・マンガン粒わずかに含む

SKコ 1 にぶい黄褐色 10YR5/4 炭・ 酸化鉄をわずかに含む

第95図 SK 8。 9・ 11土抗



10 9a層上面の遺溝と遺物

Ocln

遇構 錬 口径cm 底径 器高 特 徴 接合 登録

と SK8堆 深笛E 22 2 34 6 口縁 :突起、橋状把手、刺突 体部 :LR縄文、沈線 0 A47

澄繕 猶 特 徴 接合 登録 遺構 分類 特 徴 接合 登録

2 SK8堆 深鉢C 口 :刺突 回下 :沈線、東U突 0 A296 4 SK8堆 深鉢 L縄文 0 A226

3 SK8堆 /」 形ヽ 口67 底57 高3 5cm A204

第96図 SK8出土土器



V III区 の調査成果

第97図  SK8出 土石器

D-3グ リッドに位置する。正位に据えられている土器であるが、掘 り方は確認できなかっ

た。土器は胴部がぶ くらみ口縁部が外反する器形の鉢型土器である。 3単位の有孔の突起を持

ち、内一つが大きい。頸部には 2個一対の束」突が施され、体部には磨消縄文による文様が描か

れている。

ビット (第99図・第16表 )

A・ B-11・ 12グ リッドで 8個のピットが検出された。いずれも柱痕跡は確認されなかった。

o         50cm
r~               (1/30)

0                          10cm
(1/3)

３

‐ｍ

遺構 分類 長mm 幅mm 厚 mm 重 負 石  務 登  録 遺構 分類 長mm 幅 mm 厚 mm 重 寅 石  材 番  録
1 SK8堆 石 錐 17 5 83 27 珪質買岩 2 SK8堆 不定形 27 6 41 21 瑳質頁岩
遺糖 分類 長mm 幅mm 厚mm 重 宮 石  材 登  録

3 SK9底 磨製石斧 51 27 安山岩 Kc168

分類 ヨ径 底径 器高 特 徴 登録

鉢 180 84 口縁 :突起 3対 体部 :ボ タン状姑付 3対、刺突 3対、沈線、 LR縄文 内面 :底部 を除き炭化物付着 A68

5号埋設土器

109



■ 9b層上面の遺構と遺物

Ah  l    第16表  9a層 上面のビット計測表

― ―
         (1/100)

第99図  9a層 上面のビット

■ 9b層上面の遺構と遺物

9b層 は縄文時代の遺物を多量に包含する層であり、その上面から土坑 1、 埋設土器 3、 配

石 2が検出された (第94図 )。

S K22土坑 (第 100・ 106図 )

A・ B―■グリッドに位置する。 2号配石の東端でやや重なり、配石より古い。径95cmの 円

形で、深さは13cmで ある。堆積土は 2層に分れている。堆積土から、土器片、剣片石器が出土

している。106-5・ 6は石鏃である。 6は未製品と考えられる。

2号埋設土器 (第 100・ 101図 )

B-17グ リッドに位置する。土器がやや斜めに埋設されている。上器は (101-1)器高の高

い粗製の深鉢型土器である。体部全体にLR縄文が施文されている。また、土器内堆積土中か

ら不定形石器が出上している (101-4)。

3号埋設土器 (第 100・ 101図 )

B-16グ リッドに位置する。土器がやや斜めに埋設されている。土器は (101-2)深鉢型土

器で、外面全体に網目状撚糸文が施文されている。

4号埋設土器 (第 100・ 101図 )

B―■グリッドに位置する。土器の上半分がやや斜めに埋設されている。土器は (101-3)

深鉢型土器の上半部で、外面にはLR縄文が施文されている。また、土器内堆積土の最上部よ

り、磨製石斧が出上している (101-5)。 石斧は基部を欠き、表面に敲打痕が残る。

2号配石遺構 (第102・ 103・ 106～108図 )

A・ B―■グリッドに位置する。全体で 2× 3mの範囲に礫が分布し、特に一辺1.8mの三

番号 長径 短径 深さ(cm) 番 号 長径 短径 深さ (cm)

2 3 7

4 9

5 9

2 6 3



V III区 の調査成果

角形状に礫が集中する。礫の大きさは長さ10～60cmで あり、平らに分布している。配石の下部

に掘 り込みは認められなかった。配石周辺からは土器、剣片石器が出土し、配石には礫石器が

用いられている。103-1～ 3は出土土器である。 2は 口縁部に横長の刺突が施される。106-

7・ 8は石鏃である。107-1～ 6・ 108-1～ 3は礫石器で、大型の礫 も使われている。107-

6は縦長の礫の片端に剰離痕があり、タタキ石として用いられたものであろう。108-3は板状

の安山岩片に二次加工を施しており、打製石斧の可能性がある。

3号配石遺構 (第 102～ 106・ 108図 )

A-10グ リッドの調査区壁際に位置する。1.4m四方の範囲に20～35cmの礫が集中している。

また礫のレベル差は最大で約90cmあ る。土層の観察より、配石構築後で 8層堆積以前の倒木痕

によって壊されており、本来の形状は不明である。配石の下部に掘 り込みは認められなかった。

配石周辺から土器、まJ片石器が出土し、配石には礫石器が用いられている。上器は沈線文を主

とするもの (103-4～ 6・ 104-2)、 隆線を用いるもの (104-1・ 3・ 4)、 地文のみのもの

などがある。土製円盤が 1点出上している (106-4)。 剣片石器は、尖頭器 (106-9)、 石錐

(10)、 不定形石器 (lⅢ 12)、 両極剣離痕を持つ剣片 (13)があり、礫石器は凹石 (108-3)、 磨製

石斧 (108-4)が出土している。

10 7rn

4号埋設土器 士難缶

＼＼   ャ

ドЮ3m

10 4rn

為 麟生107m

遺槽 層位 土 色 土  性 備 考

S K22
1 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質 シル ト 炭 を含む

2 灰責褐色  10YR4/2 粘土質シルト 炭を含む

2号埋設

l 掲色 10YR4/4 粘土

2 暗褐色 10YR3/4 粘土

3 暗褐色  10YR3/3 粘土

4 褐色 10YR4/4 粘土

3号埋設

1 黒褐色 7 5YR3/2 粘土質 シル ト

2 褐色 7 5YR4/3 粘土質シルト

3 黒褐色 7 5YR3/2 粘土質シルト

4号埋設

1 褐色 10YR4/4 粘土質 シル ト 炭を多量に合む

2 暗褐色 10YR3/3 粘土質シルト 炭を多量に合む

3 にぶい責褐色 10YR5/4 粘土質シルト 炭わずか、黒褐色上プロック含む

第100図 S K22・ 2～ 4号埋設土器



11 9b層上面の遺構と遺物

金

Φ

4

桟)

0                   10Cm
(1/4)

0        5 cm
l―――
「
――マ~~イ~~イ~~→

(1/3)

還 僑 分類 口径cm 底径 器高 特 徴 賢録 遺棧 分類 回径 cm 器高 特 徴 登録

1 2埋設 架鉢G 12 0 45 0 L縄文、蛇行沈線 A3 3 4埋設 深鉢G 27 1 27 8 LR縄文、結節回転 A12

2 3埋詔 深鉢G 99 32 2 網 目状撚糸文 R A7

遺構 分類 長m藉 幅剛 厚 m 重 質 石  材 登録 遺構 分類 長mm 幅mm 厚mm 重 g 石   材 登録

2埋設 下定形IA 137 玉髄 Ka276 5 4埋殷 磨製石斧 60 25 角閑石埼差 Kc166

第101図   2～ 4号埋設土器



V Ⅲ区の調査成果

■All

＼2号配石

3号配石

＼

ω

篭
＞ぁ

ё
七 10

2号配石とS K22土坑(1/60)

七 10

e

十A10
南2m

第102図 2・ 3号配石

0                                           1in

L===コに工=士=Eユ=工=E」 (1/30)



11 9b層上面の遺構と遺物

0                       10cm

澄 餞 分類 特 徴 接合 登録 遺構 分類 特 徴 接 合 登録

1

号

石

２

配

深鉢 R撚糸文 2 A249
号

石

３

配

深鉢B 突起、網目状撚糸文 R、 沈線 0 A256
2 深鉢G 東じ突、 RLR縄 文 0 A254 5 深鉢F R撚糸文、刺突、沈線 6 A258
3 L縄文 0 A250 6 深鉢C 沈線、 LR編支 2

第103図  配石出土遺物 (1)



V Ш区の調査成果

爛

0                        10Cln

却

Ｖ

皮
遺構 分類 特 徴 接合 登  録 遺構 分類 特 徴 接 合 登  録
3配石 深鉢A 底10&m、 沈線、隆線、LR縄文 0 3配石 深鉢F (3と 同一個体)

3配石 R撚糸文、沈線 A259 3配石 RLR縄文、結節 0 A255
3 3配石 波状口縁、隆線、刺突、 LR穐文、結節 A257

第104図  配石出土遺物 (2)



■ 9b層 上面の遺構と遺物

呪 )

ぶ

0                       10Cm
(1/3)

,irⅢ
―

|,,11

通 構 分類 特 徴 接合 登 録 通 構 頻 特 徴 接合 登  録

3配石 LR縄文 3配石 深鉢F R撚糸文

3配石 底13 3cm、 隆線、LR縄文 3配石 深鉢 隆線、沈線、LR縄文
3配石 深鉢 R撚糸文、106-3と 同一個体 3配石 深鉢G R撚糸文 0 A262

3配石 深鉢 網目状撚糸文 R 3配石 網代痕→ナデ

第105図  配石出土遺物 (3)
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ゝ

遺構 分類 特 徴 登  録 選構 分類 特 徴 登  録
I 3配石 深鉢 RL縄文、沈線 A77 3 3配石 深鉢 R撚糸文、木棄痕 A75
2 3配石 深鉢 沈線、lly代痩→ナデ A73 4 3配石 土製円盤 36× 39× 9am 15後  とR縄文 ?
遺構 分類 長 mm 幅 mm 厚dm 重 宜 石  材 登  録 遺構 分類 →藍mm 幅mm 厚剛 重 質 石  材 登 録

5 S K22 石鋲 A 187 13 8 35 玉髄 Ka78 10 3配石 石錐 13 2 17 瑳質頁岩 Ka184
6 S K22 石鏃 14 8 50 10 黒曜岩 Ka77 11 3配石 不定形IC 11 3 瑳質頁岩 Ka185
7 2配石 石鏃 24 8 10 3 珪質買岩 Ka210 12 3配石 不定形VI 24 4 10 4 瑳質買岩 Ka186
8 2配石 石鏃 珪質頁岩 Ka209 13 3配石 両極剣離 25 0 90 珪質頁岩 Ka188
9 3配石 尖頭器 珪質頁岩 Ka183

第106図  配石出土遺物 (4)
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V III区の調査成果

必渉{

4

Ｒ
観

饉
飴
Ⅷ

3のみ

0          10Cm
(1/4)

0                          1oOm

遺構 分  類 長cm 幅cm 厚cm 重 g 石材 特 徴 登録

107-1 2配石 lB類 凹浅 3480 安山培 1面 Kc77

107-2 2配石 lB類 凹浅 62 安山岩 1面 Kc72

107-3 2配石 9類  磨 25 5 60 4150 安山岩 1面 Kc160

107-4 2配石 2類 凹十磨 11 3 53 花蘭閃緑岩 2面 Kc21

107-5 2配石 2類 凹十磨 64 安山岩 片面に凹み、片面に磨面 Kc31

107-6 2配石 13類 敲 86 47 23 石英安山岩 長軸端部に剣離あり Kc178

108-1 2配石 2類 凹十磨 10 1 42 安山岩 2面 Kc19

108-2 2配石 9類  磨 21 5 19 5 13 0 砂岩 1面 Kc12

108-3 3配石 2類 凹十磨 花蘭閃緑岩 2面 Kc16

108-4 3配石 暦製石斧 59 27 頁岩 刃部欠損、基部に敲打痕残る Kc165

108-5 2配石 打製石斧 98 20 安山岩 末製品か ? Kc182

第108図 配石出土遺物 (6)



12 10層 上面の遺構と遺物

12 10層上面の遺構と遺物

遺物包含層除去後の面より、竪穴住居跡 1、 土坑28、 埋設土器 1、 ピット13、 性格不明遺構

1が検出されている。10層上面の地形は西半部は標高10.35mで ほぼ平坦であるが、14グ リッド

より東は低くなり、東端部で標高9.69mであり、調査区の両端で約60側の高低差がある (第94

図)。

S14住居跡 (第 109～ 113図 )

遺構 (第 109図) BoC-1・ 2グ リッドに位置する。 S K16・ 17よ り古い。径約4.2mの円

形である。壁高は30～ 40硼である。堆積土は4層に分かれ、 1～ 3層 は全体に分布し、 4層 は

壁際に堆積する。 1・ 2層は基本層 9層 と考えられる。 3層が床面のほぼ全体を覆う。 4層中

には焼上が多量に混じる部分があつた。堆積状況は自然堆積と考えられる。床面は基本層11層

をそのまま床としており、平坦であるが軟らかである。床面中央から南東寄りに石囲炉がある。

80cm× 65cmの楕円形に礫を配置しており、炉内部と礫は焼けて赤変している。炉の掘り方は、

120× 80cmの楕円形である。ピットは26個検出された。Plを除く25個のピット柱穴がそれに関

連するものと考えられる。壁際には20個のピットが規則的に巡っており、そのうち数個は壁の

方向に向かい斜めに掘り込まれている。南壁際にあるPlは、80× 70cmの楕円形で、深さ10cm

で皿状にくばんでいる。堆積土中に炭化物・粘上が混じる。

遺物 (第 110～ 113図) 上器 (110図 ) 1・ 6は 4層の遺物である。 1は深鉢型土器の上半部

で、 3単位の小突起を持つ。体部には網目状撚糸文の地文の上に不規則な沈線文が描かれてい

る。 3は 2・ 3層の遺物で、突起を持つ深鉢片である。突起から鎖状隆線が垂下する。 2・ 4・

5は 2層の遺物で、 2は突起、 4・ 5は重型の上器かと考えられる。他に土製円盤 (8)が出土

している。 剣片石器 (第 111図) 2は 4層出上の不定形石器である。縦長の剰片の両側縁に

連続する二次加工が施されている。 1・ 3・ 5・ 6は 3層出土である。 4は 2層出上の両極剣

離痕を持つ象J片である。他に象」片が出上している。 礫石器 (第 111～ 113図) 111-7・ 8、

112-1は床面出上のもので、 7・ 8に は磨面、 1には凹痕が認められる。 8は磨面の中央が濤

状にくばむ。113-1は ピット出土で、大型の礫の上面と側面に磨面がある。112-2～ 4は炉

に用いられていた礫石器である。他に堆積土より凹み石 (113-2～ 5。 7)、 礫の破片 (6)が

出上している。

小結 住居堆積上の最上層に基本層 9層が存在することから、 9層堆積時には住居が廃絶され

ていたことが分かる。しかし、その下の堆積± 3・ 4層出土遺物の特徴は後述する遺物包含層

(9層)の遺物よりも古い要素は認められないことから、住居の時期は、包含層の形成時より
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V III区 の調査成果

0                                  2rn
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          (1/60)

岸 102m

中
0紆
30

S14ビ ット計測表    伸位cnl)
土色台:裾雲し響瀦生OYRV4

名

Σ

10 3rn

Ｌ
‐

層位 土 上  性 備 考

黄褐色 10YR5/6 砂質シルト 基本層 8層

掲色 10YR4/4 粘土質ンルⅢ 炭を多量に含む

暗褐色 10YR3/3 粘土質ンル 炭を多量に含む

にぶい黄褐色 10YR4/3 i」7質ンルト

にぶい黄褐色 loYR4/3 砂 径 5 cII程 の礫を含む

にぶい寅褐色 10YR4/3 砂質シルト 炭 砂を少量合も
暗掲色 10VR3/3 粘土質ンルト 炭を少量含と、一部に携■を含む

縄色 10YR4/4 砂質シルⅢ 炭を少畳含む

暗縄色 IOYR3/4 炭 砂を含む
暗褐色 10YR3/9 粘土 にぶい黄褐色港土塊を含む

炉

褐色 10YR4/4 砂質シル 炭を含む

にぶい責褐色 loYR5/4 砂質シルト 炭・焼上を含む

にぶい黄褐色 10YR5/4 砂資シルト 炭を含む(炉の掘り方)

暗赤褐色 5 YR3/4 砂 際を含む 続けている(炉の掘,方 )

S14土層観察表

A
3

粘土 質 シル ト

B 粘上質 シル ト

8

A I

砂質 シル ト

13 A I

A 粘土質 シル ト

14 9

第109図 S14住 居跡



12 10層 上面の遺構 と遺物

絲

0              10Cm

層位 分類 特 徴 接合 登録 層位 頒 特 徴 接合 登録

1 4層 深鉢 D 突起、網目状撚糸文 R、 沈線 2 5 2層 一璽 隆線、沈線、 4と 同一個体 0 A223

2 2層 深鉢 突起、有孔 0 A223 6 4層 深鉢 網 目状撚糸文 0 A221

3 3層 深鉢 C 突起、隆線、刺突、網目状撚糸文 A224 7 2層 深鉢 網目状撚糸 R 0 A245

4 1層 壷 ? 隆線、沈線 0 A223 8 3層 土黎円解 38× 38× 6 3HI1 11 6g 縄文、結節

第110図 Si4出土遺物 (1)
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第111図   S14出 土遺物 (2)
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層位 分   類 重 更 石  材 登 録 層位 分  類 長 cm 幅cm 厚cm 重 g 登 録

床面 lA類 凹深 砂岩 ビット 9類 磨 安山岩

炉 lB類 凹浅 安山岩 4層 2類 凹十磨 10 0 花側閃緑岩 Kc26

3 炉 9類 磨 安山岩 3層 lA類 凹深

炉 2類 凹十磨 安山岩 Kc62 3層 lB頬 凹浅 113 安山岩 Kcl18

7類 凹十敵 ,岩 ? 2層 ユA類 凹深 安 山岩

2層 礫片 石英安山岩 Kc270

2層 2類  凹十磨 砂岩

S14出土遺物 (3)第112図
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12 10層上面の遺構と遺物

は古いものの縄文後期初頭～前葉の幅の中に位置づけられよう。

S K13土坑 (第■4。 118・ 125図 )

B-5・ 6グ リッドに位置する。径130cmの 円形である。深さは40側で、底面は平坦である。

堆積土は 4層 に分かれ、 1層に大きな礫があり、 2層に炭を多量に含んでいる。堆積土から土

器、劉片、礫石器が出上している。118-1は 1・ 2層出土土器で、突起を持つ口縁部片であり、

日縁部が屈曲し、口縁部外面に二段の刺突が施される。■8-2は大部分の破片は土坑周辺の 9

層出土で、堆積± 2層出土片が接合している。125-1は 2層出上の礫石器である。

S K14土坑 (第 114。 118図 )

C-3グ リッドに位置する。145× 120cmの楕円形である。深さは40cmで、底面は平坦である。

堆積土は5層に分かれ、最上部に炭を多く含む。堆積土から土製円盤 (118-3)、 劉片が出土

している。

S K15上坑 (第 114図 )

C-3・ 4グ リッドに位置する。100× 75cmの精円形である。深さは20cmで、底面は平坦であ

る。堆積土は 4層 に分かれている。

S K16土坑 (第 114図 )

B・ C-2グ リッドに位置し、S14よ り新しいが、平面実測図がなく詳細は不明である。

深さは15cmで、底面は皿状にくばむ。

S K17上坑 (第 114図 )

C-2グ リッドに位置し、S14よ り新しい。110× 78cmの楕円形である。深さは30cmで、す

り鉢状にくばむ。堆積土は3層に分かれている。

S K18土坑 (第 114図 )

B-4・ 5グ リッドに位置する。85× 65cmの精円形である。深さは10cmで、底面は平坦であ

り、中央部に深さ10cmの ピットがある。堆積土は 1層である。

S K19土坑 (第 114図 )

C-4・ 5グ リッドに位置する。85× 70cmの楕円形である。深さは40cmで、壁がオーバーハ

ングしており、いわゆるフラスコ状の上坑である。底面は平坦である。堆積土は 4層 に分かれ

ている。

S K20上坑 (第 114図 )

C-4・ 5グ リッドに位置し、 S K19に隣接する。110× 60cmの精円形である。深さは 5 cmと

浅く、底面は西半に凹凸がある。堆積土は 1層である。

S K21土坑 (第■5。 118。 124・ 125図 )

BoC-6・ 7グ リッドに位置する。SX4と接するが前後関係は不明である。径180cmの 円
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層位 土 色 土   性 備 考

S K13

la 褐色 10YR4/4 砂質シル ト 炭をわずかに含む

lb にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質シル ト 炭を 1laよ り多 く含む
2a 黒褐色 10YR2/2 粘土質シル ト 炭を多量に含む

2b 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 炭を多量に含む

2c 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト 炭をわずかに含む

3b にぶい黄福色 10YR5/3 粘土質シル ト 炭をわずかに含む

にぶい費褐色 10YR4/3 砂質シル ト 炭を多量に含む

S K14

I 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト 炭を多量に、焼土・ 砂を含む

偶色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭を少量含む

3 暗褐色 10YR3/4 粘土質シル ト 炭を少量含む

4 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭をわずかに合む

5 にぶい黄褐色 10YR5/4 砂

S K15

, 暗褐色 10YR3/4 ンル ト 焼土・炭をわずかに含む

2 鶴色 10YR4/4 シル ト 炭をわずかに含む

3 褐色 10YR4/4 粘上質シル ト 炭をわずかにに含む

4 にぶい黄褐色 10YR5/4 砂を多量に含む

S K17

1 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭を少量含む

2 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 径 l cm以 下の際を少量含む

S K18 1 暗褐色 10YR3/4 シル ト 炭をわずかに含む

層位 土 色 土  性 備 考

S K19

褐色 10YR4/4 砂質シル 炭を含む

2 褐色 10YR4/4 砂質シル

にぶい黄褐色  10YR5/4 砂質ンル 炭を少量含む、砂をブロック状に含む

暗褐色 10YR3/4 秒質シル 炭を多量に含む

S K20 褐色 10YR4/4 シル ト 砂・礫を含む

S K24

褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭を多量に、焼土・礫を含む

褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭をわずかに、礫を含む

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト 砂・礫を含む

SK27
1 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト 炭・焼上を含む

2 黒褐色 10YR2/2 シル ト質粘土 炭・焼土を含む

SK35

1 にぶい黄褐色 10YR6/4 砂質シル ト 基本層 8層

2 にぶい責褐色 10YR5/3 粘土質シル ト 炭を少量含む

3 黒褐色 10YR3/2 粘土質シル ト 炭を多量に含む

第■4図 10層上面の遺構 (1)



12 10層 上面の遺構と遺物

形である。深さは100cmで壁の傾斜は急である。底面は平坦である。堆積土は 5層に分かれ、最

下層の 5層に炭化したクルミ殻片が混じっている。SX4は一辺100cmの方形で、深さ40cm、 底
面は凹凸がある。堆積土から土器、剣片石器、剣片、礫石器が出上している。118-4は 2・ 3

層出上で、国縁部が内傾し、隆線が縦に貼付され、四段の刺突が施される。124-1は 2・ 3層

出上の不定形石器で、背面右辺に連続する二次加工が施されている。125-2は 5層出上の磨石

である。SX4か らは凹み石 (125-3)が 出上している。
S K24土坑 (第 114・ 125図 )

B-9グ リッドに位置する。径100cmの不整円形である。深さは20cmで、底面は平坦である。
堆積土は 3層に別れ、最上層に多量に炭が含まれる。堆積土から剣片、礫石器 (125-4)が 出

土している。

S K27土坑 (第 114・ 118・ 124・ 125図 )

A-12グ リッドに位置し、調査区外にのびる。長さHOcm、 幅60cm以上で、楕円形と考えられ

る。深さは25cmで、底面は平坦である。堆積土は 2層 に分れ、炭、焼上が混じっている。底面

には礫が多い。堆積土から土器、剣片石器、礫石器が出上している。118-5は注回土器である。

二対の突起を持つ鉢型土器に短い注口が付く。他に石鏃 (124-2)、 凹み石 (125-5)力 出ゞ土

している。

S K29上坑 (第 115・ 119。 124図 )

S K29～ 31・ 33の 4基は一列に並んでいる。 S K29は B・ C-15グ リッドに位置する。90×

60cmの楕円形である。底面は東側が深く、最深部で35cmで ある。堆積土は 3層 に分かれ、礫が

交じる。堆積土から土器、土製品、剣片石器、剣片が出上している。119-1は S字。C字状の

立体的な装飾が付けられており、中期前半に位置づけられる。■9-4は土製蓋で、環状のつま

みがついていたものと考えられる。124-3は 石錐である。

S K30土坑 (第115。 124。 125図 )

B-15グ リッドに位置する。70× 60cmの楕円形である。深さは38cmで、底面は平坦である。

堆積土は 7層に分かれ、 5層に炭を多量に含む。堆積土から剣片石器、剣片、礫石器が出上し

ている。124-4は不定形石器で、縦長の象」片の両側縁に二次加工が施されている。125-6は

凹み石である。

S K31土坑 (第 115・ 124図 )

B-16グ リッドに位置する。径50cmの不整円形である。深さは30cmで、底面はやや凹凸があ

る。堆積土は4層に分かれ、 4層には礫を多く含む。堆積土から、剣片石器、剣片が出上して

いる。124-5は不定形石器で、背面左辺から端部にかけ連続する二次カロエが施され、端部を尖

らせている。
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層位 土 色 土   性 備 考

S K21

1 暗褐色 10YR3/3 炭・焼上を多量に含む

2 にぶい黄褐色 10YR5/3 粘土質シル ト 炭・焼上 。礫を少量含む

3 にぶい黄褐色  10YR4/3 炭・礫をわずかに含む

褐色 10YR4/4 砂質シル ト 炭・礫を少量含む

5 褐色 10YR4/4 砂 管 シル ト 炭化 したクル ミ殻を含む

S K29
暗褐色 10YR3/3 シアレト 炭 。焼土・襟 を含む

2 褐色 10YR4/4 砂宵シル ト

3 暗褐色  10YR3/4 砂質 ンル ト 炭・礫を含む

S K30

1 黒褐色 10YR3/2 砂管 シル ト 炭・礫 を含む

2 褐色  10YR4/4 細 砂

3 黒褐色 10YR2/3 炭を含む

褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭を含む

5 黒褐色 10YR2/3 粘上管シル ト 炭を多量に含む

6 褐色 10YR4/6 ンル ト

黒褐色  10YR2/3 粘土管シル ト 炭を含む

S K31

1 黒褐色 10YR2/3 粘土質シル ト

2 黒褐色  10YR3/2 粘土質シル ト 炭の層を含む

3 暗福色 10YR3/4 粘上質シル ト 炭をわずかに含む

4 褐色 10YR4/4 礫を含む

S K32
1 贈福色 10YR3/3 シアレト 炭を多量に含む

2 にぶい黄褐色 10YR5/4

S K33

1 黒褐色 10YR2/3 粘土質シル ト 炭を多量に、焼上を含む

2 にぶい黄褐色 10YR5/4 炭を少量含む

3 黄褐色 10YR5/6 炭をわずかに含む

S K36

1 暗褐色 10YR3/3 粘土質シル ト 炭を多量に含む

2 褐色 7 5YR4/4 細砂 礫を含む

3 褐色 7 5YR4/3 砂質ンル ト 炭を含む

4 褐色 7 5YR4/3 砂質ンル ト 成を多量に含む

S K39

1 暗褐色 10YR3/3 シル ト 炭を多量に含む、礫を含む

2 褐色 10YR4/4 砂質 シル ト

3 暗褐色  10YR3/4 砂質シル ト 礫を含む

S K40 1 暗褐色 10YR3/3 粘 土質 シル ト 炭を多量に含む

第115図 10層上面の遺構 (2)



12 10層上面の遺構と遺物

S K32土坑 (第 115・ 119図 )

B・ C-16グ リッドに位置する。60× 50側の精円形である。深さは20cmで、すり鉢状にくば

む。堆積土は 2層 に分かれ、 1層 に炭を多く含む。堆積土から土器、剣片石器が出土している。

119-5は 外面に撚糸文が施文される深鉢である。

S K33土坑 (第 115図 )

B-16グ リッドに位置する。55× 50cmの方形で、東にわずか張り出す。深さは30cmで、底面

は平坦である。堆積土は 3層 に分かれ、 1層 に炭を多量に含む。

S K34土坑 (第 115・ 119。 124図 )

A・ B-15・ 16グ リッドに位置し、調査区外にのびる。75以上×60硼の精円形ど考えられる。

深さは 5 cmと 浅く、深さ40cmの ピットがある。堆積土は不明である。堆積土から土器・剣片石

器、剣片が出土している。119-6は S K36出 土片と1グ リッドおいたB-17出土片と接合して

いる。124-6は 石鏃で、基部の一部を欠 く。

S K35土坑 (第 114・ 120図 )

B-17グ リッドに位置し、 S K38よ り新しい。90× 80硼の不整三角形である。底面は長軸方

向に下がっており、深さは最大15cmである。堆積土は 3層に分かれ、最下層に炭を多量に含む。

堆積土から土器が出上している。120-1は体部にワラビ手文が描かれる。2は体部上半の外反

する土器で、日縁部は肥厚し沈線が引かれ、体部は長方形の区画が並んで描かれる。

S K36土坑 (第 115。 120・ 124図 )

B・ C-14グ リッドに位置する。70× 50硼の楕円形である。壁は直立に近く、一部はオーバー

ハングしている。深さは45cmで、底面は平坦である。堆積土は4層に分かれ、最下層は炭化物

層である。堆積土から土器、象J片石器、剣片が出上している。120-5は 口縁部に鎖状隆線が貼

付され、その区画内に横長楕円形の沈線文が描かれる。124-7は不定形石器で、横長の剣片の

端部に二次カロエが施されている。

S K38土坑 (第 114・ 120。 121図 )

B-17グ リッドに位置し、 S K35よ り古い。110× 70cmの楕円形である。底面は凹凸わSあ り、

最深部で12cmで ある。堆積土は不明である。堆積土から土器が出上している。120-7は体部下

端に隆線がめぐる。121-1は B-17グ リッド9層出土片が主で、土坑出土片が接合している。

二対の環状把手を持つ深鉢である。口縁部はゆるやかな波状で、日縁外面にC字状の隆線が貼

付される。口縁下部には刻みを持つ隆線が巡 り、体部には」字状。三角形の沈線文が描かれる。

S K39土坑 (第 115図 )

B-14・ 15グ リッドに位置する。60× 50側の不整楕円形である。深さは18cmで、底面は平坦

である。堆積土は 3層 に分かれ、礫を含んでいる。
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層位 土 色 土  性 備 考

S K41

1 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 暗灰黄色粘土ブロックを含む
2 暗褐色  10YR4/3 砂質シル ト 礫 を多 く含む

3 暗褐色 10YR3/4 粘土質ンル ト 炭を含む

にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質シル ト 礫を含む

S K42

1 暗褐色 loYR3/4 粘土質シル ト 炭を多量に含む

2 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭・礫を含む

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 粘土質 ンル ト 砂 を含む

S K43

1 褐色 10YR4/4 砂 礫を多量に含む
2 黒褐色 10YR3/] 砂質シル ト 炭・礫を多量に含む
3 褐色 10YR3/4 砂 礫を含む

黒色 10YR2/ユ 炭化物の層

S K45

1 暗褐色 loYR3/4 粘土質シル ト にぶい黄褐色土ブロックを含む
2 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘上質シル ト 暗褐色土ブロックを含む
3 にぶい美褐色 10YR5/4

S K46

ユ 明黄褐色 10YR6/8 砂質 シル ト 褐色土・ 灰色粘上を含む
2 褐色 10YR4/4 粘土質シル ト 炭を多量に含む
3 にぶい黄褐色 10YR5/4 シフレト 炭を含む

褐色 10YR4/4 砂質シル ト 炭を多量に含む

5 にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質シル ト 炭をわずかに含む
6 褐色 loYR4/4 砂質シル ト 炭を非常に多 く含む

にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質シル ト 炭をわずかに含む

8 にぶい黄橙色 10YR6/4 ンル ト 炭を含む

9 にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質シル ト

1号埋設
褐色 10YR4/4 ンル ト 炭 。砂を含む

2 褐色 7 5YR4/6 粘土質シル ト 炭・焼上を含む

第116図 10層上面の遺構 (3)



12 10層上面の遺構と遺物

S K40土坑 (第 115。 122図 )

B-12・ 13グ リッドに位置する。75× 60cmの 楕円形である。深さは20cmで 、底面は平坦であ

る。堆積土は 1層である。堆積土から土器が出土している。122-1・ 2は突起を持つもので、

隆線が貼付される。

S K41土坑 (第 116・ 123図 )

B-13・ 14グ リッドに位置し、 S K44よ り新 しい。205× 140cmの 精円形である。深さは50cm

で、底面は皿状である。堆積土は 4層に分かれ、礫を含んでいる。堆積土から土器、剣片か出

土している。123-1は大部分が B-11グ リッドの 9b層 から出上しており、土坑出土片が接合

している。口縁部がやや内湾する深鉢型土器で、R撚糸文の地文の上に蛇行沈線文が描かれる。

S K42土坑 (第 116図 )

B-10グ リッドに位置する。径90cmの 円形である。底面はやや凹凸があり、最深部で20cmで

ある。堆積土は 3層 に分かれる。

S K43土坑 (第 116・ 122図 )

BoC-15グ リッドに位置する。径110cmの 円形である。深さは22伽で、底面は皿状である。

堆積土は 4層に分かれ、最下層は炭化物層である。堆積土から土器が出上している (122-4

・ 5)。

S K44土坑 (第■6図 )

B-13グ リッドに位置し、 S K41よ り古い。60以上×50cmの 楕円形 と考えられる。深さは17

cmである。堆積土は不明である。

S K45土坑 (第■6図 。122～126図 )

B-0グ リッドに位置する。125× 110cmの 楕円形である。底面は西に向かい下がってお り、

最深40伽である。堆積土は 3層 に分かれる。堆積土から土器、土製品、剣片石器、剣片、礫石

器が出土している。122-6は撚糸文の施文される深鉢の下半部である。大部分はB-17グ リッ

ド9b層から出土しており、土坑出土片が接合 している。上器片が約50m離れて接合している

例である。123-2は 土製円盤である。124-8は石鏃で基部の一部を欠 く。125-7は 大型の磨

石で、126-1は 凹みと敲打痕を持つ礫石器である。

S K46土坑 (第116・ 124・ 126図 )

B-2グ リッドに位置し、調査区外にのびる。55以上×80cmの楕円形 と考えられる。深さは

60mで、底面は皿状である。堆積土は 7層に分かれ、 6層に多量の炭を含んでいる。堆積土か

ら象J片石器、底面から石皿が出上している。124-9は 不定形石器で、剣片の端部と側縁に二次

加工が施される。126-2は底面出上の石皿である。一部を欠 く。縁辺の一部を敲打している。

底部にある磨面は使用時に擦れた部分であろう。



V III区の調査成果

1号埋設土器 (第116・ 117図 )

B-4グ リッドに位置する。深鉢型土器の下半部が正位に据えられている。上器には網目状
撚糸文が施文されている。

ビット (第■4～ 116・ 123・ 124図、第17表 )

ピットは12個検出されている。柱痕跡は確認されなかった。ピット231か ら土器、剣片石器、

剣片が出上している。123-3は 口縁部が外半し、体部には刺突が施される。124-10は石錐で

ある。

第17表  10層上面のビット計測表
短径 際さ(飩 ) 上 色 土 性 土 色 土 性

褐色 10YR4/4 シ,レ ト
にぶい黄褐色 loYR5/4 秒宵シル ト

褐色 10YR4/4 砂
21 褐色 10YR4/4 砂質シル ト

30 1(30) 11 絶  10YR4/4 秒管シルト 不明 )

8 髄  10YR4/4 砂 232 不明 )

9 福色  10YR4/4 砂管シル ト 233 不明 )

42  1  26 15 褐角 ンル ト 不明 )

30122 砂賃シル ト (不 F

0                          10cln

底 径 特 徴 番 録

深 鉢 10 6ctn 網 目状 撚 糸文  底 :網代 痕 (マ メ ツ ) A72

第117図  1号埋設土器

133



12 10層上面の遺構と遺物

∩
日
Ｕ◎ li'

0                    10clp

2のみ          (1/0

0                           孔Ocln
ヒ=E=王 =工=コ=」==E===工===」 (1/3)

遺 構 分  類 特 徴 接合 登  録 遺  構 分  類 特 徴 接合 登  録
S K132 2 深鉢 E 突起、刺突、 LR縄文、沈線 I区 S K21 深鉢 E 隆線、刺突、沈線
S K132 2 深鉢 B 突起、刺突、 LR縄文 注回上器 突起、LR縄文、内外に炭化物
S K14堆 上製円盤 30× 28X63剛  ■ 倣

第H8図 10層の遺構出土遺物 (1)



V Ⅲ区の調査成果

4

＼

ヒ ■ 望
0                         10cm

選 構 分 類 特 徴 接合 登  録 遺 構 奔 類 特 徴 接合 登  録
S K29ワ 2 深鉢 lB手 (橋状、 S字状 ) S K29堆 露 径10高2 5cn、 つまみall落

S K29堆 網目状撚糸文 R S K32℃ ] 深鉢 G 口206底■ 8高 28cm、 R撚糸文
S K29堆 上製円盤 495× 50× 8m』 23 1g R撚 底 13 1cm

第119図 10層の遺構出土遺物 (2)



12 10層上面の遺構 と遺物

■幹|

|(}

1筆11
・子||'予t iti

:li華肇
(9層 出上の道物)

Ocm

遼 構 分  類 特 接 台 登  録 遺 構 分  類 特 徴 接合 登  録

S K35堆 深鉢B 波状、刺突、沈線、 LR縄文 S K36堆 深鉢 G 突起、降線、束」突、沈線、ミ撚

S K35堆 深鉢 C 口16 0cm、 束」突、沈線、LR縄 A63 B18 L9b 深鉢 G 口20卸、網目状撚糸文 (2+1本 ) A79

3 S K36堆 深鉢 突起、刺突、沈線、LR縄文 深鉢 LR縄文、結節、陸線

S K36堆 突起、刺突、沈線、 LR縄文

第120図 10層の遺構出土遺物 (3)
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12 10層 上面の遺構 と遺物

革i

ヽ       1

! ,'||

0                           10om
~~                  (1/3)

専竜‐浮

遺 構 分 類 徴 接合 登 録 還 構 分  類 特 徴 接合 登  録
S K409 1 深鉢 B 突起、隆線、沈線、胎土橙色 S K43堆 深鉾 底9 2cm、 R撚糸文、網代戻

深Ph B 1と 同一個体、胎土橙色 S K43?4 深鉢 しR縄文 (0段多条)
S K27・ 40 壺 ? 底13cm、 隆線十刻み、LR縄文

内外赤彩 ?

S K459ユ 深鉢 R撚糸文 817 L9bが 主体

138

第122図   10層 の遺構出土遺物 (5)



V Ⅲ区の調査成果

0             10cm
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日
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Ｕ０

遺 構 分  類 徴 接台 登 録 遺 機 分 類 緻 接合 登  録
S K41堆 深鉢日 R撚糸文、沈線 深鉢 隆線、 LR縄文、 3と 同一
S K45堆 上製円鶴 42X45X71u1 175g RL縄 文 底12 6cm

P231 深鉢 B 隆線、刺突、胎上橙色

第123図 10層の遺構出土遺物 (6)
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第125図   10層 の遺構出土遺物 (3)
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V Ⅲ区の調査成果

13 基本層出土遺物

3層 ロクロ土師器甕、非ロクロ土師器邪・甕が出土している。
4a層 ロクロ土輌器高台郵・甕、非ロクロ土師器不・甕、赤焼土器不、須恵器甕が出土して
いる。

4b層 (第 127図) ロクロ土師器不 (127-3)、 非ロクロ土師器郭・甕、赤焼土器不・高台不、
須恵器不・甕が出上している。

4C層 (第 127図 ) ロクロ土師器不・高台不、非ロクロ土師器不 (127-2)・ 甕、赤焼土器高
台皿 (1)、 須恵器不 (4)・ 甕が出土している。

5層 (第 127・ 130図 ) 非ロクロ土師器邪または壷 (127-5)・ 甕、須恵器甕、礫石器 (130-
7・ 8)が出上している。 5は古墳時代前期頃のものかと考えられる。礫石器は凹み石である。

0                       1ocm

番号 層位 地区 種   類 国径 底径 器高 残存 特 徴 登録

ユ 4c層 赤焼土器高台皿 1/2 内外 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り 高台 ful離
2 4c層 A9 土師器邪 1/4> 外 :ヘ ラミガキ 内 :ヘ ラミガキ、黒色処理
3 4b層 土師器郭 I 外 :ロ クロナデ 肉 :ヘ ラミガキ、黒色処理 底 :回転糸切 り D8

4 4c層 須恵器坪 1/4> 時外 :ロ クロナデ

5 5層 A13 土師器不 1/4> 外 :ヨ コナデ、ヘラミガキ 内 :ヨ コナデ、ナデ C36

第127図   4・ 5層出土遺物

6層 (第129～ 131図 ) 非ロクロ土師器甕、縄文土器、石器が出土している。 6層 は上面に縄
文時代の遺構があるので、縄文時代の堆積層と考えられ、古代の遺物については何らかの理由

で混入したものであろう。129-1・ 2は 6層上面の倒木痕から出土しており、本来の所属層位

は不明である。2は胴上部が内傾するもので、口縁部と胴部にそれぞれ三列の刺突文が施され、

その間にスペード状の沈線文が描かれる。130-2は崇」片の上下に敲打痕 (ス クリーン・トーン)

がみられる。他に凹み石 (131-1・ 2)が出土している。

7層 (第129・ 130図 ) 非ロクロ土師器不・甕、縄文土器、石器が出土している。 6層以下は

縄文時代の堆積層であるため、古代の遺物は何らかの理由で混入したものであろう。130-3は

尖頭器、 4は石錐、 5。 6は不定形石器であり、 5は腹面の打面も含めた両側縁に二次加工が

施される。

8層 (第131～ 135図 )縄 文土器、石器が出土している。131-3は 刺突文が二段にわたり施さ



13 基本層出土遺物

れ、129-2に似る。 4・ 7は隆線が施される。 6は鉢型土器の体部かと考えられ、磨消縄文に

よる文様が描かれている。132-3は体部下端に隆線が巡る。第133・ 134図は剣片石器、第135

図は礫石器である。

9層 (第 128・ 136～ 200図) 縄文時代後期初頭の遺物包含層である。この層は調査区全体に分

布する9a層以外は部分的な堆積である。 9a-2層はB-14と C-12の グリッドを結ぶ線か

ら東側が河川の影響のため、北側に傾斜する一部に分布する層であり、 9b層はS14付近と

B-4と C―■のグリッドを結ぶ線から19ラ インまで分布する層である。遺物は各層から出土

しているが、特に炭化物を多量に混入、あるいは炭化物のみの層である9b層から多量に出土

している。その出土状況は層中及び層理面に沿って、一括遺物、大形の破片などが一定の面を

なした状態で、あるいは折り重なった状態で出上している。遺物が特に集中する地点は3箇所

あり (第128図 )、 調査区中央のA地点と東端の北側に傾斜するB地点が特に多く、その間のC

地点がそれに次ぐ。土器は同グリッド内で接合するものがもっとも多く、離れていてもほとん

どが同一集中地点内で接合している。接合の距離については、観察表の「接合」に記載してい

る。同一グリット内の接合を0と し、隣接するグリッドとの接合を 1、 さらにグリッドが離れ

るごとに 2、 3、 4-。 と示した。

剣片石器は剣片も含めて約1000点出土しており、そのうち144点 を図化している。礫石器は約

100点出上しており、そのうち80点を図化している。199-7は蛇紋岩製の大形磨製石斧である。

I区 (41-1)と 78年調査区から同様の石斧が出上している。

10層 (第201～ 203図)縄 文土器、石器が出土している。201-1は注口土器である。二対の突

起を持ち、一つは注口と一体である。器形はソロバン玉状で、体部上半に三角形状の区画がな

され、内部に細沈線が充填される。201-6は 口縁部に隆線が貼付され、直下に角形の刺突が二

段施される。202-1は体部上半に隆線による方形の区画がなされ、202-3は体部下端に隆線

が巡る。203-3～ 8は象J片石器である。礫石器は188-5、 190-6、 195-6、 196-3・ 6、

200-5～ 7である。

土製円盤 (第204～ 206図 ) 7～ 10層から出土しており、 9層からは135点出土している。

1  0  1  ユ  1  2  1  3  1  4  1  5  1  6  1  7 1  8  1  9  1 10 1 11 1 12 1 13 1 14 1 15 1 16 1 17 1 18 1 19 1

第128図   9層の遺物集中地点
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地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 接合 登  録

B・ C15 L6 R撚糸文、沈線、78年 A排 2区 底 14cm、 木葉痕

B・ C15 L6 深鉢 1 口17 4cm、 LR縄 文、刺突、沈線 A38

饉小趨
◇    4

0

:ι A

0                   5 cm

―

―

     (%)

地区・層位 分類 長 mm 幅mm 厚 mm 重 宜 石  材 登 録 地区・層位 分壊 幅mm 厚rm 重 冥 石 材 登  録

珪質頁岩 石鏃 珪質買岩

B・ C15 L6 珪質貢岩 Ka297 C12 石銃 荘資貫岩

珪質頁岩 税形IB 駐質貢岩

第129図   6・ 7層出土遺物
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地区・層位 分類 長硼 幅mm 厚血 重 Я 石 材 登 録 地区・膚位 分類 長 an 幅mm 厚mm 重 8 石  材 登  録
不定形VI 流紋岩 石錐 瑳質貢岩

B・ C15 L6 不足形Vm 差質頁岩 輛影IC 珪質頁岩

尖頭器 珪質頁岩 Ka1605 C6 輌影IB 建質頁岩

地区・層位 分 類 長cn 1癌em )軍cm 重 g 石 窮 登 録 地区・層位 分 類 長 cm 幅cm 涯ユcm 重 富 石 材 登  録
lB 凹浅 Kc205 C15 安山岩

第130図 5・ 6・ 7層出土遺物
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地区・層位 分 類 kcJ 幅 cm 厚 cm 重 g 石  材 登 録 地区・層位 分 類 長cm 幅cI 厚cm 重 g 石  材 登 録

CIユ lB 凹浅 7S 安山岩 B17 ■6 IB 凹浅 安山岩 (c206
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地区・膚位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 態 特 徴 接合 登  録
B・ C10,1l L8 深鉢 LR縄文、刺突 A2硝 B,C Io・■ L3 鉢 とR縄文、沈線
B・ C14 L8 深鉢 隆線、LR縄文 8,C iO・ ■ L8 深鉢 隆線

/1ヽ形 ナデ C10 L8 鉢

第131 図 6・ 8層出土遺物
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0                         10cm
(1/3)

3のみ性_す_―_十到誂)

地区・層位 分類 特 徴 接合 1 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

BO L8 深鉢F 口243 底 9 高24 8tm R撚糸文 0 1 A34 Bo C10。■ L8 深鉢 LR縄文、隆線、内面T部黒変 O A71

A10 L9 深鉢 底■ 2cm 縄文、網代痕 48× 47X10m1 29411 0

第132図   8層出土土器
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地   区 分  類 ξttmm 幅 mal に言mm 重 g 右  材 特 徴 登  録
l B・ C10。 11 石鏃 IA 4 05 珪 質買 岩 Ka252
2 C 4 石 鏃 IA 16 5 04 鉄石 英 K
3 C 石鏃 IA 14 2 37 06 珪質 頁岩 K
4 B 石 鏃 IB 23 4 憲岩 K 378
5 B 2 石 舘 28 8 57 2_7 被 熟 K 385
6 A8 右 鉦 74 32 珪 質 K
7 A lo 石 匙 21_2 95 珪質 頁岩 Ka
8 C12 石匙 II 34 8 27 5 7_5 7 珪質頁 岩 Ka1387
9 B13 不定形 A 27 6 75 珪質 頁岩 Ka1383
B12 不定形 B 20 6 3 1 1 珪 質 頁岩 Ka1391
B12 不足 形 B 46_8 76 珪質 買岩 Ka1388
B16 不 τ 形 B 36 6 92 76 巨尭号 Ka1394
C5 不定形 VI 211 16 5 49 15 珪質頁岩 Ka1397
C12 不定形 IC 36 3 22 51 珪 質 買岩 Ka1399
B12 不定 形 Ⅲ 52 9 95 珪 質頁 岩 Ka1389

第133図 8層出土剣片石器 (1)



13 基本層出土遺物
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地 区 分 類 ξttmm 晰呂mm |〔諸mm 重 g 石  期 特 徴 登  録

1 B12 不 ギ 形 IW 27 8 10 3 74 珪質 頁岩 Ka1390

2 C2,3 不 IV 44 3 25 1 79 駐質 頁岩 Ka1396

8 C6 不定形 Ⅳ 25 5 17 8 59 16 珪 岩 Ka1398

4 Bo C10。 11 不定形Ⅳ 20_6 18_6 5_2 19 舜 Ka253

5 B12 不定形 Ⅳ 33_5 25 2 6 1 52 Ka

6 C14 不定形 Ⅳ 29 5 25 2 75 瑳質買 岩 Ka

7 B12 不定形 Ⅵ 32 8 12 8 珪質 頁岩 Ka

8 B・ C17・ 18 不 τ 形 Ⅵ 35 32_2 13 6 87 珪質 頁岩 Ka

9 A8 剣離 痕 29,8 11 9 10 4 准質買岩 一対 の 面 極 釦1離痕 Ka

B,C10。 11 両極 剣 離痕 32_9 31 3 9_7 9 二対 の両極 剣 離痕 Ka255

第134図 8層出土剣片石器 (2)





13 基本層出土遺物
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地区・層位 分類 特 徴 接合 登  録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録
し 9 祭鉢団 回 :隆線 体 :環状把手 2対 ? CO LR縄文、刺突、沈線

刺突、LR縄文、沈線、口縁内面に東J突 CO 深鉢 沈線、 L撚糸文、結節

第136図  9層 出土土器 (1)



V III区 の調査成果

o                        10cm

地区・層位 分類 特 徴 接 合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接台 登  録

熙鉢G 網目状撚糸文 L、 2と 同一 C5 深鉢 LR縄文、沈線
A9 L9b 深鉢 網目状撚糸文 L、 陸線 A6 L9b 深鉢 RLR縄 文、沈線
C5 深鉢 隆線+沈線十刺突、LR縄文、沈線 口24cm、 波状縁、隆線、刺突

網目状撚糸文 R深鉢 LR縄文、沈線

隆線、胎土倫色 A279 B6 深鉢F 縄文、刺突、沈線

第137図  9層 出土土器 (2)



13 基本層出土遺物
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0              10cm

地区・層位 分類 特 徴 接台 登 録 地区・層位 分類 徴 接合 登 録

L9b 深鉢 突起、LR縄文、沈線 A337 深鉢 縄文 ?、 沈線

しR縄文、沈線 C7 L9 深銘G RL縄 文、沈線

口14底4夕 高10 9cm突 起十把
手、刺突、LR縄文、沈線

深鉢G 突起、刺突、 LR縄文、沈線

底7 4cm、 LR縄文、隆線、橙色

第138図  9層 出土土器 (3)
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地区・層位 分類 特 徴 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

C6 橋状把手 深鉢 LR縄文、隆線

深鉢 沈線、 LR縄文 C6 深鉢 縄文、沈線

しつb 深鉢F LR縄文、沈線 A280 C6 深鉢 縄文、沈線

突起 (有孔)、 沈線、網目撚系文 R C6 L9 深鉢 隆線 0

深鉢 沈線、HJl突 B6 L9 深鉢H 回%帥、RL縄文、原体結東痕 All

深鉢 LR縄文、沈線 深鉢 底7 2cm、 沈線

L8B6 深鉢 LR縄文、沈線、 3・ 6と 同一

第139図  9層 出土土器 (4)



13 基本層出土遺物

地区・層位 分娠 特 徴 接台 彗 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登  録

深鉢 LR縄文、沈線 口17 底 夕 高ユecm、 波状口縁、沈
線、策」突、 LR縄文、下部隆線異形 上面観方形、隆沈線、 L烹 縄文

深鉢 底91御、L縄文、結節、沈線 B7 L0 深鉢 突 IE十 橋状把手、刺突 A416

A7
口15cm、 突起 (内面沈線 )、 隆沈線、

刺突、 LR縄文、胎土橙色
A59

深鉢 突起、孔

B7 L9b 突起、声」突、R撚糸文、沈線 A299

第140図   9層 出土土器 (5)

156



V Ⅲ区の調査成果

0                       10om
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地区・層位 分頬 特 接台 登 録 地区・層位 分類 網 徴 接合 登  録

日33 2cm 突起、鎖状隆線、 LR縄
文、療」突、沈線、円形貼付

B7 深鉢 LR縄文、沈線 A295

R撚糸文、鎖状隆線

C7 L9 口26 底■ 8 高36 4cm、 円形賠付、
L撚糸文、沈線

豆 口12 5cm、 沈線

A3 鉢 底 6 高7 1cm

第141図  9層 出土土器 (6)
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13 基本層出土遺物
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地区・ 層位 分類 特 徴 接合 登  録 地区・層位 分類 特 徴 接台 登 録

L9b 口33 2cm、 突起、孔、沈線、東」突、
LR縄文

沈線

深斜 底 7 6cm、 網目状撚糸文 R

鉢
回15cm、 突起 (上・外に刺突 )、 沈線

刺突、 LR縄文
C8 深鉢 LR縄文、沈線

LR縄文、沈線、逆C字隆線 A268

突起、 R撚糸文、沈線、刺突 A8 L9b 深鉢 LR縄文、沈線
A B8・ 9 L9 R撚糸文、沈線、円形賠付 C8 L9 深鉢 LR縄文、沈線、 7と 同一 A301

第142図   9層 出土土器 (7)



V Ш区の調査成果

尉

0                    10cm
(1/4)

地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

栗鉢ロ
ロワ7 5cn、 突起、逆C字隆線十刺突
網目状撚糸文 R、 沈線

口23 底ユ18 高30釦、LR縄文(0
段多条)、 外面上半に炭化物

口30 6cm、 LR縄文 A93

第143図   9層 出土上器 (8)



13 基本層出土遺物
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地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・ 層位 分類 特 徴 接合 登 録

深鉢 LR縄文、沈線 A266 L9b 深鉢 突起、孔、沈線 0 A309

深鉢C 沈線、刺突 0 A317
A・ B9■O L9b

口20 8cm、 隆線、沈線、LR縄文(0
段多条)、 結節回転とR縄文、声J突 A302

第144図   9層 出土土器 (9)
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V III区 の調査成果

6のみ       監挽)
地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

口276m、 渡状口縁、R撚糸文、刺突、沈線 A48 深鉢 LR縄 文、沈線

栗鉢G 口10 4cm、 LR縄文、沈線 A・ B9 L9 鉢
口25 5cm、 突起 4、 縛伏把手、刺突、

沈線、RL縄文
A・ B9・ 10 L9 深鉢 網目状撚糸文 R、 隆線、沈線 口■ 4 底73 高192卸 、櫛歯状沈線

第145図   9層出土土器 (10)



13 基本層出土遺物
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謙芦辞i鞘1拝

地区・層位 分類 特 徴 接合 登  録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

し9b 深41H
口25 5cm、 突起 (大 4、 小4)
口 :隆線 体 :LR縄文、隆練 C9 L9 深鉢C

突起、沈線、鎖状隆線、LR穐文、
1区 C2出土片と接合

C9 L9 栗鉢F R撚糸文、沈線 A310 A・ B9 L9 深鉢つ 渡頂部に刺突、刺突、RL縄 文、結節

第146図   9層出土土器 (11)



V Ш区の調査成果

移

」iF手 :'■|

Ocm

地区・層位 分類 特 徴 接台 登 録 地区・層位 分類 特 徴 僚合 登 録
C9 L9 隆線、沈線、 LR縄文、結節 A303 C9 L9 壷 底116 高26 9cm、 A103
A10 L9b 深鉢 突起、隆線、沈線、刺突、RL縄文 深鉢 底7 3cm、 R撚糸文、日形貼付、沈線

9 L9b
注 目 環状把手+注目、沈線、LR縄文 A419

L9b 群 G 突起、鎖状隆線、R撚糸文、沈線

第147図 9層出土土器 (12)



13 基本層出土遺物
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地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

深鉢 突起、孔、沈線 C10 L9 栗鉢D 突lB、 孔、沈線、 LR縄文

B iO 霊
・２

線
口

沈

底84 高15 5cm、 LR縄文、 B10 L9 柴鉢A
口21も cm、 波状口縁、隆線、RL縄
文、結節

C iO L9 沈線、 R撚糸文

第148図   9層 出土土器 (13)



V III区 の調査成果

0                         10cm

地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 接台 登 録

口266 底I07 高31帥、波状口縁、
把手、隆線、沈線、LR縄文、胎土
橙色

L9b 隆線、刺突、 LR縄支 A323

深鉢 隆線、束」突、 LR縄文

深鉢 底13 5cIE、 LR縄瞑、隆線、網代戻→ナブ

第149図   9層出土土器 (14)



13 基本層出土遺物
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地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接台 登 録

L9b 深鉢 沈線、刺突、 RL縄 文 L9 壷 LR縄文、沈線、 3～ 5同一個体

波状、沈線、LR縄文 L9b 深鉢C 刺突、 LR縄文、沈線
LR縄文、沈線 深鉢 沈線、網目状撚糸文R(2方 向)

C10 L3 董 LR縄文、沈線 L9b 深鉢

第150図   9層 出土土器 (15)



V III区の調査成果

,

0                         1ocln

地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登  録

突起十把手、孔、刺突、 LR縄文、
沈線

深鉢 LR縄文、沈線、円形貼付
L9b

L9 LR縄文、沈線 底 10fm、 LR縄 文、沈繰
L9b 波状、鎖状陸線、R撚糸、沈線 A336 B 深鉢 R撚糸文、沈線

第151図   9層 出土土器 (16)



13 基本層出土遺物
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4・ 5・ 6    監拷)
地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 僚台 登 録

蓋 隆線、刺突 口16 6cm、 網目状撚糸文 R、 I tt I

3の L9と 接合
来鉢G
口27 5cm、 波状口縁、賠付十剰突、

LR縄文、沈線 回297底 ■ 4 高29 7cm網 目状
撚糸文 R、 底 :網代痕銘 底5 3cm、 LR縄文、沈線
口245底 115高 32 rxm、 LR縄文 A■ 6

第152図   9層出土土器 (17)



V Ⅲ区の調査成果
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(1/3)

地区・層位 分類 特 徴 接合 登  録 地区・層位 分類 特 徴 接 合 登 録

口205 底82 高24cm、 撚糸文 R、
網代痕

L9b LR縄文、結節、沈線 A339

L9 深鉢 A333
B ll・ 12 L9b 深鉢H 口18 1cm、 LR縄文、隆線、胎土橙色 A122 L9b 深鉢 突起、鎖状陸線、沈線、RL縄文
Lつ b 深鉢F LR縄文、円形貼付、沈線 LOb 深鉢 陸線、沈線、刺突 A410
L9b 深鉢 LR縄文、沈線

第153図  9層 出土土器 (18)



13 基本層出土遺物
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昏弓 地区・層位 頒 特 徴 鈴 登 録 地区・層位 妨 特 徴 接合 登  録

L9 深鉢 LR縄文、結節 3 A・ B12 L9b 深鉢 LR縄文、結節、隆線 0 A340

深鉢F 日18伽、LR縄文 0 A213

第154図  9層 出土土器 (19)



V H区 の調査成果

Ⅷ

0             11

番 分類 符 徴

1 B・ C12 L9 鷺鉢H 口20 4cm、 網 目状撚糸文 R、 沈線、東J突 0 A41
2 C12 L9b 深鉢C 国245 属10 高31 4cm、 突起 8、 撚糸R押圧、網目状撚糸文 R、 沈線、補修孔 2 A19

第155図  9層 出土土器 (20)



13 基本層出土遺物
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0                       10cm

分 類 特 室蚤S

1 B・ C12 L9b 深鉢E 口 30cm、 石孔突起 十橋 状把手、刺突 、隆沈繰 、 LR 0 A30
2 C12 L9b 深鉢C 口26 4cln、 突起 +刺突 (突起 内面 に刺突 )、 LR縄 文、 0 A45
C12 L9b 深鉢C 突起 十刺突、沈線、 RL縄 文 0 A R42

第156図  9層 出土土器 (21)
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V Ⅲ区の調査成果

0                         1ocm

哲 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登  録
深鉢 LR縄文→鋭伏隆線・沈線 (剰落 ) B・ C12 L9b 深鉢 RL縄文、陸線、沈線
波状、RLR縄文、隆線、刺突 C13 L9 深鉢 突起、網目状撚糸文、沈線、刺突 A341

C12 L9 波状、隆線、刺突、LR縄文 A338 C13 L9 鉢 有孔突起、刻日、 LR縄文 A421

第157図 9層出土土器 (22)
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第158図  9層 出土土器 (23)



V Ш区の調査成果
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野; 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

突起 (同一個体 )
陸線、 LR縄文、沈線

A429 鉢 LR縄文、沈線

C14 L9b 深盤F R撚糸文、沈線 国2●cm、 突起、隆線、刺突 A32

深鉢E 突漣、刺突、 LR縄文、隆線 縄文、隆線 A359

深鉢 鎖状隆線、刺突、 LR縄文 有孔突起、束」突

A35 深鉢C 口21 5cm、 LR縄文、陸線、刺突

第159図  9層 出土土器 (24)



13 基本層出土遺物

0                          1ocln

地区・ 層位 分類 徴 接合 登  録
1 C15 L9b 深鉢A 小突起 (4単位)、 日 :突起部外に刺突、体 :LR縄文、沈線 日径25cm 2 A26
2 C15 L9b 浜絋G 小突起 (4単位 )、 国 :突 外 :頂部 に刺突、体 :LR縄 文、沈線  口径32 8cm 0 A50

第160図  9層 出土土器 (25)



V Ш区の調査成果
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0                         10cm

地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接台 登 録

深鉢 沈線、刺突 C15 L9 深鉢 縄文、結節、沈線 A352

深鉢 沈線、 LR縄文 C15 深鉢 網目状撚糸文、沈線 0

鉢 突起十把手、LR縄文、沈線、刺突 深鉢 LR縄 文、結節、沈線 A370

深銘 LR縄文、鎖状隆線、沈線 C15 L9b 注 目

第161図  9層 出土土器 (26)



13 基本層出土遺物
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ξ≒ 地区・層位 分類 特 徴 接合 登  録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

C15 注 目
底57 残存高10 9cm R撚 糸文、
沈線、注回脇に小突起

A626
C15 L9b 深鉢G 口27 4cm 網目状撚糸文 R

突起+小孔、陸線、沈線

縦長の連続刺突
C15。 16 L9b 注 ロ

突起 +注 口、沈線、刺突

LR縄文

L9b
深鉢 RL縄文、沈線

第162図   9層 出土土器 (27)



V III区の調査成果
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号 地区・層位 分類 特 接合 登  録 号 地区・層位 分類 特 徴 接台 登 録

B16 L9
口35 Scm、 波状 (4単位)、

LR縄文、沈線、刺突

C16 L9b 突起十注回、沈線、LR縄文 A430

C16 L9b 鉢 突起 +把手、 LR縄文
B16 L9a 深鉢 有孔突起、 LR縄文、沈線 C16 L9a 深鉢 波状、逆 C字状貼付

深鉢G
口188底116高 29 8cm、 LR縄
文、結節、体下部に隆線

第163図   9層 出土土器 (28)



13 基本層出土遺物
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0                         10cm

地区・ 層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

C16 L9
波状、逆C状貼付、隆線、LR縄文 L9b 深鉢 網目状撚糸文 R、 沈線

沈線、刺突 6 深鉢 沈線、剰突

C16・ 17 L9b 聯 F
LR縄文、日形賠付、沈線 3に赤
彩 ?

C16 し9b 深鉢 突起、日形貼付、沈線、 LR縄文 A367

深鉢 縄文、沈線 A362

C16 波状、LR縄文、沈線、束」突 L9 深鉢 LR縄文、沈線 A369

第164図  9層 出土土器 (29)



V III区の調査成果

0              ・     10cm
lの み
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            (1/3)

番号 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 号 地区・層位 分類 特 徴 接合 登  録
回29 2cm、 L撚糸文、沈線 深鉢C 口165 底■ 高27 5cm、 R撚糸文

L9b 深鉢G R撚糸文 A360 C16 L9う 深鉢G 口26 8cm、 R撚糸文

第165図  9層 出土土器 (30)



13 基本層出土遺物
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9層出土土器 (31)

地区・層t‐ 分類 特 徴 接合 登  録

騨 H 口22m、 LR縄文 (0段 4条 )

C16 深鉢 属12cm、 LR縄文

深鉢 底12 1cm、 LR縄文、網代痕

C16 L9b 深鉢G
口333 底15 高43 8cm、 R撚糸文、
木葉戻、内面下部が帯状に黒変

第166図



V Ш区の調査成果

斡 疹
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0                         1ocm

番 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接台 登 録
C16■ 7 L9b 深鉢 口22cm、 LR縄文 (0段 4条 )

深鉢
回333 底15 高43 8cm、 R撚糸文、
木葉戻、内面下部が帯伏に黒変L9 深al 底 12cm、 LR縄文 0

深鉢 底 12 1cm、 LR縄文、網代痕

地区・ 層位 分類 特 徴 接台 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

L9b 口19,底98高 33,cm、 波状 回
縁、C字状貼付、 LR縄文、沈線

A69
L9a 深鉢E 逆C状賠付、LR縄文、沈線
L9b 深鉢 刺突、沈線、とR縄文 A238

深鉢E 突起、LR縄文、刈突、沈線 深鉢 沈線、櫛歯状沈線

突起、 LR縄文、沈線 波状、沈線、刺突 A374
B17 L9b 深鉢G 口18 8cm、 RL縄文、沈線 A156

第167図   9層 出土土器 (32)



13 基本層出土遺物
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地区・層位 分類 特 徴 接 合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録
L9 深鉢 沈線 C17 L9a 鉢 LR縄文、沈線、力」突

B17 L9b 深鉢 RL縄文、沈線 LR縄文、沈線、刺突、赤彩
注目? 突起、 LR縄文、沈線 隆線、R撚糸文、刺突

B17 L9b 豆 ? 把手 C17 L9
注口? LR縄文、沈線、刺突

壷
口146 届56 高16 4cm、 突起 (内
面束」突)、 LR縄文、胎土橙色

B17 L9
B17■S L9b 深鉢 LR縄文、沈線 (横・縦)

第168図  9層出土土器 (33)



V H区 の調査成果
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地区・層位 分類 特 徴 接台 登  録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録
C17 L9b 深鉢A RLR縄 文、結節、沈線

L9b 渡状口縁、刺突、網目状撚糸文 L
C17 L9b 深鉢 LR縄文、沈線、隆線、刺突 A368 沈線、底 :網代痕

B17
深鉢F 網目状撚糸文、刺突、沈線

と9b 口26cm、 網目状撚糸文R A161

L9b

第169図  9層 出土土器 (34)



13 基本層出土遺物
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安

地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

深鉢 底 1つ 4仰、 R撚糸文、網代痕 R撚糸文、沈線

C17 鶏賠G 口25 6cm、 R撚糸文、補修孔

BoC18 L9a2 深鉢F
口274 底117 高さ33 5cm、 突起
5単位、頂部に沈線 L縄文、刺突、
円形貼付、沈線

A70318 L9 深鉢 隆線十亥Iみ、 RL縄文

深鉢 沈線、刺突、LR縄文 A384

第170図  9層 出土土器 (35)
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ー地区・層位 分 類 特 徴 接 合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接 台 登 録
L9b 鉢 突起、LR縄文、沈線、赤彩 突起、網目状撚系文

深鉢 C字状貼付 深鉢 LR縄文、隆線
L9う 鉢 突起、 LR縄文、沈線、束」突 深鉢 LR縄文、隆線、沈線

深鉢G 網目状撚糸文と、陸線 +刺突 深鉢 底10 8cm、 LR縄文、沈線

第171図  9層 出土土器 (36)



13 基本唇出土遺物
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:毛 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

C18 L9b 注 回
口11 底63 高9 1em、 渡状 4単位、
8字賠付、とR縄文、内面赤彩

B18 L9b 深鎌G LR縄文、結節

深鉢 LR縄文、鋭快隆線、沈線、刺突
C13 L9a

陸線、沈線
蓋 径O Scm、 環状把手、隆線

C18 L9b 最大径32‐ cm、 頸 :隆線十刻目十円

形賠付、体 :LR縄文、沈線C18 LOb 注 回 突起十注口、 LR縄文、沈線

第172図  9層 出土土器 (37)
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V 皿区の調査成果

0                         1ocm
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地区・層位 分 類 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録

し10■ 深鉢 LR縄文、刺突 C19

L9b下～L10上
口92 底44 高7 4cm、 沈線、外面
に黒色付着物L9a 深鉢 把手、沈線、束」突

小突起 (上部に凹み)、 隆線、櫛歯状 B6 LO 底 7 cm、 網代痕

沈線 底8 4cln、 網代戻

底 5 8cm、 R撚糸文、木葉痕 底 6 cm、 R撚糸文 ?、 網代痕

第173図  9層 出土土器 (38)



13 基本層出土遺物
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地区・層位 分類 特 徴 接台 登  録 号 地区・層位 分類 特 徴 接含 登 録

L9 底13 8cm、 網代痕 底 8 em、 網代痕 A96
B・ C12 L9b 底 6 7cm、 網代痕、胎土橙色 0 腐 12 5cll、 細代痕 A196
C7 底 12cm、 網代痕

L9b 底13帥、網目状撚糸文R、 制代痕、

絡伏体の圧痕 (長 9 幅0 8cm)底■ 8cm、 網代痕

第174図 9層出土土器 (39)



V Ⅲ区の調査成果
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地区・層位 嬢 特 徴 接合 登  録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録
A7 B L9b 浜盤G 口31c n、 LR縄文 A7 L9b

麟   ( LR縄文、沈線、刺突
L9b 麟 G 網目状撚糸文、鋭伏隆線

L9a 深鉢 LR縄文、沈線、円形貼付 L9b
C15 L9a2 熙鉢F 突運、LR縄文、沈線 0 A244 し9b RL縄文、結節、隆繰、沈線 A350

第175図  9層 出土土器 (40)



13 基本層出土遺物

∧

５

艶

‐０

娃

▼

　

　

　

　

　

Ａ
Ｒ‐

‐‐ｉ

＝

Ы

岬

＝

Ｗ

Ｙ

】◆
　
（愈撫卿嘲
⇔

甥
９
基
飴
嶋

＆
厄
肉
駒
劉

い

終

謡

劃
◆　
鵜

に

２４

用
＝
川
リ
基

◆
遜
２５

代
―――
り饉
◇

L=コ==ェ==正三===」 (2/3)
BIj 区 類 長 Eun 幅 ml 厚 ml 重 g 石  材 特 徴 登 録

1 B5d 9 石 A 11 6 0.5 山石曜塁＾
先端 、両脚端 を欠 く Ka332

B ll 9 石 A 13 8 1_9 黒 曜岩 片脚 を欠 く Ka333
3 B7f 9 石鏃 A 20 7 17,7 6_4

瑳

Ka336
4 B10 9 石 鏃 A 12_8 7 弁 端 を実 く Ka340
5 B12 9 石 鏃 A 13 4 4 ユ Ka327
A5 石 鏃 A 24_1 16 4 4 1 1 珪質 買岩 Ka321

7 A 9 石 邊 A 14 6 37 珪質 買岩 片脚 を欠 く、 ア ス フ ァル ト付 着 Ka325
A 9 石 A 26_4 12 8 07 珪質 頁岩 Ka326

9 B 9 石

`

A 28_2 1 09 珪質 買岩 先端 を欠 く Ka329
B 9a 石 鏃 A 217 12 7 3 0_7 面 RHl″ 貨 ぐ Ka315

11 C b 石 鏃 A 27 1 113 25 片 脚 を欠 く Ka323
B 9 石 鏃 A 23 4 12 黒 曜岩 片脚 を欠 く Ka331

1 B16a 9a2 石 鏃 A 24 3 114 07 珪質 頁 岩 片脚 を欠 く Ka316
A d 9b A 23 5 13 8 珪質 買岩 先端 、片脚 を欠 く Ka322
A 9 石 A 24 6 11_8 黒曜 岩 片脚 を欠 く Ka330
A 9 石 鏃 A 19 6 13_3 32 珪 質 買岩 両脚 を欠 く Ka341

17 B b 9 石 鏃 A 15 6 157 葬 管 百 岩 第端 必と貨 く Ka342
C16a 9a 石 鏃 A 26 9 12 8 07 鉄 石 英 を欠く Ka318
Coe 9 石 鏃 A 21_6 17 1 28 07 瑳 質 頁岩 Ka337
C ll 9 石 鏃 A 18.9 15 3 珪質頁 岩 Ka328
A ll 9 Zξ C A 27_8 16 2 32 瑳質 買岩 両脚 を欠 く Ka334
C16h 石 B 28 7 15 2 2_1 珪質 頁岩 Ka317
B6e 9 石 鏃 B 175 14 珪 質 頁岩 Ka339
A 9 石 鏃 16 6 12.7 3_5 05 玉 鮪 Ka338
B6i 石 鏃 13 1 12_6 黒 階 岩 Ka319

9層出土剣片石器 (1)第176図
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地  区 分 類

尖函器

長 alm 叫三nm 彊昇mm 重 g 石 材 特 徴 登 録

1 All 34 9 26 9 78 珪 質頁岩 Ka365
2 A10 9b 器 22 7 94 珪 質 買岩 Ka350
3 B17C 9b 尖頭器 27 2 24 5 65 41 舜 岩 Ka354
4 C7 9 尖頭 器 22 8 18 5 1 珪 質 夏 岩 Ka364
B12 9 尖頭 器 23 7 14 5 5 珪 質頁 岩 Ka361

6 B6i 尖頭 器 25 5 213 6 珪 質 頁 岩 Ka353
7 B o C15 尖頭 器 211 15 6 9 珪 質 頁 岩 6層 の遺 物
8 C12b 23 5 鉄 石 英 Ka349
B16g 尖 強 器 18 9 9 鉄 石英 Ka348
C12h 尖頭器 23 8 15 6 鉄 石 莫 Ka355

11 A・ B12 9 石 錐 40 5 17 5 72 Ka274
12 B2 9 石 錐 44 5 35 6 珪 質頁 岩 Ka372
13 C ll 石 錐 21 9 16 5 54 16 珪質 頁 岩 Ka320
B17g 石 錐 25 2 20 2 71 27 玉 髄
B19h 石 錐 24 5 珪質 買岩 Ka366
A6 石 錐 32 8 39 5 4 珪 質 頁岩 Ka868

(7は 6層の遺 物 で あ る )
第177図 9層出土剣片石器 (2)
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地  LX 層 位 分  類 歩竜mm 贈彗mm 厚 F ln 重 g 石   材 特 徴 登 録

1 B12 石 錐 珪 質 頁岩 側辺 ツブ レ Ka369
2 ♂(11 9 石 錐 15 5 17 4 49 13 珪 質 頁岩 先端を欠く Ka370
3 B ll 9 石 錐 17 15 1 3 山石曜塁＾

先端 を欠 く Ka360
4 C12 石 匙 47_4 34 3 54 珪 質 買岩 Ka379
5 B10 b 石 72 7 11 7 頁 岩 微細割離痕 あ り Ka380
6 B6g 9 石 48 5 14 3 53 8

7 B6i 9 石 匙 5.5 ミ尭彗 つ まみ部 を欠 く Ka375
8 B6h 9 石 匙 49 8 5 6 珪 質頁 岩 Ka374
9 B6e 9 石 匙 37 6 珪 質頁 岩 Ka378
A5 b 石 討 37 5 31 2 珪 質頁 岩 Ka387

第178図   9層 出土剣片石器 (3)
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地 区 層 位 分 類 うぞmm 中邑mm ,こ註mm 重 g 石 材 特 徴 登  録
C16 石匙 H 55 5 82 85 避 Ka386

2 不 定形 A 27 1 24 9 瑳質 頁岩 Ka121
3 C16 不定形 A 31 8 19_2 62 34 珪質 頁 岩 Ka389
4 B12 9 不 宇 形 A 20 8 15 9 28 珪質 買岩

5 B12' 不 定 形 A 519 34 8 12 2 17 8 珪質 頁岩 Ka351
6 不 定形 A 25 7 16 9 1 5 珪 質 買岩 Ka362
7 B15。 16 不定形 A 27 3 211 51 舜 管 百 岩 Ka346
8 B6g 9 不定 形 A 28 2 23 1 11 1 避 岩 Ka363
9 B15f 不定 形 A 40 4 12 7 153 珪質 頁 岩 Ka347
B llh 9 不定形 A 29 8 193 珪 質 頁岩 Ka358
B5b 9 不 ↑ 形 A 25 7 55 珪 質 頁岩 Ka454
C14a 不 定 形 A 26 2 23 6 84 珪 質 頁岩 Ka352
B7b 不定形 B 54 2 30 6 93 16 4 珪 質 買岩 Ka418

不 定形 B 46 4 32 1 93 18 1 舜 雪 百 岩 Ka388

第179図 9層出土剣片石器 (4)



13 基本層出土遺物
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地 区 層 位 分 類 長 mm 中邑mm た]皿電 重 g 石 材 特 徴 登 録

1 B10b 不定 形 B 67 5 52 5 13 6 避 質 貞岩 Ka417
2 C ll b 不定形 B 59 1 26_2 67 95 珪 質 頁岩 Ka406
3 A7a 不 τ 形 B 24_7 113 45 90 珪 質 頁岩 Ka1768
4 All 9b 不 τ 形 B 86 8 22 2 72 黒 曜岩 Ka41
5 B7h 9 不 定形 B 50 7 5 3 避 質頁 岩 Ka461
6 B16C 9b 不 定形 C 35 8 34 玉 髄 Ka1769
7 A10a 不定 形 B 71 20 4 珪 負 貝 環

珪 質 買 尭

瑳 質 頁 完

Ka384
Bll h 9 不定 形 B 58 6 29 8 11 14 6 Ka451
B7f 9 不 定形 B 51 5 23_5 63 67 Ka377
All d 不 ↑ 形 B 9 128 珪質頁岩 Ka408

第180図 9層出土剣片石器 (5)
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V Ⅲ区の調査成果
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地  送 層 位 分 類 厚 mlm 重 g 石  材 特 徴 登  録
ユ A5 9b 不定形 B 46 6 22 2 58 舜 岩 Ka433
2 B・ C15 6 不定 形 B 56 8 26 1 11 7 147 6層の慣物 Ka281
3 C15g 9a 不 定形 B 28 4 21 5 6 瑳 質頁 を Ka404
4 B17b 9b 不 定形 B 37 2 30 8 54 48 珪質 頁 岩 Ka414
5 A8a 9b 不 定形 B 46 3 27 7 77 珪 質買岩 Ka415
6 C12d 9b 不 ↑ 形 B 42_3 30 5 12 4 珪 質 頁岩 Ka407
7 B16d 不定 形 B 46 4 27 5 11 1 珪 質 頁岩 Ka391
8 B19h 9a 不 定形 B 55 5 311 57 10 7 岩 Ka392
9 B17h 9b 不 定形 C 40 7 27 8 10 3 10 3 Ka412
B17e 9a 不定 形 B 42 7 9 1 10,7 珪 質頁 岩 Ka390

11 B121 9b 不定 形 B 35 4 22 8 6卜 1 珪 質頁 岩 Ka416
C13 9 不 ↑ 形 C 50 7 37 3 7 珪 質買岩 Ka462

(2は 6層 の遺 物 で あ る )

第181図 9層出土剥片石器 (6)
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13 基本層出土遺物

地 区 層 位 分 類 歩竜mm IEmm た≧mm 重 g 石 特 徴 登  録
1 B19d 不定 形 C 43 9 34 8 92 12 5 珪 Ka410
2 A9d 不定 形 C 29 2 25 5 74 珪 Ka409
3 B ll 不 ↑ 形 D 17 8 14 7 4 1 1 2 黒 曜 岩 石飯か ? Ka359
4 B17,18 不 定 形 C 29 3 26 9 56 珪 質 頁 岩 Ka86
5 Alld 9b 不定形 26 2 13 2 4 1 2 珪 質 頁岩
6 B16d 不 定形 26 ユ 25 7 69 43 珪質 買岩 Ka357
7 BoC12・ 13 9 不 定 形 45 8 14 6 57 37 珪質 買岩 Ka436
8 B ll 9b 不 定形 III 29 7 17 7 4 2 25 野 資 夏 岩 Ka422
9 86h 不定 形 Ⅳ 20 2 22 3 79 4 1 珪 質 頁 岩 Ka420
0 B6C 不 ″ 形 I B 30 4 10 3 67 珪 質 頁岩 Ka423
B17d 不 定 形 Ⅳ 26 8 11 1 59 珪 質買 岩 Ka403
B12h 不 定形 Ⅳ 35 3 32 5 11 5 87 荘 質頁 岩

3 CH 9 不 定形 Ⅳ 29 1 16 2 28 珪質 買 岩 Ka437
C lle 不定 形 Ⅳ 31 8 29_5 77 Ka421
B6h 9 不 定 形 Ⅳ 28 9 25 3 63 Ka455
Bo 9 不定 形 Ⅳ 28 4 25 4 61 珪 質 Ka440
B9i 9 不 IV 22 2 17 9 16 珪質頁 岩 Ka438
C17 9a 不定形 Ⅳ 33 4 82 43 珪質 買 岩 Ka395

L=コ==ェ=====E=」 (%)

10
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V III区の調査成果
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ス

地  区 分 類 手ミmm 幅 mm 重 g 石  材 特 徴 登  録
1 B12 不定形 Ⅳ 30 9 28 3 11 1 8_1 頁 岩 Ka439
2 B18h 定 形 Ⅳ 33_5 27 8 72 ツブレ状 Ka394
3 C18e 9a 定 形 V 37 3 29 8 11 6 10 9 珪 質 の加 工 が凹 凸
4 B lo 9 不 定形 VH 46 7 43 7 11 1 19 2 珪質 買岩 Ka442
5 B15。 16 不定形 Ⅵ 51 3 33 3 9 11 4 珪質 頁岩 Ka393
6 B ll 9 不 定形 Ⅵ 58 2 52 3 195 43 3 駐質 頁岩 Ka493
7 代1l d 不 定 形 Ⅵ 53 8 47 8 11 5 218 珪 質 頁 岩 微 細 劉離痕 あ り Ka491
8 B17g 不定 形 Ⅵ 51 1 22 8 9 舜 岩 Ka419
9 C3C 9 不 τ 形 Ⅵ‖ 44 3 13 1 岩 Ka494

9層出土剣片石器 (3)第183図



13 基本層出土遺物
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地  区 層 位 分  類 う竜mm 涯訂mm 重 g 石 材 特 徴 登  録
1 A6 不 定形Ⅵ 53 6 42 7 13 6 22 4 岩 Ka424
2 A6 不定 形 VⅢ 38 4 21 3 珪 質 頁 岩 Ka432
3 B17e 不定 形Ⅵ 37 8 91 75 瑳質 頁 岩 Ka41ユ
4 7i 不定形 ⅥⅡ 25 7 11_3 8 1 珪質 買 岩 Ka489
5 B5C 不 宇 形 Ⅵ‖ 37 8 25 8 10 1 82 珪質 頁 岩 Ka448
6 B6 不 τ 形 Ⅶ 36 1 15 7 7 3 3 珪質 頁 岩 Ka453
7 A12 不 定形 Ⅶ 26 6 22 8 93 珪 化 凝 灰 岩 Ka371
8 B19g 不定形ⅥI 29 9 14 2 62 野 Ka382
9 C17 両極 剣 離 44 5 21 9 11 3 珪 質 頁 岩 一対 の 両 脚 離 雇 Ka381
C6g 9 両極 まり離 45 3 17 9 23 3 珪質 頁 岩 一対 の 間 415劉 離 痕 Ka475
C16i 面 続 割I離 10 4 珪質 頁 岩 二対 の両極 剣 彦 Ka468

9層出土祭U片石器 (9)第184図
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V Ш区の調査成果
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地  区 層 位 分 類 ξ3mm 幅 Hull 擾髯mm 重 g 石  材 特 徴 登 録

ユ A8g 両極 剣 離 36 2 13 9 19 7 珪質 頁 岩 一 対 の両極 劉離 痕 Ka490
2 C12g 両極 剣 離 40 5 33 4 12 15 7 珪質買 岩 一対 の両極 剣離痕 Ka47]
3 C15 異形 石器 35 2 5_5 鉄石 英 Ka498
4 B10 9 不定形 A 37 2 13 1 17 7 離 管 百 Ka452
5 B ll 9 不定形 A 27 9 22 4 Ka443
6 A12 9 不定形 B 42 1 31 1 10 9 珪 質 頁岩 Ka450
7 C5 9 不 ↑ 形 D 15 6 珪 質 頁 岩 破 損 品 τ Ka456
8 A7 9 不 定 形 B 28 ユ 珪 質 買 岩 Ka445
9 A8 9 不 定形 B 74 8 38 1 17 珪 質 頁 岩 Ka444

9層出土剣片石器 (10)第185図



13 基本層出土遺物
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地  送 層 位 分 類 長 nuI 幅 mm 重 g 石  材 特 徴 る  録

1 B9C 不 定形 IB 46 2 38 7 16 1 珪質 買 岩 Ka449

2 B4a 9 不 ↑ 形 IB 35 8 29 6 差質 貢岩 Ka446

C4 不 τ ttJII 27 4 22 1 51 珪 質頁 岩 Ka458

4 A12 不 定形 Ⅳ 20 8 54 珪 質 頁 岩 Ka441

5 B10 不 定形 Ⅵ 18_2 瑳 質 頁 岩 Ka459

6 B 不 定 形 V 32 2 22_7 5 7 舜 Ka447
7 B h 9a 不 定 形ⅥⅡ 6 岩 Ka481

8 B 両 極 劉 45 8 35 5 10 7 珪 質 頁 岩 Ka47
A 面 続 景 28 6 95 92 珪 質 頁 岩 Ka470

第186図 9層出土剥片石器 (11)



V Ⅲ区の調査成果
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分  類 長cm 幅cm 厚cm 重 g 石 材 備 考 登  録
1 L9 lA 凹深 1500 安山岩 面 Kc92
2 A8 lA 凹深 600 角礫凝灰岩 面 Kc83
3 C14 L9 lA 凹深 37 女山肴 面 Kc102
4 B7f L9 lA 幽深 42 安山岩 面 Kc44
5 B7a し 9 lA 凹深 石英安山岩質凝灰岩 面、擦痕あり Kc81
6 C16e L9 lA 凹深 7 石英安山岩質角礫凝灰岩 面 Kc68

第187図   9層 出土礫石器 (1)



13 基本層出土遺物
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第188図   9層 出土礫石器 (2)
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13 基本層出土遺物
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分  類 長cm 幅 m 厚cm 重 g 石 材 備 考 登 録

1 B 凹浅 86 360 石英安山岩 1面 Kc43

2 B6g L9 B 凹浅 石英安山岩 I面 Kc15

3 B18e L9b B 凹浅 59 31 安山岩 2面 Kc48

4 B7a B 凹浅 51 功岩 ? 2面 Kc94

5 C9e L9 B 凹浅 57 花蘭閃緑岩 2面、破損 Kc52

6 B12c L 10 B 凹浅 石英安山岩 2面 Ko219

B8a L9 B 凹浅 安山岩 2面 Kc42

第190図 9層出土礫石器 (4)



V Ш区の調査成果
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分  類 長cm IRca 厚cm 重 g 石 材 備 考 登  録

1 L9 lB 凹浅 安山岩 面 Kc59

2 C6a L9 2 凹十磨 凝灰岩賃砂岩 ? 面 Kc99

3 B7b L9 2 凹十磨 花開閃緑岩 面 Kc17

B10 L9 2 凹 +磨 11 1 安山培 面 ICcll

5 C7 L9 2 凹十磨 石英安山岩 面 Kc23

6 B・ C2・ 3 L9 2 凹 十磨 安山岩 面 Kcl12

第191図   9層 出土礫石器 (5)
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13 基本層出土遺物

0                           10om

分  類 長 cm 幅cm 厚cm 重 g 石 材 備 老 埜 録

I C7c L9 2 凹 +磨 37 安山岩 lE巨 Kc76
2 B12 L9 2 凹十暦 石英安山岩 2面 Kc29
3 2 凹十磨 安山岩 2面 Kc18
4 C15d し9b 2 凹十磨 12 1 安山岩 1面 片面は凹みのみ Kc71
5 2 四十磨 石英安山岩質凝灰岩 1面 片面は凹みのみ Kc84
6 2 凹+磨 94 安山岩 1面  片面は凹みのみ Kc37

第192図  9層出土礫石器 (6)



V Ⅲ区の調査成果

0                             10cln

ー
地区・ 層位 分  類 長cm 幅cm 厚cm 重 g 石 材 備 考 登 録

1 A ll L9 2 凹 +磨 石英安山岩 面、片面はШみのみ Kc40

2 C16d L10上 2 凹 +磨 97 花開閃緑岩 面、片面は凹みのみ Kc104

3 C7 L9 2 凹 +磨 67 50 安山岩 面、片面は凹みのみ Kc24

4 B16c L9b 2 凹 +磨 112 安山岩 面、片面は磨面のみ Kc22

5 2 凹十磨 110 51 安山岩 面、片面は磨面のみ Kc25

6 L9C9i 3 凹十磨 +敲 87 4 安山岩 Kc33

第193図  9層出土礫石器 (7)
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13 基本層出土遺物
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分  類 長cm 幅cm 厚cm 重 買 石 材 備 考 登 録

I B15b L9b 3 凹十磨十敲 安山岩 長軸片端に敲打痕 Kc41
2 B16a L9b 3 凹十磨十敲 16 1 79 3500 砂岩 長軸片端に敲打痕 Kc14
3 B16a L9b 3 凹十磨十敲 87 67 安山岩 長軸片端 に蔽打痕 Kc35
4 3 凹+磨十敲 安山岩 長軸両端に敲打痕 Kc105

第194図  9層出土礫石器 (8)





13 基本層出土遺物
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分  類 Tcm 幅cm 厚on 蔓 宮 石 材 備 考 登 録

1 5 凹十磨十ザラ 安山岩 Kc34

2 8 凹+ザラ 安山岩 Kc80

3 C7e L10 9磨 62 安山岩 lE巨 Kc5

4 C4 L9 9 磨 花筒閃緑岩 2面 Kc3

5 9 磨 11 1 安山岩 2面 Kc6

6 B18b 9 磨 角礫凝灰岩 2面、破損 Kc10

212
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V III区の調査成果

0                       100m
i

番号 頒 Ecm TEcm 厚 m 重 2 石材 備 考 登 録

1 B17f 9 磨 安山岩 1輌巨 Kc136

2 B6 9 暦 2880 砂岩 2面 Kc159

3 C3c L9 13敲 安山岩 長軸片端に敲打痕 Kc130

第197図  9層出土礫石器 (■ )



13 基本層出上遺物

10  2

(:::::::::::!:):

的0 8
な予

番号 地区・ 層位 分類 長 cm 幅 cm 厚cfr 重 質 石材 備 考 登 録

1 B17質   と9a 13 敲 44 400 安山岩 長軸片端に敲打痕 Kc135
2 C9e   L9 13 融 90 礫岩 長軸片端に敲打痕 Kc147
3 C10    L9b 13敲 90 安山岩 長軸両端 に敲打痕 Kc136
4 C6d   L9 13敲 11 0 安山岩 長軸片端に敲打痕 Kc132
5 C14b   L9b 13 融 石英安山岩質凝灰岩 半球状礫の周縁に敲打痕 Kc183
A・ B8・ 9 L9b 2 凹 +磨 99 安山岩 1面、片面は磨面のみ Kc39

7 B17・ 18  L9b 2 四十磨 花周閃緑岩 2面 Kc30
8 817・ 18  L9b IA 凹深 33 安山岩 2面、墓面は浅い Kc108

第198図 9層出土礫石器 (12)
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番号 地区・ 層位 分  類 長cm IScln 厚cm 重 Fr 石 材 備 考 登 録
I C10     L9b 2 凹十磨 78 安山岩 1面 Kc27
2 A・ B8・ 9  L9b 3 凹+磨+敲 72 43 安山岩 長軸片端に敲打痕 Kc38
3 L9 石製円盤 58 13 安山岩 劉離内の リングは不明瞭 Kc174
4 B12e L9 石製円盤 32 11 石英安山岩質凝灰岩 磨滅している Kc263
5 C16f     L9b 加工礫 50 72 20 石英安山岩質凝灰岩 Kc18]
6 A8     L9b 磨製石斧 75 25 買岩 破損 している Kc265
7 817     L9b 暦製石斧 26 7 9 1 蛇紋岩 かなり劣化 している Kc222

9層出土礫石器 (13)第199図
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V Ⅲ区の調査成果

0                         1ocm
卜~~丁~~■~~~「~~T~~1~~―
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地区・層位 分類 特 徴 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接合 登  録

C16 L10上 注ロ
口139 底121 高18cm、 突起十注
目、沈線区画内に細沈線

L iO上 鉢 ? 底 8帥、RL縄文、内面に炭化物
L10上 深鉢F 底83 高215帥

L10上 深鉢 底8 6cm、 とR縄文、隆線、刺突
L10上 深鉢F

口188 底96 高,3 1cm、 隆線、刺
突、LRL縄文、底 :網代痕L10上 深鉢

第201図 10層出土遺物 (1)



13 基本層出上遺物

0                  10cm
(1/4)

1鴬|

地区・ 層位 分類 特 微 接合 登 録 地区・層位 分類 特 徴 接台 登 録

深鉢 陸線、 LR縄文、結節 A165
Cユ 0・ 17 L10

口232 底123 高35 2trl、 LR縄
文、結節、陸線、底 :網代痕深鉢 底16em、 しR縄文

C10 口28 4cm、 R撚糸文 R撚糸文

第202図 10層出土遺物 (2)



V Ⅲ区の調査成果

0                 孔ocm
(1/4)

口
巧 地    区 分 類 特 徴 接 合 登  録
1 C16・ 17 L10 深鉢H 口224 底 124 高 43 1cm、 LR組 文 、体部下端 に降線 Al
2 B16 L10 渓慾 F 口 19 底 9.5 高 26_5cnt、 LR縄 文 A5

絵轟江あ | _峨
洗)     て<)   8

地  区 分   類 厚 nln 重 g 石   材 特 徴 登 録

3 C17 石 鏃 IA 41 野 管 百 岩 先 端 を実 く Ka1321
4 C lo 尖頭 器 34 2 5 7 瑳 賃 負岩 Ka1322
5 C10a 不定 形 H 43_4 39 7 76 12.5 鉄石英 Ka1323
C16g 石匙 H 81 珪質買岩 二重パ テ ィナ (下図 ) Ka1324

7 C18i 不 ↑ 形 IV 25 7 93 駐質頁岩 Ka1326
8 B19h 両極 鋼I離 25 3 芹 管 百 舛 二 対 の面 紙 釦陣 痛 Ka1325

10層出土遺物 (3)
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C15f L9b 縄文不明

網目状撚糸文R P2

C17 し9b 縄文不明

洸綜 し9b 縄文LR
し9b 30× 324X02 縄文不明

33X339X6 C16b L9b 網目状撚糸文R

縄文LR

し 8 洸線

縄文 LR、 沈森 VA糸文R

撚糸文 L L9b 縄文 Rし 、沈線

縄文不明 縄文不明、沈線

82 隆線、縄文不明

B17b L9 緻 L 縄文不明

緻 L

C17e L9a2 縄文不明

C12e 撚糸文R 169

縄文 RL、 沈線 B17b L9b 48× 38× 8

網目状撚糸文R

縄文不明 沈線

L9b B15b L9b 縄文LR

第204図  土製円盤 (1)
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V Ⅲ区の調査成果
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C15 し9b 縄文不明 25× 25X03 縄文LR
C17h 沈線

沈線 沈線

A12  ι9b 隆線、刺突文 C6h L9
沈線

BIa し9b 縄文不明 CS  L9 撚糸文 ?

沈線 B Iδ   L9 縄文不明

し9b 縄文LR、 隆線 30× 20 3XiO 縄文不明

縄文不明 C6  L9
縄炭LR 網目状撚糸文 R

C15  L9b L9 流線

網目状撚糸文 隆繰

B171  L9b 縄皮 LRL?、 沈線

縄文RL?、 沈線 C2b L9 縄文RL
C16c 結節埋侠 網目状撚糸文R

B10  L9う 沈線 ? 39X385× 95 縄文不明

C15 縄文不明

網挟 ? 縄炭RL

縄文RL

第205図  土製円盤 (2)



13 基本層出土遺物
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V III区の調査成果

14 まとめ

○各層出上の遺物と層上面の遺構出上の遺物から、 6層以下は縄文時代の堆積層、 5層は奈良

時代以前の堆積層、 4b。 4ё 層は平安時代の堆積層と考えられる。

○各層上面の遺構の所属時期をまとめると以下のようになる。

4a層以降……近世以降か

4b層…………平安時代

4c層…………平安時代

5層 …………・古墳後期～奈良時代

6層 …………・縄文～古代

7～ 10層 ……・縄文時代

09。 10層から検出されている縄文時代の遺構からは遺物包含層と時期の大きく異なる土器は

出上していないことから、その所属時期は遺物包含層と同じく縄文後期初頭～前葉の幅におさ

まるものと考えられる。

番 号 地 区・ 層位 長 さ×鴨 ×厚 さmm 重 質 特 徴

B7f     L9 14 7

A10i     L9 385× 38× 11 18 7

B6 L9 37× 40× 6 13 2 網 目状撚糸文 R
A・ B8。 9 L9b 455× 37× 8 17 9 P l17
Bll a     L9 405× 42× 7 16 8 P
B19b    L9 425× 425× 8 縄 文 LR、 沈線 P
B7f     L9 405× 394× 8 縄文不明 P
C7f     L9 405× 43× 113 21 4 P ユ

Bll c    L9 16 8

B9f     L9 424× 415× 65 紹文 RL
C5f    L9 453× 41× 9 18 5
COe     L9 443× 44× 9 刺突文
B7d    L9 405× 39× 62 14 文 LR
C2e    L9 445× 463× 9 撚糸文 R
C7 L9 42× 505× 8 22 4 網 目状撚糸文 R

L9 425× 49× 83 燃糸文不明 P73
All a     L9 218 縄文 LR

L9 475× 518× 79 25 5 網 目状撚 紋

C10      L9 53× 54× 75 19 9 紹支 RL、 沈練
C6h    L9 482× 51× 76 25 4 縄文不 明、沈線 P77
C12      L9 48× 493× 72 25 2 沈 線 P68
C8二      L9 503× 524× 91 32 7 縄文不明 P78
C19i     L 10 305× 345× 88 12 8 P50
B12i     L 10 30× 345× 7 縄文 RL
C12      L10 35× 36× 75 13 4 束」突文 P13
C12 32× 325× 9 縄 文 ?
C17 L10 47× 475× 12 23 3 綴文不 明、期突、降沈線

A9 52× 485× 126 39 8 網 目状撚糸文 R
B18 ン10 515× 54× 8 31 2
企 明 325× 33× 75 沈 線

不 明 365× 352× 65 11 9 縄文不 明

不 明 40× 375× 9 18 3 縄文 LR P85
1 不 明 28× 33× 8 97 縄文 LR
2 不 明

3 C10     L9b 34× 36× 9 13 3
A・ B9。 10L9b 44× 425× 8 21 7 紹支 RL?、 沈線
B17・ 18     L9b 325× 345× 6 97 P124
IS 17・ 18     L9b 45× 47× 75 P100

17 B17 18   L9b 435× 475× 10 24 8
L9b 43× 44× 6 P37

土製円盤観察表



l 調査の方法と経過

Ⅵ Ⅳ区の調査成果

1 調査の方法と経過

調査区は下の内遺跡H区と伊古田遺跡の間に位置している。調査区の形は長方形に近い台形

で、面積は約74m2でぁる。調査面積が狭かったため、遺構の実測には平板を使用した。

調査は昭和58年 (1983)4月 22日 より開始した。表上下で旧河川、小濤状遺構群などを検出し

た。5月 中旬には遺構の実測を終え、深掘り調査に移行した。下層からは遺構が検出されなかっ

たため、 6月 1日 に調査を終了した。

2 基本層序 彿207図 )

基本層序は13層に大別された。

1層 にぶい黄褐色シルト 表土。厚さ35～ 55cmで、南側が厚い。

2層 明黄褐色シル ト 5～ 10cmで、耕作深度の浅いところに部分的に分布している。

3層 灰黄褐色シルト 厚さ10cmで、北半部に分布する。層下部に厚さ l cmの酸化鉄集積層が

ある。

4層 褐灰色粘土質シルト 厚さ10～15cmで、北半部に分布する。

5層 黄褐色砂質シルト 厚さ15～30cmで全体に分布する。上面から小濤状遺構群、SRl河

川跡が検出される。

6層 暗褐色粘土質シルト 厚さ平均15cmで、上面は大きな凹凸がある。

7層 責褐色粗砂 厚さ10～15cmで、 8層上面のくばみにたまった状況である。

8層 責褐色粗砂 厚さ50cm。

9層 黄褐色砂質シル ト 厚さ約10cm。

10層 暗褐色粘土質シルト 厚さ15～20cm。

11層 暗褐色粘土質シルト 厚さ10～15cmで、北半に分布する。

12層 暗褐色粘土質シル ト 厚さ20cm。

13層 黄褐色砂質シルト

3 発見された遺構と遺物 悌208図 )



Ⅵ IV区の調査成果

A′ 勢

m

層位 土 色 上  性 備

にぶい黄褐色 10YR5/4 耕作土

褐色     IOYR4/4 粘土質ンル ト 炭を含む

明黄褐色   10YR6/6 マンガン粒を含む

灰黄褐色   10YR5/2 層下面に酸化鉄集積、酸化鉄・マンガン

褐灰色    IOYR6/1 粘土質ンル ト 酸化鉄を多量に合む

黄褐色    10YR5/6 砂質シル ト マンガン粒を多量に含む

暗褐色     10YR3/4 粘上質ンルト 炭を多く含む

斎禍色    10YR5/6 粗砂 暗褐色上を含む

黄褐色    10YR5/6 細砂 暗褐色上を含む

黄褐色    10YR5/6 粗砂 暗裾色上を含む

黄褐色    10YR5/6 砂質ンル ト 暗褐色上・炭・粗砂を含む

暗褐色    10YR3/3 粘土質ンル ト 炭をわずかに含む

暗褐色   IOYR3/4 粘上質ンルト

暗褐色    10YR3/3 粘土質シル ト 黒褐色土をブロック状に含む

黄褐色    10YR5/6 砂質ンル ト

河,II
①

②

灰黄褐色   10YR5/2
褐色     10YR4/4

粘土質ンルト

砂質シルト

酸化鉄・マンガン・炭を含む

マンガン・炭を含む

小滴 ③ 褐色     10YR4/4 4層 を小斑点

ド 114m

1号河川跡

層位 土 色 土   性 備 考

SDl 1 暗褐色 10YR3/4 シフレト 黄褐色砂を含む

SRユ

1 黒褐色 10YR3/1 マンガン粒・ 酸化鉄を多 く含む

2 黒福色 10YR2/2 マンガン粒・ 黄褐色砂を多 く含む

3 暗褐色 10YR3/4 シルト 黄褐色砂を含む

第207図 基本層序とSRl断面図

225,226



Ⅵ IV区の調査成果

SDl溝跡

南端部に位置する。長さ2.7m、 幅50cm、 深さ10cmで ある。底面は平坦で、傾斜していない。

堆積土は暗褐色シルト1層である。

小溝状遺構群

中央東壁際にあり、平面的に 2条、断面観察で 1条の計 3条が検出された。SRl河ナII跡 よ

り古い。約 2mの間隔でほぼ真東方向に並んでいる。幅20～30甑で、深さは北から20cm、 15cm、

35cmで ある。堆積土は褐色シルトで、基本層 4層が小ブロック状に混じる。

SRl'可
'Ili亦

北西半部に位置する。河川の南東岸が検出されている。深さは20～ 30cmで、底面は平坦であ

る。堆積土はシルトが主体である。土器が 1点出上しているが (写真 4-5-2)、 行方不明で

観察できなかった。

まとめ

Ⅳ区では遺構に伴う遺物がなく各遺構の所属時期は不明だが、基本層の特徴や遺構の配置状

況から、下ノ内遺跡H区の第V evI層の遺構群と同一の可能性がある (篠原 :1990)。 下ノ内遺

跡H区では、竪穴住居跡の他に小濤状遺構も数群検出されており、その中に東西方向の群もあ

る。また、SRl河川跡はその位置から、下ノ内遺跡HttS R 9河川跡の対岸と推定される(第
209図 )。 そこで各遺構の所属時期を検討する。下ノ内H区の東西方向の小濤状遺構群は、奈良・

平安時代の住居跡より新しいことから、平安時代以降と考えられる。Ⅳ区の遺構面もこれらと

同じとするならば、Ⅳ区の遺構群も平安時代以降と推定できよう。

ゝテ
ィが

!

0                      4m
(1/200)

第208図



下ノ内 H区

六反田Ⅳ

第209図  六反田Ⅳ区と下ノ内‖区



Ⅵl 縄支時代の遺物について

Ⅶ 縄文時代の遺物について

各地区の遺物包合層の対比

縄文時代の遺物包含層は、 I区 とⅢ区に広がっている。その標高は、 I区の12層は標高9,6m

前後で、Ⅲ区 9層は北方向に傾斜しており、標高10～ 10.6mである。III区の南に位置する1984

年調査区 (佐藤 :1987)の遺物包含層 (9層 )は標高10～ 10.4mでШ区の状況に近い。このこ

とから、遺物包含層は気ナllの方向に傾斜していることが分かる。

縄文時代の遺物について

I区の12層及びⅢ区の 9層 と、 9・ 10層から検出された遺構から多量の遺物が出上している。

両区の層の土質は類似しており、また遺物も接合していることから、これらは同一の包含層と

考えられる。そこでこれらの出土遺物について若干の分析を行いたい。

(1)上器

分類

分類は今回の出土資料を中心に行う。以前の資料も含めた形での分類と考察は、機会を改め

て行いたい。

器種分類

回径と器高の関係から器種分類を行った。器高が口径より大きいものを深鉢、器高と口径が

同じか、器高より口径の方が大きいものを鉢、頸部の径がその上器の最大径の2/1以下のものを

重、注回の付 くものを注口土器と呼ぶ。第210～213図 に主な土器を集成した。以下、器形ごと

に文様の特徴を略記する。

深鉢 (第210～212図 )

A(1～ 5) 体部中央がいったん緩やかにぶくらみ、体部上半部が直立気味または外反気味

になるもの。口縁部と体部中央に区画がなされている。 1は隆線による逆 J字状文、 2～ 4は

隆線及び沈線による方形区画文が描かれる。 5は ワラビ手文と「し」字状文が交互に配される。

B(6～ 14) 体部が緩やかにぶくらみ、口縁部が外反するもの。文様は、口縁部を画するも

の (6～ 10。 12～ 14)と そうでないもの (■)がある。体部文様は、ワラビ手状やそれに類す

る縦方向の沈線文 (6・ 7・ 9)、 横方向に展開する渦付三角形状の沈線文 (8)、 隆線文と刺

突文の組み合わせ (10～ 12)、 隆線文と沈線文の組み合わせ (13・ 14)な どがある。



2 縄文時代の遺物について

C(15～26)胴部がぶくらみ、頸部が長く、口縁部が肥厚するもの。文様は、日縁部・頸部・

体部にそれぞれ施される。口縁部には刺突文や円孔や沈線文が描かれる。頸部は無文のものと

縄文が施されるものとがあり、口縁部の突起の位置に隆線文や沈線文が垂下する(15～ 20)。 体

部にはワラビ手状 (15)、 渦付三角形状 (17・ 19・ 21・ 23・ 24)の沈線文が施される。25は頸部

から縦に垂下する平行沈線文が施される。26は体部の形が不明なので一応ここに含めるが、肥

厚した口縁部には貼付刺突文と平行沈線文、頸部には縦の長方形の無文部が連続しており、類

例を見ないものである。

D(27～30) 口縁部が外反もしくは外傾するもの。27・ 28は体部上半に沈線文が施される。

29は刺突文のみ、30は刺突文と隆線が口縁部に施される。刺突文は工具で突き刺した後、粘土

を片側に寄せるという特徴を持つ。

E(31～37) 体部は直線的に外反し、口縁部が屈曲するもの。31～35は 4単位の波状口縁も

しくは突起を持ち、さらに橋状把手が付く。体部には「し」字状の隆線文 (31)、 フラビ手状の

沈線文 (32)な どが描かれる。36は全形不明だが頸部に屈曲を持つ点でここに含めた。37は口

縁部の内傾する鉢の可能性もある。

F(38～51) 体部が直線的に外反するもの。ただし、破片によってはF類とG類は区別しづ

らいため、あいまいさを含んでいる。38。 39は口縁部が隆線文で区画され、38は体部に隆線文

と破線が垂下する。40～48は口縁部が沈線文で区画される。体部文様は、ワラビ手状の沈線文

(40)、 斜位の平行沈線文 (41・ 42)、 蛇行沈線文 (44・ 45)な どがある。49～51は刺突文が施

されるもので、49・ 50は前述の、粘上を片側に寄せる刺突文である。また、縄文、撚糸文、網

目状撚糸文のみ施されるものと、無文のものがある。

G(52～75)体部が緩やかな丸みを持って立ち上がり、国縁部が直立気味になるもの。52～ 59

は隆線文が施されるものである。55～57は隆線上に刺突文が力日えられるいわゆる鎖状隆線文が

口縁部に施されている。71～73は体部上半に特に丸みを持つものであり、71は口縁部に沈線文

と刺突文が施される。体部下端には隆線が巡る(下部隆帯)。 72～ 75は 口縁部の区画がないもの

で、75は下部隆帯を持つ。他に、縄文、撚糸文、網目状撚糸文のみ施されるものがあり、その

中に下部隆帯を持つものがある。

H(76～ 90) 体部上半が内湾するもの。76・ 77は 2個の把手が付く。78～85。 89は口縁部が

画されており、体部には沈線文が施される。86・ 87は口縁部が画されず、体部全体に蛇行沈線

文が施される。88は隆線による「Y」 字状の文様が描かれると考えられ、後述する門前式にあ

たる可能性がある。89・ 90は下部隆帯をもつものである。

I(91) 体部上半が内傾するもの。91は 6層の倒木痕から出上したものだが、包含層の遺物

が巻き上げられた可能性が高いため、ここに含めた。回縁部と屈曲部に刺突文、その間にスペー



VI 縄文時代の遺物について

ド状の沈線文が施される。

92～ 108は器形が不明なものを集めた。92～94は中空の把手と鎖状隆線文が特徴的な、いわゆ

る門前式の上器である。

鉢

A(109～ 114)体部がぶくらみ、頸部が長く、日縁部が肥厚するもの。口縁部には突起が付

く他は無文である。頸部も無文で、体部には「C」 字状、渦付三角形状などの、横に展開する

沈線文が描かれる。

B(115)体 部が直立気味のもの。

C(116・ 117) 口縁部が内湾するもの。117は弧状の沈線文が描かれており、あまり類例を見

ないものである。■8は入り組み状沈線文、120は隆線文が施される。

壷

A(121～124) 口縁部が直立もしくは外反するもの。口縁部、頸部は無文で、体部に文様が

描かれる。

B(126) 口縁部がすばまる無頸のもの。

注目上器

A(127～ 130)体部が急角度に外傾し、日縁部が屈曲する器形の、いわゆる浅鉢に注口が付

けられるもの。体部は地文のみである。

B(131～133)体部が丸くぶくらむもの。131は ソロバン玉状の器形で、上半部にのみ文様が

描かれる。

董 (134・ 135)

3点出上している。134はつまみの付くもので、135は刺突文が施される。また、無文のもの

がある。

異形土器 (136)

上面観四角形の巾着のような器形で、隆沈線と縄文により文様が描かれている。香炉型土器

とか異形台付き土器と呼ばれるものに似た印象である。

上器の位置づけ

前述の土器群は、1976～ 1978年調査、1984年調査の出土遺物と同様の特徴を持つものである。

これらは「六反田遺跡Ⅲ」 (佐藤 :1987)に おいて後期初頭～前棄に位置づけられている。また、

方形区画文土器に代表される第 I群土器から、沈線文土器、磨消縄文土器が主体となる第H群

土器への変遷が明らかにされている。

今回の出土状況において遺物包含層より新しいものは、 6～ 8層出土土器 (第 129・ 131・ 132

図)、 8層の遺構であるS13出土土器 (第93図 )、 9a層を掘り込んでいる 5号埋設土器 (第
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98図)がある。遺物包含層よりも層位的に古いものは、 9層が遺構を覆っているS14の 4層

出土土器 (110図 1)、 10層出土土器 (第201～ 203図 )がある。いずれも少量で、土器群として

のまとまりはとらえにくい。

遺物包含層の3カ所の遺物集中地点の上器群の内容を比べてみる。A地点の遺物は、A-6

～10・ B-6～ 9。 C-6～ 9グ リッドの包含層および、SK8・ 21・ 24、 3号配石出上のも

のである。B地点の遺物は、B-15～ 19・ C-15～ 19グ リッドの包含層および、 S K29～ 32・

34～ 36・ 38出土土器、 2・ 3号埋設土器である。C地点の遺物は、A-12・ B-11・ 12グ リッ

ドの包含層および、 S K27、 2号配石出土土器、 4号埋設土器である。

各集中地点の土器群を比べると、方形区画文の上器がA地点には目立つ (第 104図 1・ 142図

8・ 144図 5。 145図 3・ 147図 1)が、BoC地点にはほとんど見られず、また、B地点に典型

的なフラビ手文を描く深鉢 (第167図 1・ 第170図 6)が存在するといった特徴がある。このこ

とを手がかりとしてA地点出土遺物とB・ C地点出土遺物で三分することも考えられよう。し

かし、土器群の夏なる分析については、これまでの出土資料と合わせて総合的に検討する必要

がある。

12)剣片石器について

六反田遺跡出土の剣片石器は以下のように分類した。

定形石器

石鏃 先端の作り出しが明瞭で、基部整形がなされており、かつ両辺が完全に整形され、平面

形が三角形状のもの。基部の形状により細分される。無茎のものを I類、有茎をH類、凹基を

A類、平基をB類とする。

尖頭器 石鏃と同様に整形されるが、石鏃に比べ厚みのあるもの。

石錐 主に丁寧な両面加工により尖端部が作り出されたもの。先端部が長く伸び基部整形がさ

れるものと、基部整形のないものとがある。

石匙 劉片の縁辺の刃部の他に、両側辺から作出される凹部によりつまみが作られるもの。形

状が縦長のもの (I類 )と横長のもの (H類)がある。

不定形石器 主に長さ 2 1nln以上の二次加工が連続して施されるもの。

I類 スクレイパー・エッジを有する石器。加工の部位により細分される。

IA類 尖端部を形成するものc

IB類  1～ 3側辺を加工するもの。

IC類 素材象」片の主に腹面側に加工されるもの。

ID類 その他。

H類 尖端部を形成するもの。



Ⅷ 縄文時代の遺物について

Ⅲ類 平面形が鋸歯状の刃部を有するもの。

Ⅳ類 折れ面から二次加工がなされるもの。

V類 二次加工が交互剣離状のもの。

Ⅵ類 細かな連続する二次加工を有するもの。

Ⅷ類 決れた刃部を有するもの。

Ⅷ類 その他。いわゆる二次加工を持つ剣片などを含めた。

両極剣離痕を持つ石器

異形石器

石核

Ⅲ区の遺物包含層出土劉片石器の器種内容を表したものが第18表である。また、使用される

石材の割合は第19表に示した。

第18表 Ш区 9層出土剣片石器
の内容 第19表 層出土剣片

※何らかの二次加工を有するものを含む

21～40点

第214図 III区 9層出土剣片石器の分布

固 4～鯨 61～ 80点

石   財 点数 百分率

定 形 石 器 8%

26°/。不定形石器
※ 16%

両極剣離痕 2%

石 核 3% 3%
剥片・ 砕 片 71% 71%

計

Ⅱ区 石

石 材 百分率 石 材 百分率

珪 質 頁 岩 66 0 石 英 安 山 岩

玉 髄 珪 木

碧 玉 珪 化 凝 灰 岩 17

鉄   石   英 72 流   紋   岩 13

黒   曜   岩 石英安山岩質凝灰岩

安   山   岩
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13)礫石器について

六反田遺跡出上の礫石器の分類にあたっては、礫表面の「凹み」「磨面」「タタキ」(敲打によ

り凹凸ある面が形成される、剣離痕も含む)「ザラ」 (敲打等によリザラついた平坦な面が形成

される)の組み合わせ、および全体の形態に着目し、以下のように分類した。

1類 凹みを持つもの。深さの比較的深いもの (lA)と比較的浅いもの (lB)がある。
2類 凹み+磨面  3類  凹み+磨面十タタキ  4類  凹み+磨面十タタキ十ザラ

5類 凹み十磨面十ザラ  6類  凹み十タタキ十ザラ  7類  凹み+タ タキ

8類 凹み十ザラ  9類  磨面 10類 磨面十タタキ  H類  磨面十タタキ十ザラ
12類 磨面十ザラ  13類 タタキ  14類 タタキ十ザラ  15類  ザラ

石皿  打製石斧  磨製石斧  円盤状石製品  石製品

磨製石斧には、蛇紋岩製で大型のものがある。六反田遺跡の他に山田上ノ台遺跡13号土坑か

ら出上している (主浜 :1987)。

第215図 Ⅲ区 9層出土礫石器の分布 (点数 )

ⅦI ま

○六反田遺跡は無川の自然堤防に立地している。

OI・ III区から縄文時代後期初頭～前葉に位置づけられる遺物包含層が検出され、縄文土器、

石器が多量に出上した。

OH区からは縄文時代晩期の遺物、および弥生時代の遺物が出上した。

○古代の住居跡 3軒、掘立柱建物跡 2棟が検出された。

○古代の小濤状遺構群などが検出された。

※配石遺構あり
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1-3  SDl溝 跡完掘状況 (南西より)
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B断面
C断面
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1-4  SDl断 面
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SD7(引ヒ東より)

SD8断 面

SD4断 面
SD8断 面
SD8断 面
SD9断 面

1-10  6層上面の溝跡



1-11  6～ 10層の遺構
l S D10(東 より) 2 SK4(南 より)
3 SK5(西 より) 4 SK5断 面
5 SK6(北 より) 6 ピット39(北より)
7 10層上面の礫群 (西より)
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1-12 14層上面 (南西より) 1-13 礫層検出状況 (南西より)

1-14 礫層検出状況 (南西より)

ユー15 作業風景



1～ 5 縄文土器  6 蛇紋岩
7 石椀  8 岩偶
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1-16 遺物出土状況
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3-13  4C層の遺構 l SK5(北 より)
3 SD5-6(南 東より)

孫
'1比IIIオ

S11住居跡 (西より)



東ベル ト (】ヒより)  2  西ベル ト(】ヒより)
カマド (南 より)  4 煙道内土器
掘り方完掘状況 (西より)

3-15 S11細 部



SBl建物跡3-16

1 ピット2  2 ピット3
3 ピット7  4 ピット7

SBl細 部



5層上面の小溝状遺構群 (南西より)
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3-19  5層上面の小溝状遺構群 (北東より)



3-20 小溝状遺構群と土抗

9。 10グ リッド

(北西より)

11・ 12グ リッド

(北西より)

SK7土 坑
(東より)

一拇一
ヤ
ｒ

．

ヽ
，

(竹■

″ i

■|



|,|:墨

聯

3-21

(:!l・ |｀  ィ
ド
ト   |

6層上面の遺構

l SD3(】ヒ西より)
2 ピット116遺物出土状況 (南西より)
3 ピット116完掘状況 (南西より)
4 ピット116断面



3-22 7層上面の遺構
S K23(南西より)

S K26(耳ヒょり)

一
亀
・″

恥
一

3-23
全景 (南西より)



3-24 9a層 上面の遺構 ８

Ｈ

Ｋ

Ｋ

Ｓ

Ｓ

(耳ヒより)
(】ヒより)

SK9(北 西より)
5号埋設土器 (南より)
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3-25 2号 配石
l  F衛 より   2 】ヒより



3-26 3号 配石

S K22(北 より)
3号配設土器 (南より)

2 完掘状況 (南より)

2号埋設土器 (南より)
4号埋設土器 (南より)

1

3

2

4

1 検出状況 (南より)

3-27 9b層 上面の遺構



「i呵

摯塩ス
BB口
Lド
・
 11 1

ご
…
疑ユ
ーギ

学
二
ゝヽ :  

｀

ィ「 _.'

/

1穏喜tilIIIII(
1●

軍

　

＼

ゝ

工類評麟1謹基簸簿

1 全景10層上面全景 (南西より)



守

　

〓
一

||||||● 輝

'II

S14全景 (南より)

3-30  S14糸 田吉[
1 金景 (北 より)
2 炉 (北 より)
3 作業風景



■
卜＝

耳iⅢⅢⅢ寄:

:|

3-31 10層上面の上抗 (1)i
7

S K13(南 より) 2 S K14(南 より) 3 S K15(南 より)
S K17(北 より) 5 S K19(東 より) 6 S K21(南 西より)
S K21・ SX4(北 西より) 8 S K24(封 ヒより)



I III呼 十

タ

3

1琴零罐
さ   

｀
―

粋 1艤

l       i

3-32 10層上面の上抗 (2)|

ィ_丁

与■.ヤ

S K29(7町 より) 3  S K30(封 ヒより)
SI(ゼ 9-33(北 P耳 より) 6 S K34
ヽ1(36(西 より)      (封 L西 より)

:審I

一ｉ∵
群
争名Ｅ師



・
一

・一【ヽ
一

一≠
μ

‐１，

一

・　
十
一
一
ギ
　
一・
一一
チ

，

■

・
一　
　
　
　
ザ

一様舛Ｔ，常「一一一　一．ｒ一

Ⅲ■
―

や

S K38(南西より)2 S K39(北 より)3 S K40。 P239(南より)
S K41(南東より) 5 S K42(南 より) 6 S K46(西 より)
P231(南 より)  8 1号 埋設土器 (南より)

他 :
7

3-33 10層上面の上抗 (3)



B-7    2 A・ B-8。 9
B・ C-12  5 B-17・ 18
B-17 蛇紋岩製大形石斧

3-34 9層 の遺物出上状況 3 B-8・ 9



3-35 9層 の遺物出土状況 (2)
l B-17  上器と粘土塊
2 B-19
3 B-19
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3--36



III区

3-37 土師器・須恵器

6層 ピット■6

麹

一
鱗

7

3-38 6・ 8層出土遺物

8層 S13



K9

SK8-1

2号遅設

3号埋設

!li礁

3-39

,I脅

盤
||ぎ
ユtl:|

4号運設

埋中

3-40 9b層 の遺構出土遺物 (1)



¬喝■ロロ田躙圏臣鶴鰤濡
弾r 105-2

3-41 9b層 の遺構出土遺物 (2)



IⅢ 区 |

106--12

3-42  9b層 の遺構出土遺物 (3)

3-43 S14出 土遺物 (1)



Ⅲ 区

3-44 S14出 土遺物 (2)
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鞘悦五

S K29
S K36

Ⅷ
!― k41

S K40

S K35

175-7

3-45 10層 の遺構出土遺物 (1)



Ⅲ 区

K29
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3-46 10層の遺構出土遺物 (2)



Ⅲ 区

鶴疑綴轟
だ
7罵

i_悦

3

Ⅷ

４
そi感馨悪誓悪轟鷺議

3-47  6・ 7・ 8層出土遺物



Ⅲ 区

斡
133-13

8層出土石器

3-49 9層 出土土器 (1)

295



Ⅲ 区

3-50 9層出土土器 (2)



Ⅲ 区

3-51 9層 出土土器 (3)
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Ⅲ 区

144-1

143-2

145-一  l

1歩:
Fi

145--5

3-52 9層 出土土器



III  区

3-53 9層 出土土器 (5)



1面 珊

上
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3-54 9層 出土土器 (6)



153-3

3-55 9層 出土上器 (7)



Ⅲ 区

3-56 9層 出土土器 (8)



3-57 9層 出土土器 (9)
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162-1

165-4

3-58 9層 出土土器 (10)
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|」

左の拡大

3-59 9層 出土土器 (11)



Ⅲ 区

3-60 9層出土土器 (12)



III  区

3-61 9層出土土器 (13)



□

上の底面拡大

義

９

錢

郎

亀
罵
鳥
∵
姦
２５
蜘

亀

詳

冠

幾

４込
批

却
盗

丁

難

．ｏ

為に
3

11

Δ
掘

6           7

筵

―

16

娃
24

3-63 9層 出土剣片石器 (1)



III  区

ぬ姦
177-13     177-14

鰍
一

‐７８． ‐

�

錮

判

血
　
　
・‐
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７

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐Ｉ

会

(2)3-64 9層 出土剣片石器



III  区

182-4

(3)3-65 9層 出土剣片石器



Ⅲ 区

184-6

185-4

9層出土剣片石器 (4)

朝7



「Ⅲ区
|

185-9        186-5

3-67 9層 出土剣片石器

195-5

(1)3-68 9層 出土礫石器



III  区

鋏

・・研

200-6

200-ユ

199-7

3-69 9層 出土礫石器 (2)



3-70 10層出土上器



Ⅲ 区

欝

．
203図

3-71 10層 出土剣片石器

に2欝27罐 8

髯患9ヨ:_鰺・鐵^艤

鱒∞鰯10t鯵9

噂
3-72

路乳錢i¨%餞7∞iⅧ l

中『
一�
鶴
５４

土製円盤 (1)



Ⅲ 区

ⅧⅣ鸞∝盤∞鶴酌碇1轡

けぉ鯵7∞叫

幣|ヽ靴ざ甲
h iⅢ
基 二

3-73 土製円盤 (2)

3-74 展開写真 (1)



3-75 展開写真 (2)



172-8

3-76 展開写真 (3)
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調査区全景 (南より)

iliヽキξ彗::t411111!||||`I!!:;ィ士」   ||



4-4 小溝状遺構群 (西より)

1 】ヒより 断面

1 断面
2 遺物出土状況

完掘状況
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